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　昨日も何もしなかった。

　今日も何もすることがない。

　明日も何もしないだろう。




　王都リーンベルの北、うっそうとした森の奥おくに佇たたずむ廃はい墟きよ同然のオンボロ屋や敷しき。

　そこで、一人の少年が、代わり映ばえしない日々を送っていた。

　毎日が退たい屈くつとの戦争だ。

　外出はしない。活動範はん囲いは屋や敷しきの敷しき地ち内に限定される。興味もない古書を雑読し、運動代わりに掃そう除じや庭の草むしりをして時間を潰つぶす。なんて地味な戦争。食事は配給制。湿し気けたパンと具のないスープと野草のサラダ。毎回同じ質素なメニュー。

　まるで囚しゆう人じんのような暮らしぶり。しかし、物は考えよう。三食昼ひる寝ね付き、仕事をしなくても最低限の生活が保障されていると思えば、存外恵めぐまれた環かん境きようと言えなくもないのでは？

　見方によっては自由気ままなニート生活。あなたも人生という名の大海うな原ばらを漂ひよう流りゆうしてみませんか？　参加費無料。即そく日じつ入居可。ただし、精神衛生面は保証できません。

　そう、時間を無む為いに食い潰つぶすだけの生活は、己おのれの存在意義まで食い潰つぶす。自分は誰だれにも必要とされていない。世界から除外されている。いてもいなくても同じ。むしろ、いないほうが都合のいい存在。だから、こんなところにいる。死んでも誰だれも困らないだろう。

　マイナス思考のオンパレード。止まらないネガティブシンキング。

　そんなだから、ときどき、悪夢にもうなされる。

　半分は現実の記き憶おくだ。いつかの戦場での出来事。

　──立ちはだかる黒獅し子し。

　──倒たおれ伏ふした仲間たち。

　──目の前に転がる選せん択たく。

　決して選んではいけない、取り返しのつかない選せん択たく。わかっていても他に手はない。

　指先がそれ、に触ふれた途と端たん、足元が落とし穴のように抜ぬけ、闇やみ底そこに転落する。

　その無重力感でハッと目が覚めるのが、いつものパターン。




　窓辺の古椅い子すでまどろんでいた少年は、玄げん関かんをノックする音で目が覚めた。食事の配給時間には早すぎる。代わり映ばえしない日々に突とつ如じよ訪れた変化。何だろう？　とうとう最さい期ご通告が届いたか？　ここを追い出されて、ホンモノの牢ろう獄ごくにでも入れられるのか？

　半ば本気で不安に駆かられながら扉とびらを開けると、すらっとした長身の美女が立っていた。年の頃ころは二は十た歳ち前後。その顔には見覚えが……あるような、ないような。

　思い出すのに少し時間を要した。

「……先、生？」

「こんにちは。思ったよりも元気そうね。目がちょっと死んでるけど」

　女性は目め尻じりを下げて朗ほがらかに微笑ほほえむ。白のブラウスに黒のロングスカートと形式張った格好だが、ふんわりと柔やわらかな雰ふん囲い気きをまとっており、包容力を感じさせる。

「今日は、あなたを迎むかえに来たの」

「……え？」

「ここを出られるのよ。おめでと」

「……え？」

　突とつ然ぜんのことに同じ反応しか返せない引きこもりニート。

　嬉うれしいのか悲しいのか、自分でもよくわからなかった。喜びよりも驚おどろきが勝まさる。

　そもそも喜ぶべきなのだろうか。

　いや、別に好きで引きこもっていたわけじゃないけど、ただすっかりこの生活に慣れてしまったから、今さらここを出るのが不安というか怖こわいというか。

「そんな急に言われましても、心の準備が……それに、ほら、ご存知の通り、いろいろ諸事情がありまして、コンプライアンス的に問題発生の危険が危ないと言いますか、事態は僕ぼくの意思ではどうにもならないレベルで推移しており、今の状じよう況きようはある意味ベターな選せん択たくではないかと思わなくもないわけで、ここは時間をかけて慎しん重ちように協議すべきではないかと」

「つべこべ言わないの。どうするか、自分で選びなさい」

　女性は、にっこり笑え顔がおで一枚の証書をビシッと突つきつけた。

　少年は、視界に飛び込こんだ箇か条じよう書がきの項こう目もくに目を通す。

　そして、ふっと笑った。安あん堵ど、皮肉、それから……なんだろう？　自分の中で湧わき起こった感情を、うまく言葉にできない。

　ただ、その一枚の紙きれで、ここを出る勇気というより覚かく悟ごが決まった。

「わかりました……でも、ここを出たところで、どうすればいいのか……」

「私の部下として働いてもらうわ。今は転職して、こういう仕事をしているの」

　女性はポケットから別の紙を取り出した。先ほどの証書よりも薄うすっぺらで安っぽい。四つ折りになっていたそれを広げて手て渡わたす。

　受け取った少年はまじまじと見た。

　それは、いわゆる広告チラシで、社名と宣伝文句が大きく記されていた。




『　ハローワーク・ギルド　～あなたの夢を応おう援えんします～　』













　　　　　第一章　　転職ナイト







　　　　　　　　　　０




　雲一つない青空のもと、遠えん征せいに出ていた騎き馬ば隊の列が王都に帰き還かんを果たした。

　隊列の最さい後こう尾びを行く《騎き士し》の少女は、久しぶりの街の空気を胸いっぱいに吸い込こむ。賑にぎやかな通りを爽さわやかな風が吹ふき抜ぬけ、真しん紅くの髪かみが肩かたの上でさらさらと揺ゆれた。

　屈くつ強きような戦士が揃そろう中、彼女かのじよは一回り以上小こ柄がらで線も細い。しかし、鎧よろいをまとって馬にまたがる姿は凜りんとして堂々たるもの。若くして騎き士しの風格が備わっている。

　今回の遠えん征せいで一番の成果を上げたのも彼女かのじよだった。もっとも、敵は低級モンスターばかりでまるで歯ごたえがなかったが。

　近年はモンスターの脅きよう威いも激減している。三百年前の戦争で魔ま王おう率いるガーランド帝てい国こくを打だ倒とうして以降、複数の国家が連立するこのシルフィア大陸では、大きな軍事衝しよう突とつもなく平へい穏おんな時代が続いている。

　戦争の二文字がおとぎ話のように聞こえる今日きよう日び、騎き士しのような戦士系職の役割も様変わりした。周辺地域への討とう伐ばつ遠えん征せいは月に一度、安全確認程度で十分。普ふ段だんは街の治安維い持じ活動に従事している。モンスターよりも人間を相手にすることのほうが多いわけだ。時代の変化に伴ともなう皮肉な現実である。

　カランコロン……カランコロン……。

　教会の前を通りかかったとき、鐘かねの音が鳴り響ひびいた。白いハトの群れが飛び立つ。

　結けつ婚こん式しきが執とり行おこなわれているようだ。厳おごそかな扉とびらが左右に開き、新しん郎ろう新婦が姿を現す。招待客が拍はく手しゆと花はな吹雪ふぶきで祝福し、騎き馬ば隊の面々も口笛を飛ばす。

　純白のウェディングドレスに身を包んだ美しい花はな嫁よめの姿に、少女は、思わず見み惚ほれた。

　その横顔は、凜り々りしい騎き士しではなく、夢見る乙女おとめのようだった。




　　　　　　　　　　１




　ハローワーク・ギルドの施し設せつは、創設者である元貴族の屋や敷しきを改装したものだ。赤レンガ式の横長の屋や敷しきで、中央の扉とびらを抜ぬけるとメインロビーが広がる。吹ふき抜ぬけの天てん井じようには年代物のシャンデリア。カウンターの奥おくが職員エリアで、窓口が横一列にずらっと並んでいる。二階から上は食堂などの共用施し設せつが入っている。

　従業員用の裏口から入ったキールは、廊ろう下かの壁かべ鏡かがみで身だしなみをチェックした。髪かみを切って少しさっぱりした自分が映る。昔より少し瘦やせたか。

　支給された制服にチョッキ。襟えりを正して紐ひもネクタイを調整し、右手に装着している黒くろ革かわの手て袋ぶくろを確認する。手て袋ぶくろは自分で用意したものだ。手の甲こうだけを覆おおって指先が出るタイプ。それをしっかりとはめ、背筋を伸のばしてドアをノックし、開ける。

「失礼します」緊きん張ちようの面おも持もちで上司のデスクへ。「おはようございます、先生」

「おはよう、新人くん」上司は背を向けたまま席を立った「今日から、ここが君の職場、そして墓場だ。骨を埋うずめる覚かく悟ごで身を粉こにして働きたまえ。立派な社しや畜ちくになるのだぞ」

「退職届を出してもよろしいでしょうか？」

「ふふ、冗じよう談だんよ、冗じよう談だん」上司は振ふり返り、にこやかに微笑ほほえむ。「よく来たわね。私がこの部署の責任者、クレア・ヴィオラよ……なんて、改めて自己紹しよう介かいする必要もないか。ちなみに私のことは班長と呼んでちょうだい。一応、上司と部下の関係になるからね」

「了りよう解かいしました、班長」

「敬礼なんていいから。ここじゃ、そんなことしていると浮ういちゃうわよ。もっと肩かたの力を抜ぬいて楽にして。ほら、スマイル、スマイル。ふふふ」

　クレア班長は悪戯いたずらな笑えみを浮うかべ、キールの頰ほおをつまんで遊ぶ。上司と部下だと先ほど自分で言ったばかりなのに、これでは教師と生徒、いや、姉と弟みたいだ。

　実際、家庭教師をしてもらっていた数年前まで、姉弟きようだいのように世話になっていた。家族よりも親身になってくれていた彼女かのじよのことを、キールは当時から尊敬しているし、女性としても憧あこがれた時期がある。いや、もちろん、今も素す敵てきな人だと思っているけど。

　背が高くてスタイルもいい彼女かのじよは、事務員の地味な制服も見み栄ばえがする。コルセットベルトで腰こしが引き締しまっている分、ただでさえ豊満な胸がさらに強調されていた。シュシュでくくったサイドテールが肩かたから垂れ、その大きな膨ふくらみにかかっている。

「じゃあ、軽く案内するから、ついてきて」

　クレア班長に先導され、開館前の無人のロビーを歩きながら各部署の説明を受けた。経理や営業、人事など、一通り紹しよう介かいされたあと、クレア班長が率いる窓口担当の部署に戻もどり、同どう僚りようとなる職員たちに顔見せをして回る。

　職員は、自分の親よりも年上の年配者ばかりだった。当然か、とキールは思う。この手の事務職の席は、定年を迎むかえて一線を退いた人たちが座るのが普ふ通つうなのだ。クレア班長のような管理職は別として、自分みたいな十代の人間が入るのは、異例中の異例だろう。

　変に思われてないだろうか。人間関係は大だい丈じよう夫ぶだろうか。やっていけるだろうか。

「初めまして。キル……キール、です。よろしく、お願いします」

　不安に思いながら、言葉に詰つまりつつ挨あい拶さつするキールを、大先せん輩ぱいの方々は和なごやかに迎むかえてくれた。年の差を考えたら、孫にあたるからだろうか、思った以上に周りの目が温かい。事前にクレア班長のほうから、家庭教師時代の教え子を雇やとう話が伝わっていたらしく、特に事情を突つっ込こまれることもなかった。一安心。

「仕事についてだけど……ここは、職にまつわる様々な問題を解決する場所なの。中でも多いのが転職関係。一日に訪れる人の大半が、その相談で来ると言っても過言じゃないわ」

「そうなんですか？」

「まあ、ピンとこないかもしれないけど、巷ちまたじゃ転職なんて珍めずらしくないのよ。今の仕事が嫌いやになったとか、新しい職に挑ちよう戦せんしたいとか、いろんな人がいろんな理由で訪れるわ」

　転職か──前職に就いていたときは、そんな選せん択たく、考えたこともなかった。

「さて、ここでひとつ問題です。ハローワーク・ギルドの事務員として絶対に押おさえておくべきもの、それが、職を語る上で欠かせない〝職しよく才さい〟ですが、職しよく才さいとはどのようなものか、三十文字以内で簡潔に答えなさい」

「さ、三十文字？　ペーパーテストならともかく口頭で？　無茶ですよ」

「じゃあ、文字数は問いません。その代わり、三十秒以内で答えなさい」

「タイムアタック？」

「いち、にぃ、さん」腕うで時ど計けいを見るクレア班長。

「え、えっと、確か」キールは慌あわてて記き憶おくの糸を紐ひも解とく。「誰だれもが授かる職の資質で、毎年二度ある神しん託たくの儀ぎを通じ、個人差はあれど、十五才までに適性に沿う職しよく才さいを引き出される。その資質に応じて様々なスキルを身に付けていく……といった感じでしょうか」

「及きゆう第だい点てんね」クレア班長は意地悪に微笑ほほえんだ。「ちなみに職しよく才さいのルーツについては、いろんな説があるんだけど、神様の気まぐれ説って聞いたことある？」

　キールが首を横に振ふると、クレア班長は愉ゆ快かいそうに話して聞かせた。

　遠い昔、世界は、一人の全能な神様によって創られた。海を創造し、陸を創造し、いくつかの生命を創造したが、やがて面めん倒どうになってしまった。飽あきちゃったのだ。そこで神様は自分の力を人間に分け与あたえ、あとを任せることにした。丸投げである。そうして人間は、神様の力の断片を職しよく才さいとして授かるようになり、世界を発展させていったのだという。

「笑い話の類だけど、要は、人間は神様みたいに万能じゃない、一人一人のいろんな力が集まることで世界は築かれている、ということね。そして、職しよく才さいを授かることで人は生き方を選せん択たくすることになる。職しよく才さいに準じた道を行くのか、それとも我わが道を行くのか」

「せっかくの才能を無む駄だにする人なんて、いないのでは？」

「そうね……一いつ般ぱん的には、職しよく才さいを活いかせる『適性職』に就くのが理想とされているわ。戦士は戦場へ、魔ま法ほう使つかいなら研究職という道もある。だけど、業界によっては椅い子すの数が限られているから、誰だれもが適性職に就けるわけではないわ。逆に椅い子すが余ってしまう業界もあって、人手不足から転職者を募ぼ集しゆうするところも少なくないの」

　世間では当たり前の事情らしいが、キールにとっては初耳だった。

　これまで生まれ育った環かん境きようでは、適性職を目指すのが自然なことで、それ以外の道など考えたこともなかった。いや、許されなかったと言うべきか。

　与あたえられた職しよく才さいこそ、最良の道標みちしるべであり、その加護を反ほ故ごにするような選せん択たくは、愚おろかで恥はずべきことである──両親はそういう考えの人たちだった。

「私たちの仕事は、求人のある職業と転職を希望する人との橋はし渡わたしといったところね。相談者の希望を聞いて転職先を紹しよう介かいするの。でも、必ず希望通りにいくとは限らないわ。求人募ぼ集しゆうの出ていない職まで紹しよう介かいすることはできないから」

　クレア班長は、壁かべ際ぎわにある天てん井じようまでそびえる戸と棚だなへ移動し、少しガタつく戸を力任せに引いて開けた。中には革かわの表紙に綴とじられたファイルがぎっしりと並んでいる。

「これが、各業界の求人募ぼ集しゆう要よう項こう。この中から転職先を紹しよう介かいするの。希望の職があればいいけれど、そうでない場合は相談者と話し合って探すことになるわ。紹しよう介かい先が決まったら、ここに綴とじている書類にサインと印いん鑑かんを押おして渡わたすと、それが紹しよう介かい状になる。その先、面接や研修を通して実際に転職できるかどうかは、その人次し第だい。あとは応おう援えんするのみね」

「実際に転職が決まったとして、職しよく才さいを転じるには、どうするんですか？」

「職しよく才さいは、精せい霊れい石や法具といったものに宿すことができるの。知らない？　キールくんも職しよく才さいを授かったとき、見ていると思うんだけど」

「言われてみれば、なんとなく覚えてます」

「生まれ持った資質に見合う職しよく才さいを引き出すのが、神しん託たくの儀ぎ。精せい霊れい石から指定の職しよく才さいを継けい承しようするケースもあるわね。その精せい霊れい石や法具を用いて、今の職しよく才さいを取り除き、新たな職しよく才さいを授けるのが、転職の儀ぎ」

　キールは自分が神しん託たくの儀ぎを受けたときの記き憶おくを呼び覚ました。

　あれは確か、十歳さいになったばかりの頃ころ……。

　場所は王宮の管理局。何時間も順番待ちをした記き憶おくがある。薄うす暗ぐらい広間に通されて、複雑な魔ま法ほう陣じんの中に立たされ、祝福の光が自分に注がれるのを待った。一定時間が経過しても変化が見られないときは、まだその時期ではないと判断され、次の儀ぎ式しきを待つことになる。キールの場合、精せい霊れい石を用いた継けい承しようの形であったため、すんなり執とり行おこなわれた。

　半透とう明めいな水すい晶しよう体の中で、仄ほのかに輝かがやいていた神秘の光。

　見えているけど、直じかに触ふれることはできない。その形なき光が、魔ま法ほう陣じんを伝って自分に注がれたとき、不思議な実感が芽生えた。

「職しよく才さいは光よ。人を輝かがやかせる光。道筋を照らす光。その光を探すお手伝いをするのが、私たちハローワーク・ギルドなの」

「……光を失った人は、どうすればいいんでしょう？」

「いつか、新しい光が見つかるわ。その人にとっての特別な光が、きっと」

「……だと、いいですけど」

　少し話が逸それてしまった。閑かん話わ休きゆう題だい。キールは軽く首を振ふって気持ちを切り替かえ、クレア班長から書類の書き方を教わる。

　壁かべの古時計がボーンと渋しぶい低音を奏かなでた。開館の時間を迎むかえたようだ。

「それじゃあ、そこの三番窓口をよろしく。頑がん張ばりたまえよ、新人くん」

「えっ、もう？　いきなりですか？」

「わからないことがあったら、その都度聞いてくれればいいから。じゃねー」

　クレア班長は自分のデスクに戻もどり、眼鏡をかけて書類の山を相手にしだした。

　意外と適当なんだよな、先生……じゃなくて、班長。本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、いきなり新人に一人でやらせて。キールは不安を抱かかえながら窓口カウンターに向かう。

　今日からハローワーク・ギルドの事務員。職しよく才さいを問わない、一いつ般ぱん職にあたるお仕事。いわゆる雑ざつ役えき。そのことに不満はない。ただ、他人の転職を応おう援えんするだけの気持ちの余よ裕ゆうが、今のお前にあるのかと問われたら、答えはノーだ。

「職しよく才さいに背そむいた僕ぼくが、職に携たずさわる仕事をすることになるとはね……」

　どうあれ、あの退たい屈くつ死ししそうな毎日から抜ぬけ出せただけ、ありがたいことである。クレア班長の厚意に報いるためにも、仕事はきちんとこなさねば。

　小さな背もたれのついた椅い子すに腰こしかけると、ちょうど正面扉とびらが開かれた。

　開館を待っていたのか、腕うでを組んで仁に王おう立だちしている人物の姿があった。

　鎧よろいを身にまとった少女である。ずんずんと大きな歩みで一直線に窓口にやってくる。まるで戦いくさにでも挑いどむような迫はく力りよくと威い圧あつ感。僕ぼくの首でも取りに来たのか。

　キールは思わず身構える。

　少女は、カウンターに両手をダンッとつくと、深々と頭を下げた。

「頼たのむ！　職を紹しよう介かいしてくれ！」




　依い頼らい人にん第一号。鎧よろい姿の凜り々りしい赤あか髪がみの少女は、姿勢よく椅い子すに腰こしかけて名乗った。

「リアナ・ルージュだ。十七才。職しよく才さいは、騎き士し。バスターズ・ギルドで働いている」

　キールと同い年。意い気き込ごみ十分。力強い瞳ひとみをしている。

　彼女かのじよが所属するバスターズ・ギルドとは、戦士系ギルドの大手だ。主な仕事は、街の警備や街道の護衛、モンスター討とう伐ばつなど。身に着けている鎧よろいには、ギルドの象しよう徴ちようである獅し子しの紋もん章しようが刻まれている。見た目通り、騎き士しとして勤めているわけだ。

　つまり、職しよく才さいに準じた適性職。

　なのに、転職を希望している。

　なぜ？　当然の疑問が浮うかぶ。

「担当のキールです。よろしくお願いします。えーと……ご要望ですが、転職……で、間ま違ちがいありませんか？」

「ああ、そうだ。よろしく頼たのむ」

「でも、本当によろしいのですか？　バスターズ・ギルドと言えば、誰だれもが知っている大手優良ギルドで、騎き士しの職しよく才さいを活いかすには、これ以上ない適性職だと思うのですが」

「だが、転職だ」

　リアナ・ルージュはズバッと断言した。

　天職を手放して転職……いや、冗じよう談だんじゃなくて。冗じよう談だんみたいな話だけど本気らしい。もったいない。せっかくの才能と環かん境きようをドブに捨てるようなものだろうに。

　けれど、彼女かのじよの強い言葉と目力を前にして、キールは返す言葉がなかった。

　本人が望んでいる以上、事務員としてはそれに応えなくてはならないか？

「えー、それでは、どのような転職先をご希望でしょうか？」

「なんでもいいぞ」

　またもやズバッと答えるリアナ。

　キールは一いつ瞬しゆん固まり、まばたきをして聞き返す。

「な、なんでも？」

「ああ、なんでもいいから、私に職を紹しよう介かいしてくれ。ギルドには有休を出している。その間に転職先を見つけたいんだ。今すぐにでも働けるぞ。さあ、どんと来い！」

「えっと、そのぉ……」

　ちょっと待て。いったい何を考えているんだ、この子は。適性職からの転職というだけでも驚おどろきなのに、転職先はなんでもいいって？　理解不能。常識的に考えてありえない。もしかしてバカ？　いや、さすがに失礼か。バカじゃなくて……おバカ？

　クレア班長に相談すべきだろうか。

　だけど、最初から助けを求めてしまうのも情けない気が。

　まあ、本人がなんでもいいって言うなら、いいのかな？

　キールは奇き妙みように思いつつも形式に従うことにした。「少々お待ちください」と席を立って戸と棚だなのファイルから適当に数冊選んで戻もどる。

　期待に目を輝かがやかせるリアナの前で、慣れない手つきでファイルをめくる。

　その中で『急きゆう募ぼ』の文字が目についた。

「こちらはいかがですか？　えーと、クリニック・ギルドの求人で、主な仕事は怪け我がの手当てや病人の看護。転職可能な職は、治ち癒ゆ師や薬師、医術師などですね。研修期間は……」

「それでいこう！　よろしく頼たのむ！」

「あ、はい」詳くわしく説明する暇ひまもない。「では、紹しよう介かい状を書きますね」

　キールは書類に記入し、ハローワーク・ギルドの判を押おして手て渡わたす。

「ありがとう。では、行ってくる！」

　リアナは颯さつ爽そうと歩いていった。現れてから十分と経たっていなかった。

　一件落着？　スピード解決？

　なんだか釈しやく然ぜんとしないけど、あんな感じでよかったのかな。

　手応えのなさに戸と惑まどいつつ、キールはぽりぽりと頰ほおをかいた。




　午前中、リアナ・ルージュのあとに三人の相談者が訪れた。いずれも転職相談で、リアナのときと違ちがって希望の職種こそはっきりしていたが、募ぼ集しゆうがなかったり条件面で折り合いがつかなかったりして話はまとまらなかった。それで終わりとはならず、三人とも今の職に対する不満や愚ぐ痴ちをこぼし始めた。

　結局、相談時間の半分以上は相手がしゃべっていた。やれ人使いが荒あらいだの給きゆう与よが少なくて割に合わないだの、しまいには上司の足が臭くさいとか、まかないが不ま味ずいとか……。そんなこと言われても困りますよぉ、なんて正直に言えるはずもなく、キールは愛あい想そ笑わらいを浮うかべながら相あい槌づちを打つしかなかった。そうして午前の業務を終えた。

「……ふぅ」

　実質、仕事という仕事はしていないのに、やけに疲つかれた。

　昼休み。クレア班長に誘さそわれ、二階の食堂に向かう。そこは社員割引があるという。一いつ般ぱん客も利用可能で、すでに席の大半が埋うまっていた。大だい繁はん盛じようである。

「今日は入社祝いに奢おごったげる。ここの料理は絶品よ。ただの大衆食堂と侮あなどるなかれ、料理人の職を極めたマスターシェフが腕うでを振ふるっているの」

　メニューは家庭料理から専門料理まで豊富だった。注文はクレア班長に任せた。

　しばらくして続々と料理が運ばれてくる。肉と野菜がごろごろ入ったポトフ。厚切りベーコンにとろけるチーズがたっぷりのピッツァ。鮮せん度ど抜ばつ群ぐんの魚ぎよ介かい盛り合わせカルパッチョ。デザートに一番搾しぼりのミルクプリン。

　うまい。うますぎる。どれも頰ほっぺたが落ちそうなほど美お味いしい。ついこの間まで味気ない配給食ばかり食べていたから感かん慨がいも一ひと入しおだった。

　食後はコーヒーで一服。仄ほのかな苦みが体に染しみる。

　ホットコーヒーでホッと一息……ジョークとしては少々無理があるか。

　クレア班長は、優ゆう雅がに紅茶を嗜たしなんでいる。ティーカップを持つ姿が実に絵になる。

「どう？　ここでの仕事は。やっていけそう？」

「はぁ、どうでしょう」午前中を思い返すと、とてもじゃないけど自信が持てない。「何人か対応したんですけど、愚ぐ痴ちを聞かされるばかりでして……」

「ふふふ、それも仕事のうちよ。転職相談に来る人は、今の職に不満を抱かかえていることがほとんど。でも、どんな職にだって多かれ少なかれ、そういうことは付き物でしょ？　一時の感情で転職に走っても、その人のためになるとは限らないわ。だから、いろいろ吐はき出してもらうことも大事なの。そうすることで本人もすっきりできて、本当に転職したいのかどうか、自分の気持ちを冷静に見つめ直せるというわけ」

「はぁ、そういうものですか」

　わかったような、わからないような。

　わからないと言えば、あの騎き士しの子。

「あの、班長。ちょっと、お聞きしたいんですけど」

「うん？　何かしら？」

「今現在、適性職についているのに転職がしたい、しかも転職先に希望はない、なんでもいいから転職したい、みたいなハチャメチャな人の場合、何を考えているんでしょうか？　朝一で来た依い頼らい人にんが、そうだったんですけど」

「ああ、あの元気いっぱいな女の子？　そうねぇ……転職先を選ばないぐらい、今の仕事が嫌いやで嫌いやでたまらなくなったとか？　職場にいられなくなるようなトラブルがあったとか？」

「そういうのって、ちゃんと聞いたほうがいいんですかね？」

「できれば、そうね。職紹しよう介かいは、まず相手を知るところから始まるの。プライベートな事情とか難しいところもあるけど、依い頼らい人にんの声に耳を傾かたむけて、相手の思いを引き出してあげることも重要よ。ただ言われた通りに職を紹しよう介かいするだけなら、相談員がいる意味がないでしょ？」

　──グサッ。

「相手の意見を尊重することと、言いなりになることは、まったくの別よ。聞くべきところはちゃんと聞く。依い頼らい人にんの気持ちを確かめた上で、納得してもらえる職を紹しよう介かいする。なあなあで済ませちゃダメだからね？」

　──グサグサッ。

　後こう悔かいの槍やりがキールの心に突つき刺ささる。完全にやっちまったぞ、僕ぼく。

　青ざめながらコーヒーを飲んで誤ご魔ま化かした。ちょっと手が震ふるえる。

「職は一生ものだもの。後こう悔かいしない選せん択たくをしてもらうためにも、時には、思い切って踏ふみ込こむことも必要よ。まあ、ケース・バイ・ケースだけどね。その辺は臨機応変に」

「後こう悔かいしない選せん択たく……」

　キールは手て袋ぶくろをしている右手を見た。そうだ、あとになって後こう悔かいしても遅おそい。一度した選せん択たくは取り消せないのだから。道を誤れば、延々と後こう悔かいし続けることになる。

　あの子に職を紹しよう介かいしたのは早計だった。自分の仕事を無難にこなすことしか考えず、相手のことをちゃんと考えていなかった。

　キールは今さら申し訳ない気持ちになった。




　昼休みが終しゆう了りようし、古時計の鐘かねの音と共に午後の業務が始まった。

　幾いく人にんか転職希望の相談者が訪れたが、相談時間の半分以上は愚ぐ痴ちに費やされた。溜ため込こんでいたものを吐はき出すだけ吐はき出して帰っていく相談者は、多少は気分が晴れてすっきりした様子だったが、その分、キールの疲ひ労ろうは積み重なっていく。クレア班長に言わせれば、これも仕事のうち。徒労に終わっているわけではない、少しは役に立っている、と信じたい。

　そうして特にトラブルもなく終業時間が迫せまった頃ころ。

　一人のナースがやってきた。

　素す敵てきな笑え顔がおで、いや、不ふ愉ゆ快かいそうな仏ぶつ頂ちよう面づらで。

「ちょっといい？　クリニック・ギルドの者だけど、リアナ・ルージュという子をうちに紹しよう介かいしたのは、あなた？」

「あ、はい。そうですが……何か？」

「何か、じゃないわよ！」白衣の天使は、憤ふん怒ぬの目つきでキールを睨にらんだ。「全っ然、使いものにならないわ、あの子。それも業務に支障をきたすレベルでね。薬は間ま違ちがえるわ、器材は壊こわすわ、行く先々でトラブルになるから、こっちは冷や冷やものよ。あれじゃあ、いないほうがマシ。危なっかしくてとても患かん者じやを任せられないわ。そういうわけだから、これ」

　まくしたてたナースは、キールの眼前に用紙をつきつけた。

「改めて求人出しとくから、次はちゃんと使える子を紹しよう介かいして。いい？」

「は、はい。どうも、すみませんでした」

　キールは気け圧おされ、謝あやまるしかない。深々と頭を下げてナースを見送る。

　ちょうど古時計の鐘かねが鳴り、閉館時間となった。これにてようやく初日終しゆう了りよう。

　最後のクレームが響ひびいて、どっと疲つかれが押おし寄よせてきた。背もたれに寄り掛かかり、大きく息を吸ってため息を漏もらしたキールは、受け取った用紙を眺ながめる。

　新しい求人要望。ということは、リアナ・ルージュはクビか。




　　　　　　　　　　２




　翌日、開館時間を迎むかえて正面扉とびらが開くと、昨日と同じく鎧よろい姿のリアナが立っていた。さすがに昨日ほどの覇は気きは感じられず、落ち込こんでいるのか、足取りも重い。

「おはようございます、リアナさん」

「お、おはよう。えっと……キール」リアナはバツが悪そうに椅い子すに座った。「その、昨日の今日で申し訳ないのだが、また職を紹しよう介かいしてもらえないだろうか。前のところは、ちょっと失敗してしまって。もう来なくていいと言われてしまった……すまん」

「そんな、謝あやまることないですよ」

　むしろ謝あやまらなきゃいけないのはこっちだ。今度は昨日みたいに薄うすっぺらな仕事をするわけにはいかない。クレア班長に注意された通り、まずは話を聞いてみよう。

「職の紹しよう介かいに移る前に、いくつかお伺うかがいしてもよろしいでしょうか？」

「なんだ？」

「せっかくの適性職を手放してまで転職を望まれているわけですが、今の仕事に、どのような問題を抱かかえておられるのでしょう？」

「いや、別に」リアナはあっけらかんと答えた。「特に何も」

「え、何も？」

「ああ、問題という問題はない。いい職場だぞ。先せん輩ぱい方は優やさしいし、後こう輩はいは可愛かわいいし、仕事はやりがいがあるしな」

　……あれぇ？　思っていたのと全然違ちがう反応だ。職場に問題や不満があって転職したいわけじゃないのか？

「じゃあ、なぜ転職を？　差し支つかえなければ、理由をお聞かせ願えませんか？」

「そ、それは、だな……一身上の都合というか、なんというか」なぜか、リアナは打って変わって歯切れが悪くなった。「何が悪いというわけではないのだ。しいて言えば、私が悪い。とにかく別の職に就かねばならないのだ。今の私には、転職が必要なのだ」

　どうやら口にはしにくい事情があるらしい。あまり触ふれてほしくなさそうな感じだし、これ以上は厳しいか。

　ケース・バイ・ケース。一歩引いて目先を変えよう。

「わかりました。では、転職先についてですが、具体的に何がしたいとか、こんなことをやってみたいといった要望はございませんか？」

「贅ぜい沢たくは言わない。どんな職にでも挑ちよう戦せんする所存だ。遠えん慮りよせずにかかってこい！」

「そ、そうですか。とても立派な心こころ掛がけだと思います。ただ……もう少し範はん囲いを絞しぼってみてはどうでしょう。例えば、騎き士しの経験を活いかせる職にするとか。遠出や探たん索さくの必要がある仕事ではモンスターの脅きよう威いがつきものですから、重宝されると思いますよ」

「むっ、それは待ってくれ」リアナは少し動どう揺ようを見せた。「すまない。先ほどの発言を訂てい正せいさせてほしい。なんでもやるとは言ったが、今の仕事とは、なるべく関係ない職がいい」

「と、言いますと……戦せん闘とうが要求されるようなものは、ＮＧで？」

「うむ、そうだな」

「では、そうした職は除外するとして、どのような分野がいいでしょう？　今後身に付けたいスキルなどあれば、それに適した職を探すこともできますけど、何かありますか？　転職してどうなりたいとか、こういう将来像を思い描えがいているとか」

「しょ、将来像？」

　なぜか、リアナの頰ほおが朱しゆに染まる。もじもじ。もじもじ。凜り々りしかった表情が解け、恥はじらう乙女おとめが顔を出す。
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　か、可愛かわいいな……じゃなくて、なんなんだ、その反応は。今の質問のどこに恥はじらう要素があったのか。本当に謎なぞだな、この子。

「そ、その、うまく言えないのだが……もっと普ふ通つうの仕事をしてみたいのだ。普ふ段だんの暮らしに近い感じで、日々の生活で役立てるような……庶しよ民みん的というか、家庭的というか……」

　リアナはうつむき、胸の前で指先をつんつん合わせる。

　何が恥はずかしいのか、キールにはさっぱりだったが、ものすごくプライベートで乙女おとめな事情なのだろうということは察した。余計に踏ふみ込こみづらくなったぞ、これ。

　でもまあ、ここまでの応答で少しは転職の方向性が見えてきた。

「少々お待ちください」

　席を離はなれ、戸と棚だなへ向かう。

　リアナの言葉をヒントに、いくつかのファイルを選んで窓口に戻もどる。

　ファイルをめくり始めてすぐに条件に合いそうな求人が見つかった。

「こちらはいかがですか？　サーバント・ギルドの求人になります。メイドや執しつ事じ、秘書として派は遣けんされるお仕事です。転職すれば、家事スキルや庶しよ務むスキルが身に付きますね」

「おお、それはいい！　それにしよう！」

「あ、でも、探せば他にもいろいろ……」

「善は急げ、まずは先制攻こう撃げきだ！　そして勢いそのままに畳たたみかける！」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、頑がん張ばるポーズを取るリアナ。戦せん闘とう系職に染まりきった脳筋思考に首を傾かしげたくなるキールだが、やる気に水を差すのも躊躇ためらわれたので、ここは聞き流す。

　羽ペンで紹しよう介かい状を記入しながら、ふと素そ朴ぼくな疑問を抱だいた。

「そう言えば、リアナさん……なぜ、その格好を？」

「うん？　どこか変か？」

「いえ、そういうことではなくて。バスターズ・ギルドは休きゆう暇か中なんですよね？　それなのにどうして昨日も今日も鎧よろいを身に着けているのかなって、ちょっと不思議に思って」

「ふむ……確かに。いつもこの格好が当たり前だったから、考えもしなかったな」

　言われて初めて気がついた様子。

　単に無む頓とん着ちやくなのか、職業病に近いものなのか。やっぱり、ちょっと残念な子。転職とは別の意味で、いろいろもったいないところが多い気が。

「面接に行く前に着き替かえたほうがいいだろうか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶだと思います。騎き士し職なら印象も良いいでしょう」

　紹しよう介かい状に記入を済ませ、判を押おして渡わたす。

「ありがとう。では、行ってくる！」

　リアナはすっかり元気を取り戻もどし、意い気き揚よう々ようと駆かけていった。

　背中を見送ったキールは、多少手応えを感じながら一息つく。うん、今日はちゃんと仕事ができたな。相手の話を聞いて要望を引き出し、条件に合った職を紹しよう介かいできた。我ながら完かん璧ぺきだったんじゃないか？　コーヒー入れてこよう。

　気を良くして給湯室へ。魔ま法ほう式仕じ掛かけの水みず汲くみ機でやかんに水を注いでいると、クレア班長が紅茶を入れに来た。「僕ぼくがやりましょう」と新人らしく申し出て、同じく魔ま法ほう式仕じ掛かけの焜こん炉ろで湯を沸わかす。スイッチをひねるだけでプレートに魔ま法ほう陣じんが浮うかび、火の輪が点ともる。

　この手の魔ま法ほう式仕じ掛かけの設備は、ここ四半世紀の間に急速に進化を遂とげていて、他にも温水シャワーや冷れい却きやく保存庫など、一いつ般ぱん生活にも根づいてきている。

　その元祖発明家は、今は亡なき一いつ介かいの家具職人だ。まだ転職システムが構築される以前、職しよく才さいに準じることが今以上に重んじられていた時代、魔ま法ほう使つかいの職しよく才さいを授かりながら物づくりの世界に憧あこがれた彼かれは、周りに奇き異いの目で見られながらも職人の道を歩み、魔ま法ほう式仕じ掛かけの礎いしずえを築き上げた。神しん託たくで授かった魔ま法ほう使つかいの職しよく才さいと自らの努力で得た物づくりの技術の融ゆう合ごう──それまでの職の在り方、既き成せい概がい念ねんを打ち破った先人として、教科書にも載のっている。

　リアナもそうなのだろうか。職しよく才さいとその適性職に背を向けてでも、何かを追い求めて我わが道を行く。その姿勢は似ている。将来は大物になったりして。

　隣となりにクレア班長が並び、眼鏡を拭ふきながら問う。

「さっきの子、なんでもいいから転職したいっていう子よね？　理由はわかった？」

「いえ、はっきりとは。なんだか言いづらそうにしていたので、無理には聞けなくて。でも今回は、本人の要望をしっかり聞いて、納得いくものを紹しよう介かいできたと思います」

「それならいいけど……あの子、バスターズ・ギルドでは、若手一番の有望株だそうよ。昔の同どう僚りようがあっちにいるから聞いてみたんだけど、騎き士しとしての才能は抜ぬきん出ていて、将来は白はく鳳ほう騎き士し団への推すい薦せんも考えているほどの逸いつ材ざいなんですって」

　白はく鳳ほう騎き士し団──《聖騎き士し》をトップに選えりすぐりの精せい鋭えいたる《白騎き士し》が集つどう王国直属機関にしてエリート集団だ。戦せん闘とう系の職しよく才さいを持つ者なら誰だれもが憧あこがれる業界最さい高こう峰ほうである。

　だが、転職、か。

　戦せん闘とう系職は避さけたい、とリアナは言っていた。悪いのは自分だ、とも。戦うこと自体が嫌いやになったのだろうか。もっと普ふ通つうの仕事がしたいって言っていたし。

　キールは紅茶の葉を用意し、湯を注ぐ。

　お茶の葉から鮮あざやかな紅色が広がり、湯気と共に華はなやかな香かおりが舞まった。

「まあ、動機は人それぞれですからね」とクレア班長。「それに、職しよく才さいと性格は別物。適性職だからと言って、性しように合うとは限らないわ。せっかく適性職に就いても、環かん境きように馴な染じめずに辞めてしまう人も中にはいるから。それで別の可能性を模も索さくしてみたり、違ちがう夢を追いかけたくなったり、職探しをしながら自分探し……はぁ、若いっていいわねぇ」

「……班長？」

「あらやだ、私としたことが」軽く咳せき払ばらい。「とにかく、事情は人それぞれ。一人一人きちんと向き合って、寄り添そって、背中をそっと押おしてあげる。それが私たち、ハローワーク・ギルドなのです、うん。紅茶、頂いてくわね」

　クレア班長はティーカップを手にそそくさと給湯室をあとにする。なんだか年寄りくさいことを漏もらしていたけど、あの人、まだ二は十た歳ち過ぎだよな。忙いそがしくて疲つかれてるのかな。

　ちらっと覗のぞくと、班長のデスクには今日も書類の山。管理職も大変そうだ。

　今度、甘あまいお茶ちや菓が子しでも差し入れしようか。




　新たなクレームが届いたのは、午後の業務開始直後のことだった。

　キールが窓口に着くや否いなや、メイド服の少女がてくてくとやってきた。ぷっくりと頰ほっぺたを膨ふくらませ、おかんむりの様子。頭に角まで生やしている、と思ったらケモノ耳だ。スカートの下からは細長い尻尾しつぽがひょろりと伸のびている。

　亜あ人種のネコ族。サーバント・ギルドのメイドさんだった。

「まったく困っちゃうニャ。リアナちゃん、可愛かわいいし、やる気はあるんだけど、やり過ぎというか頑がん張ばり過ぎというか。雑ぞう巾きんがけしたら勢い余って壁かべに穴を開けちゃうし、お皿洗いしたら一枚残らず割っちゃうし、洗せん濯たく物もの干そうとしたら転んでひっくり返しちゃうし、しまいには不ふ審しん者と間ま違ちがえて御ご主しゆ人じん様さまをボコボコにしちゃったニャ。もう参っちゃったニャ」

　聞けば聞くほど散々だ。弁護のしようもない。

「そういうわけで、うちへの転職はお断りさせてもらったニャ。新しい求人のほう、よろしくニャ。次は、もう少し器用な子を紹しよう介かいしてほしいニャ？」

「承知しました。ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありませんでした」

　ネコ族メイドは頰ほおを膨ふくらませたまま帰っていった。

　キールは頭を下げたまま嘆たん息そくする。ダメだったか。今回はいけると思ったのに。なんだか自分のことのようにがっくりきてしまう。

　新たな求人用紙を戸と棚だなのファイルに綴とじて席に戻もどると、次の相談者が待っていた。

　またメイドさんだ。さっきの子が文句を言い足りずに戻もどってきたのかと思ったが、見たところケモノ耳も尻尾しつぽもない。そして、よくよく見たところ、見覚えのある顔。

「……面めん目ぼくない。またクビになってしまった」

　リアナだった。申し訳なさそうにしゅんとしている。

　メイド姿なのは、サーバント・ギルドをクビになったその足でここに来たからだろう。騎き士しの姿とのギャップのせいか、落ち込こんでしおらしくなっているせいか、頭を撫なでてあげたくなるような可か憐れんさがある。しばらく眺ながめていたい。

「今日の今日で申し訳ないが、新しい職を紹しよう介かいしてくれないか。頼たのむ、この通りだ！」

　リアナは拝むように両手を合わせた。その指には絆ばん創そう膏こうがいくつも貼はってある。彼女かのじよなりに努力はしているのだろう。

　キールは「わかりました」と神しん妙みように頷うなずいた。

　無論、こちらも仕事だから投げ出したりはしないけど、それ以上に、このまま引き下がるのは自分としてもなんだか悔くやしかった。

　本日二度目の職紹しよう介かい。これまでの方向性に加え、能力に見合った職を探す。

「こちらはいかかですか？　レストランテ・ギルドの求人で、料理人に転職できます。料理と言ってもいろいろありますから、自分に合うものを探せばいいですし、騎き士しとして剣けんを扱あつかってきたリアナさんなら、刃は物ものを扱あつかう仕事に向いているんじゃないでしょうか」

「おお、それは考えもしなかった。剣けんには多少自信がある。十文字斬ぎり、流し斬ぎり、乱れ斬ぎりに五月雨さみだれ斬ぎり、なんでもこいだ。どんな強敵も斬きり伏ふせてみせよう」

「無む駄だに豪ごう華かなスキルですね。切るのは、肉とか魚、野菜でしょうけど」

「油断は大敵。相手が何であろうと全力を尽つくすまで」

「……オーバーキルしないよう、気をつけてください」

「ああ、任せてくれ。今から楽しみだ」

　リアナは早くも立ち直り、明るく笑って拳こぶしを握にぎる頑がん張ばるポーズ。

　本当にわかってるのかな。加減を知らなそうだから、ちょっと心配。まあ、技能面は問題ないだろうし、今度こそ大だい丈じよう夫ぶだろうと思い、キールは紹しよう介かい状を書いて渡わたす。

「ありがとう、キール。この戦いくさ、必ず勝ってみせる」

「戦いくさじゃないですって」苦笑いで返す。「ご武運を」

　いざ出しゆつ陣じん。リアナは気合十分にギルドを出ていく。

　彼女かのじよの笑え顔がおとお礼の言葉に、キールはくすぐったいような気持ちになった。なんとなくではあるけれど、この仕事のやりがいを感じられた初めての瞬しゆん間かんだった。

　あとは転職の成功を祈いのって待つのみ。

　うまくいくといいな、と素す直なおに思う。

　だがしかし、である。

　その日のうちに、レストランテ・ギルドのコックが顔を真っ赤にしてハローワーク・ギルドに乗り込こんできた。用件は以前のナースやメイドと同じ、リアナに対するクレームで、内容も前回前々回と同様、聞くに堪たえないものだった。

　食材を切ろうとして台所ごと一刀両断。火加減を間ま違ちがえてあわや大火事。鍋なべをひっくり返して秘伝のソースが台無し。調理場は阿あ鼻び叫きよう喚かん。

　歩く営業妨ぼう害がい、爆ばく弾だん娘むすめとまで言われる始末。

　そうして、リアナ・ルージュは、本日二度目のクビを宣告されたという。




　閉館後、キールはクレア班長に呼ばれた。

「帰りついでに、広場の掲けい示じ板ばんにこれを貼はってってもらえる？」

　そう言って渡わたされたのは、数枚のチラシ。ハローワーク・ギルドの求人広告だった。

「アルバイトの募ぼ集しゆう、ですか？」

「今はうちも人手不足なの。でも、今期は予算をケチられちゃったから、これ以上正規で雇やとうわけにもいかなくてね」

　アルバイトは、職しよく才さいを問わない雑ざつ役えきの中でも、非正規扱あつかいの一時職に位置付けられる。

　一いつ般ぱんに適性職とされるものが正規雇こ用ようであるのに対し、雑ざつ役えきの類は、非正規のアルバイトを雇やとうのが珍めずらしくない。他のギルドでも、受付嬢じようや裏方の事務作業にはアルバイトを採用しているところがほとんどだ。フルタイムではなく、時間の融ゆう通ずうが利きくので、他の仕事をしながら副業として働いている人もいる。

「ところで、また紹しよう介かい先からクレームが来たみたいね？」

「あ、はい……例の、リアナさんが、やらかしてしまったようで」

「うーん、クリニック、サーバント、レストランテ……これだけあちこちからクレームが続いちゃうと、少し考えないといけないかしら」

「考える、とは？」

「転職をあきらめてもらう、ということよ」

「え？」

「依い頼らい人にんにとって何が最善かを考えたとき、転職を思い留とどまったほうがいいという判断に至ることもあるわ。彼女かのじよの場合、バスターズ・ギルドで適性職に就いていて将来も有望、これ以上ない恵めぐまれた環かん境きようにある。一方で、紹しよう介かい先では失敗続き。本人の資質、能力、適性、総合的に判断して、この辺で線を引いてあげるべきじゃないかしら。私なら、そうするけど」

「でも、本人が納得するかどうか」

「そこは納得してもらえるように説得するのよ。なんなら、私から代わりに伝える？」

「……いえ、仕事ですし……僕ぼくが、担当なので」

　キールはよろめくように一歩下がり、「お疲つかれ様でした」と首を垂れた。ふらふらとドアに向かう。足が重い。なんでか息苦しい。

　唐とう突とつな終しゆう了りよう宣告。こんな形で終わるとは思わなかった。明日になったら、またリアナが顔を出して、次の職を紹しよう介かいしてくれ、と言ってくる。そんな光景を思い描えがいていた。

　力不足を感じる。もっとサポートできたのでは。もっと他にいい紹しよう介かい先があったのでは。

　本人はあんなに頑がん張ばっていたのに。失敗しても、めげずに前を向いていたのに。

「……っ」

　キールはドアノブに手をかけて止まった。

　本当にこれでいいのか？　このまま黙だまって帰っていいのか？

「あの、班長」

　キールは振ふり返る。クレア班長は静かに言葉を待っていた。

「その……リアナさんのこと、もう少しだけ、様子を見させていただけないでしょうか。本人の意思が変わらなければ、チャンスをあげたいんです。お願いします」

　頭を下げて頼たのみ込こむ。クレア班長から温度のない声が届く。

「それは担当者としての責任？　それとも、個人的な願望？」

「……両方です」

　下手に噓うそはつけなかった。

　沈ちん黙もくが降る。キールは頭を下げたまま返事を待つ。

　クレア班長はキールの頭頂部を見つめ、彼かれの中で起こっているのだろう小さな変化を喜ぶように微かすかに笑えみを湛たたえた。

「わかりました。担当の判断に任せます」

「あ、ありがとうございます！」

「ただし……正規雇こ用ようの紹しよう介かいは、許可できないわ。厳しいようだけど、これ以上のクレームはうちの信用問題にも関わるから。だから、紹しよう介かいするならアルバイトで」

「アルバイト、ですか？」

「そう。まずはアルバイトで適性を探さぐるところから始めましょう。それが嫌いやなら本人も転職をあきらめるでしょうし、それでも転職を望むのであれば、精せい一いつ杯ぱいサポートしてあげて。アルバイトの求人ファイルは、戸と棚だなの一番下の段よ」

「はい、わかりました」

「それじゃあ……帰ってよろしい」

「はい、お先に失礼します。お疲つかれ様でした」

「お疲つかれ様。チラシのほう、よろしくね」

　クレア班長はひらひらと手を振ふって書類との格かく闘とうに戻もどる。

　キールはもう一度、深々と礼をして職場をあとにした。

　ハローワーク・ギルドを出て、住んでいる寮りようへ帰る道中、街の大広場に立ち寄り、四方の掲けい示じ板ばんにチラシを貼はる。他のギルドのチラシやポスターもあってスペースが足りず、全ては貼はれずに一枚余った。どこか空いている場所を見つけたら貼はろうと思い、とりあえず折おり畳たたんでポケットにしまっておき、帰路に着く。

　太陽が西の彼方かなたに沈しずみ、石いし畳だたみの通りを街路灯が照らし始めた。暗くなると自然と明かりがつく仕し掛かけになっている魔ま法ほうのランプ。温かみのあるオレンジの灯ひに街が彩いろどられる。

　仕事帰りの人々の中にパトロール中の騎き士しの姿を見かけ、リアナのことを思う。

　とりあえず転職の道は断たたれずにすんだけど、紹しよう介かい先がアルバイトに限られること、なんて説明しよう。落ち込こむ姿を想像すると心苦しい。でも、仕事だ。

　キールは星のちらつく群ぐん青じよう色の空に向け、小さく吐と息いきを漏もらした。
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　次の日、開館時間を迎むかえた正面扉とびらの先に、リアナ・ルージュの姿はなかった。一日に二度もクビになって、さすがに心が折れてしまったのだろうか。

　自分の気持ちが空回りに終わったようで、何とも言えない寂さびしさに襲おそわれる。しかし、彼女かのじよだけにかまっているわけにもいかない。他にも相談者は訪れるのだから。

　キールは業務に集中しようと努めた。だが、仕事の合間についつい姿を捜さがしてしまう。

　リアナが現れないまま、昼休み。

　気分を変えようと外へ食べに出ることにした。所持金わずかな財さい布ふを持っていく。まだ給きゆう与よが入っていないので、クレア班長の厚意で少し前借りをしていた。贅ぜい沢たくはできない。

　昼間の大広場には、たくさんの出店が並んでいた。そこら中から、いい匂においがする。何を食べようか考えながら、ぐるりと見て回った。

　お弁当屋の前を通りかかったとき、列の最さい後こう尾びに、リアナの姿を見つけた。

　今日も凜り々りしい鎧よろい姿だった。こちらに気づくと、明るく笑って手を上げる。

「やあ、こんにちは、キール。お昼休みか？」

　あれ？　思ったよりも元気そう。あきらめがついた、ということなのだろうか。

　キールは残念に思いつつ、「こんにちは」と挨あい拶さつを返してリアナの後ろに並ぶ。

「実はだな、キール」リアナは眉まゆ尻じりを下げ、申し訳なさそうに告げた。「昨日紹しよう介かいしてもらった転職先なんだが、またクビになってしまった。すまない」

「それはいいのですが、もう転職はあきらめたんですか？」

「いや、そんなことないけど、どうしてだ？」

「あ、いえ、今朝お見えにならなかったので、てっきり、もう……」

「今日は、ちょっと助すけっ人とを頼たのまれたのでな」

「助すけっ人と？」

「ああ。バスターズ・ギルドの仕事で、街の見回りをしている。担当の者が風か邪ぜを引いて欠員が出てしまって、私にお鉢はちが回ってきたのだ。今は休きゆう憩けい時間だ」

「そうでしたか」

　なんだ、僕ぼくの早はや合が点てんだったのか。キールはホッと胸を撫なで下ろした。

　お弁当を買って広場のベンチに二人で腰こし掛かけた。中央の噴ふん水すいに虹にじがかかっている。野の良ら猫ねこが日差しを避さけてベンチ裏の木こ陰かげでたむろしている。

　サクサクの唐から揚あげ弁当を食べながら、他愛もないおしゃべりをした。キールはもっぱら聞き役で、リアナが騎き士しの仕事話や今までの失敗談を語った。街に迷い込こんだ野生のイボイノシシをメンバー総出で追いかけて回ったときの話。新技の特訓中に道場を半はん壊かいさせてこっぴどく叱しかられた話。商人一団キヤラバンの護衛で山さん岳がく都市に出向いた帰り、仲間とはぐれて遭そう難なんした話。この前の討とう伐ばつ遠えん征せいで一番多くモンスターを退治した話。

　身み振ぶり手て振ぶりを交えて話すリアナは、実に楽しそうで、生き生きとしていた。

「騎き士しの仕事が、好きなんですね」

「うん？　考えたこともないが……そうだな。性しように合ってるんだろうな」

「それなのに、どうして転職を？」

　結局はそこに行きつく。ふりだしに戻もどるように。

　しかし、その質問になった途と端たん、リアナは「ううむ」と言葉に詰つまってしまうのだった。

「お話を聞いていると、今の仕事はとても充じゆう実じつしていらっしゃるようなので、純じゆん粋すいに不思議に思って……すいません。プライバシーの侵しん害がいですよね。忘れてください」

「いや、いいんだ。相談に乗ってもらっておいて、正直に話さなかった私も悪い。ちょっと人には言いづらいというか、なんというか……あまり褒ほめられた理由ではないものでな」

　リアナは口ごもる。まるで好きな人に告白するかのように妙みように緊きん張ちようしていた。

　野の良ら猫ねこがあくびをして二人の足元を通り抜ぬけていく。キールは辛しん抱ぼう強づよく待つ。

　やがて、意を決したようにリアナは言う。

「実は……ゆ、夢が、あってだな」

「夢？」

「ああ。それで、転職を……で、その夢というのが……」

　そのときだ。

　突とつ然ぜん、広場の向かいから悲鳴が上がった。

「泥どろ棒ぼうーっ！」

　誰だれかが叫さけぶ。リアナの声がかき消される。

　視線を向けると、二人の賊ぞくが、乱暴に人波をかき分けていた。通行人を突つき飛ばし、出店を押し倒たおし、暴れながら逃にげていく。強ごう盗とうか。後方からバスターズ・ギルドの兵士たちが追いかけているが、人混みに邪じや魔まされて進めずにいる。

　すっとリアナが立ち上がり、腰こしに備えている長ちよう剣けんに手を添そえた。

「ちょっと行ってくる。騎き士しの務めを果たさなくてはな」

　力強い眼光を飛ばし、踏ふみ出す。凜りんとした横顔。風格漂ただよう背中。

　広場の人波が二人組の賊ぞくを避さけて散る中、騎き士しリアナ・ルージュは、臆おくすることなく行く手に立ちはだかった。鈍にぶく輝かがやくブロードソードを抜ぬき、深く呼吸をしてかまえる。彼女かのじよの周囲にふわりと空気の輪が波打つ。

　気づいた賊ぞくが舌打ちをした。

「ちいッ、ここにもバスターズ・ギルドの騎き士しが！」

「相手は女一人だ！　やっちまえ！」

　二人の賊ぞくが短剣ダガーを抜ぬく。一人が先行し、低い姿勢からシュッと突つきを放った。リアナは素早く剣けんを振ふり上げて弾はじき返す。剣けん圧あつに押おされた賊ぞくはバンザイの格好になり、隙すきだらけ。リアナは半歩踏ふみ込こんで剣けんの腹で薙なぎ払はらう。賊ぞくはきれいな放物線を描えがいて吹ふき飛び、噴ふん水すいに落ちたときにはすでに意識がなかった。

　もう一人は頭上高く跳とんでいた。リアナは覇は気きを込こめて剣けんを振ふるう。

「駆かけろ剣けん閃せんッ、破ぁッ！」

　刀身から三日月状の衝しよう撃げき波はが飛び出した。

　騎き士しのスキル。斬ざん撃げきの波動によって離はなれた敵を攻こう撃げきする剣けん技ぎだ。

　宙にいる賊ぞくに逃にげ場ばはない。勝負あり。かに思われたが、賊ぞくが「しゃあッ！」と短剣ダガーを振ふるうと、同じ三日月状の衝しよう撃げき波はが放たれた。相手も騎き士しの職しよく才さい持ちか。

　衝しよう撃げき波はが激げき突とつし、突とつ風ぷうの輪が広場に吹ふき渡わたる。噴ふん水すいの水しぶきが霧きりのように舞まう。

　賊ぞくはリアナを跳とび越こえ、そのまま仲間を見捨てて逃とう走そうを図った。その行く先に、幼い女の子が座り込こんで泣きべそをかいている。騒さわぎの中で親とはぐれたようだ。賊ぞくはこれ幸いとあくどい笑えみを浮うかべた。女の子を人ひと質じちに取る気だ。

「くっ──」

　剣けん技ぎを放とうとするリアナだったが、賊ぞくと女の子が一直線に重なってしまい、巻き込こむ恐おそれがあった。とは言え、今から追いかけても間に合わない。

　見て見ぬふりもできないか──キールは静かに動いた。

　賊ぞくと女の子の間に割って入る。

「どけぇッ！」賊ぞくが短剣ダガーを振ふりかざした。「死にてえのかッ！」

　キールは動じない。手には、箸はしを持っている。先ほど買った唐から揚あげ弁当についてきた使い捨ての木の箸はしだ。

　賊ぞくが突つき出した刃はを、その箸はしで挟はさみ、いなす。まっすぐに突つっ込こんでくる相手は、力の矛ほこ先さきを少し変えてやるだけで勝手にバランスを崩くずす。勢い余ってつんのめった賊ぞくの首筋に、素早く手刀を落とし、仕事は完かん了りよう。賊ぞくは意識を寸断され、顔面から突つっ伏ぷす。

　沈ちん黙もく。呆あつ気けない幕切れ。

　周りには、賊ぞくが自分から転んだようにも見えただろう。それほど一いつ瞬しゆんのことだった。

　人混みの中から女の子の母親が現れ、我わが子を大事そうに抱だいてキールに礼を言い、何度も頭を下げた。キールは「いえいえ」と手を振ふる。僕ぼくは何もしていませんよ、と。

　ようやく追いついた兵士たちが二人の賊ぞくを拘こう束そくした。何事もなかったように出店は商いを再開し、人も流れ出して、広場は賑にぎわいを取り戻もどす。

　リアナが神しん妙みような面おも持もちで合流した。

「すまなかった。私が取り逃にがしてしまったばかりに、あの子やお前を危険な目に遭あわせてしまった。まだまだ未熟だな。それにしても……あの一いつ瞬しゆんで、何をしたんだ？」

「僕ぼくは何も」キールは肩かたをすくめる。「向こうが勝手に足を滑すべらせたんですよ」

「そうか？　私には、お前が軽くあしらったように見えたぞ。箸はしで、こう……とても素人しろうと技わざには見えなかった。何かのスキルか？　考えてみれば、私と同じぐらいの年なのに事務員なんぞやっているのも珍めずらしい。以前は、戦せん闘とう系の職に就いていたのか？　職しよく才さいは？」

「いや、えっと……そ、そんなことより、一いつ緒しよに行かなくていいんですか？」

　キールは賊ぞくを連行していくバスターズ・ギルドの面々を指差し、誤ご魔ま化かす。

　リアナはいろいろと気になるようだったが、仕事に戻もどるべく、踵きびすを返した。

「あ、そうだ、キール。さっきの話……私の、夢のこと、なんだが……」

「無理して答えなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。リアナさんの転職にかける思いは、十分伝わりましたから」

「そ、そうか？　それじゃあ……また明日、ハローワーク・ギルドで」

「はい、お待ちしております」

　キールは騎き士しの背中を見送った。リアナの立ち振ふる舞まいは実に様になっていて、転職するのはもったいないと正直思う。だけど、どんな道を歩むのか、選ぶのは本人だ。彼女かのじよには夢があって、そのために転職を望んでいる。ならば、その夢を応おう援えんするのが自分の務め。

　ちょうど昼休みも終わる頃ころだった。ハローワーク・ギルドへ引き返しながら、そう言えばと思い出す。アルバイトからのスタートになってしまう件、言いそびれてしまった。

　明日それを伝えなきゃならないことを思うと、一転して気が重くなった。




　　　　　　　　　　４




　翌日の朝一で、リアナはハローワーク・ギルドにやってきた。

　キールは告げなくてはならなかった。転職への道が困難になったことを。

「──というわけでして、正規雇こ用ようでの転職は難しく、まずはアルバイトで経験を積んでもらうという方向に……」

「そうか」リアナは当然ながらショックを受けていた。「まあ、無理もないか。あれだけ何度も迷めい惑わくをかけてしまっては」

「いや、その、なんていうか」キールはフォローの言葉を探す。「いろいろ適性を探さぐってからのほうが転職先も見つかりやすいというか、遠回りに見えて近道かもしれないですし、アルバイトから正規雇こ用ようになったケースもあるみたいですし」

「……かまわない」

「え？」

「アルバイトでもかまわない。なんでもやる。やらせてくれ！」

　リアナはカウンターの上に身を乗り出した。額がぶつかりそうなほど顔が急接近。落ち込こむどころか躍やつ起きになっている。近い近い。

「わ、わかりました。とりあえず座りましょう」

「あ、ああ。すまない」

　我に返ったリアナは慌あわてて身を引いた。顔を真っ赤にして俯うつむく姿を見ていると、こっちまで恥はずかしくなる。ホント、ドキッとした。

　キールは紐ひもネクタイを整えて気持ちを落ち着かせた。

「それでは、資料をお持ちします」

　アルバイト関係のファイルを取ってきて、リアナと共に目を通していく。今までの失敗を踏ふまえ、どんな仕事が合っているのか慎しん重ちように選別する。

　根は真面目でやる気は十分。だけど、剣けん以外はとことん不器用。細かい作業や手先の器用さを求められる職は避さけたほうがいいだろう。多少の失敗は覚かく悟ごの上で、持ち前の元気と明るさでカバーできる仕事がいい。

「あっ、これはどうですか？　酒場のウエートレスの仕事です。接客ですから、難しい作業もないでしょうし、初心者も大だい歓かん迎げいって書いてあります」

「おお、まさに私向けだな。ここまで来たら突とつ撃げきあるのみだ。捨て身で行くぞ」

「いえ、そこは安全第一でお願いします」ここまで勢い任せで失敗してるからな。「一歩ずつ着実に行きましょう。アルバイトなら、多少ハードルは下がりますから、いろいろ試ためしてみるのもいいかもしれません。まずはこれで」

　キールがサインした紹しよう介かい状を、リアナは両手で大事そうに受け取った。

「今度こそ、三度目の正直だな」

「……これ、四度目です」

「ん？　そうだったか？」

　きょとんと首を傾かしげるリアナ。素で不思議そう。

　昨日二回クビになっているでしょ。都合よく忘ぼう却きやくの彼方かなたですか？　というより、一日単位で考えているのか？　まあ、前向きなのはいいことだし、追つい及きゆうはするまい。

「では、行ってくる」

「いってらっしゃい。頑がん張ばって」

　二人は視線を交かわして頷うなずき合った。両者の間には、共に戦場を駆かけ抜ぬけた勇士のような絆きずなが芽生えていた……というのは大げさかもしれないが、しかし、誰だれかを応おう援えんしたいという気持ちが芽生えていることにキールは気づかされた。リアナの一いつ生しよう懸けん命めいさに触ふれているうちに、枯かれ井い戸どのように渇かわいていた心にも、潤うるおいが戻もどったらしい。

　おかえりを言う必要がなければいいけど、と彼女かのじよの背中を見送りながら思う。

　そうなったときのことを考えると、少し寂さびしくもあったけれど。




　リアナのことが気になりつつも仕事をこなし、開館時間を迎むかえた。クレア班長に挨あい拶さつをして早々にギルドを出たその足で、夕食がてら、リアナの様子を見に酒場へと向かう。

　街の中央広場から、寮りようとは反対の方向へ。

　ゆるやかな曲がり坂を南下した先、歓かん楽らく街がいの区画に入ってすぐのところに店はあった。派手なカラーランプに彩いろどられた横長の看板が飾かざってある。目がちかちかする。いかにも大人の店という感じだったが、想像していたのとなんか違ちがった。ゆったりと音楽を聴ききながらお酒をたしなむ大人の社交場を思い描えがいていたのだが、目の前の店は、妖あやしく誘さそうような色いろ香かをふりまいていて、別の意味でオトナな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　ここで間ま違ちがいないよな？　周りを見回してみるけど、他にそれらしい店はない。店名もファイルに載のっていたのと同じ。

　とりあえず入ってみよう。中は意外と渋しぶいバーかもしれない。

　と思ったけど、ドアの先には外観通りの世界が広がっていた。

　さらに、思いもよらないものを目にした。

「いらっしゃいませぇ」

　出で迎むかえたのは、リアナだった。

　彼女かのじよは、バニーガールの格好をしていた。

「リ、リアナさん？」

「キ、キール？」
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　びっくり固まる二人。なんとなく気まずい空気。

　キールは呆あつ気けに取られながらもリアナの姿に目を奪うばわれた。頭の上で揺ゆれるウサギの耳を模したカチューシャ。体の線にぴったりの黒いバニースーツに網あみタイツ。肩かたから胸むな元もとにかけて大だい胆たんに露ろ出しゆつし、控ひかえめな胸の谷間が覗のぞいている。

「よ、よく来たな。キールも、こういう店を利用するのか」

「え？　いやいや、違ちがいますっ」慌あわてて否定した。「誤解しないでください。僕ぼくはリアナさんの様子を見に立ち寄ったのであって、決して遊びに来たわけでは……ていうか、その格好はいったい……ここって、まさか……」

　改めて店内を確認する。ピンク系のダークライトに照らされた薄暗い空間。バニーガール姿のウエートレスたちが客の隣となりに座り、一いつ緒しよに飲んだり食べたりして談だん笑しようしている。中には本物のウサギ族の子もいた。

　確かに、接客業ではあるけれど、これは……。

「す、すみませんっ。こういうところだったとは知らなくて。ちゃんと確認しなかった僕ぼくのミスです。辞めさせてもらうよう、お店の人に話してきます」

「あ、待ってくれ」

　すぐにでも交こう渉しように向かおうとするキールだったが、リアナが引き留める。

「私は、別にかまわない。なんでもやると言っただろ。せっかくキールが紹しよう介かいしてくれた仕事なんだし、それに……一つぐらい、ちゃんとやり遂とげたいんだ」

「いえ、ですが……」

「まあ、ここで立ち話もなんだ。とりあえず、中に」

　リアナに手を引かれ、キールは店の奥おくへと足を踏ふみ入れる。リアナのお尻しりにはウサギの尾おを模した白くて丸いふわふわがついていて、歩くたびにお尻しりと一いつ緒しよに弾はずんで揺ゆれた。

　ソファー席に通され、一番安いおつまみセットを注文する。どれも値段が高くてそれぐらいしか頼たのめなかった。リアナは一度キッチンに入り、ほどなくしておつまみのプレートとシャンパンをトレーに載のせて出てきた。ヒールの高い靴くつに慣れていないのか、バランスを取るのに四苦八苦し、右に左によろめく。見ていて冷や冷やした。何度か落としそうになりながらも無事に到とう着ちやくし、隣となりに座ってグラスにシャンパンを注ぐ。

「ど、どうぞ」

「ど、どうも」

　ぎこちなく出されたそれをぎこちなく受け取る。ちびちびとグラスに口をつけながら、ちらちらとリアナのバニーガール姿を見てしまう。

　これは目に毒……いや、目に薬か。バスターズ・ギルドで体力仕事をしているにしては華きや奢しやで線も細い。見た目には、か弱い女の子にしか映らない。これは、職しよく才さいの恩おん恵けいが身体的な制限を超こえて働くからだろう。例えば、幼い子供でも格かく闘とう家の職しよく才さいによって怪かい力りきのスキルを習得すれば、大の大人を軽々と持ち上げることができるように。

「あの、キール……そんなにじろじろ見られると、さすがに恥はずかしいのだが」

「えっ、あっ、すみません！　そんなつもりでは！」

　なかった、とは言い切れません。ごめんなさい。

「わ、私なんて、見てもしょうがないだろ」

「そ、そんなことありませんよ。眼福です」

「え？」

「え？　あ、いや、違ちがいますっ。今のは、その……」

「違ちがうのか……そうだよな、私なんて場ば違ちがいだよな」

「い、いえいえ、全然いけてますよ。すごく可愛かわいいです。見み惚とれちゃいますよ」

「……ほ、他にも仕事があるから、これで失礼する。ゆっくりしていくといい」

　リアナはカーッと赤くなり、そそくさと席を離はなれた。

　キールはシャンパンを飲み干す。しまった、焦あせって変なこと口走ってしまった。引かれちゃったかな。でも、眼福なのは本当だ。確かに、他のバニーガールたちはみんな成熟した大人の体つきで、リアナが自じ虐ぎやく的になってしまうのもわかる。そういう観点で見れば見み劣おとりするのは否めない。が、しかし、リアナの無む駄だのない曲線美は十分目の保養に……。

　──待て。何をしに来たんだ、僕ぼくは。

　ふと我に返り、両の頰ほおをぴしゃりと挟はさむ。長居はするまい。知った顔がいるとリアナも仕事がしづらいだろうし。でも、注文した品を残して帰るのも失礼な気がしたので、店内を行き来するリアナを見守りつつ、おつまみを口に運んだ。

　トレーを持ってふらつきながら歩く姿が危なっかしい。転ばないことを祈いのった直後、リアナは他のバニーガールとぶつかってトレーを落とし、床ゆかにドリンクをこぼしてしまった。ぺこぺこと頭を下げ、慌あわててモップを持ってくる。

　ああ、やっちゃった。キールは自分が失敗したように顔をしかめた。ただ、ぶつかった相手は笑って許してくれているし、他の子たちも片づけを手伝ってくれている。この分なら大だい丈じよう夫ぶそうだ。続けていけそう。

　でも……本当にいいのかな、これで。なんか方向性を間ま違ちがっている気がしてならない。同じ接客業なら、もっと普ふ通つうのカフェとかでもいいのでは？　リアナはこのままでも愚ぐ直ちよくに頑がん張ばるだろうけど、あの格好で働かせるのは、なんだか忍しのびない。もとはと言えば、僕ぼくがお店のことをちゃんとリサーチしなかったのが悪いんだし。

　やっぱり、店長に事情を話して辞めさせてもらおう。リアナには後日改めて別のアルバイトを紹しよう介かいすればいい。

　キールは席を立った。

　そのとき、他のテーブルから短い悲鳴が上がった。

　ウサギ族の女の子が酔よっ払ぱらった客に絡からまれている。

「もぉ、やめてくださいってばぁ」

「いいじゃないかぁ、少しぐらい」

　酔よっ払ぱらいは女の子の肩かたに手を回して強ごう引いんに抱だき寄せる。最初こそ笑え顔がおでお断りしていたウサギ娘むすめだったが、次し第だいに本気で嫌いやがりだした。それでも酔よっ払ぱらいは止まらない。むしろ抵てい抗こうされて興奮を覚えた様子で、体をべたべたと触さわっていく。さすがに限度を超こえていた。

　止めたほうがいいかな、とキールは足を向ける。

　しかし、一足早く、リアナが行動に移っていた。

「やめろ。嫌いやだと言っているだろ」

　後ろから酔よっ払ぱらいの手をつかみ、軽く捻ひねりあげる。酔よっ払ぱらいは「いだだだっ」と大げさな声を上げて仰のけ反ぞり、ソファーから転げ落ちた。鼻息荒あらく立ち上がり、酔よいで赤くなった顔をさらに真っ赤にして怒ど鳴なり散ちらす。

「何をする！　わしは客だぞ！　客にこんなことしていいのか！」

「おさわりは厳禁だ。マナーを守れない者を客とは呼ばん」

「なんだとぉ。たいして胸もない小こ娘むすめが偉えらそうなことを言うな！」

「む、胸は関係ないだろ！」

「なんだ、気にしとるのか。どぉれ、わしが揉もんで育ててやろう」

　ぐへへへ、と酔よっ払ぱらいは下心丸出しで笑い、リアナに狙ねらいを移した。

　リアナはこめかみを震ふるわせる。どうやら胸の件は地じ雷らいだったらしい。怒いかり心頭、全身から覇は気きが漂ただよっていた。紅の髪かみが揺ゆらめく。

「成敗！　でやあッ！」

　居合抜ぬきのようにモップを薙ないだ。放たれる剣けん閃せん。荒あらぶる衝しよう撃げき波はが酔よっ払ぱらいを吹ふき飛ばす。酔よっ払ぱらいは窓ガラスを突つき破やぶって外へ放り出され、通りの石いし畳だたみに「ぐへっ」と突つっ伏ぷして気を失った。

「ふぅぅ……」

　モップを片手に仁に王おう立だちのリアナ。もはや騎き士しではなく鬼おにである。

　しかし……悪わる酔よいした客を成敗したはいいけれど、店の中まで滅め茶ちや苦く茶ちやだった。衝しよう撃げき波はの影えい響きようで、周囲のテーブル、料理に飲み物、他の客とバニーガールたちが、みんなひっくり返ってしまっていた。

　いつの間にか、リアナの背後に店長の女性が立っている。こちらも腕うでを組んで威い圧あつ感たっぷりに仁に王おう立だち。

「て、店長……あの、これは、その……酔よっ払ぱらいが、セクハラを……」

　しどろもどろになりながら弁明を試みるリアナを、店長は手のひらをかざして制し、無情に告げるのだった。

　クビ、と。




　静かな夜。薄うす雲ぐもに覆おおわれた空に月が霞かすんでいる。

　街路灯に照らされた石いし畳だたみの道を、リアナはとぼとぼと歩いていた。取るものだけ取って出て来たので、バニーガールの衣い装しようの上に一枚羽織っただけの格好だ。衣い装しようは返さなくていいと言われ、半ば追い出されるようにして店をあとにした。

　キールは、かける言葉が見つからないまま、隣となりに付き添そっていた。リアナが悪いことをしたとは思わないが、客商売の店であの対応はまずかった。ただ、相手に非があったことは店長もわかってくれたようで、店の損害については弁べん償しようしなくていいと言ってもらえた。

　しかし、責任は取ってもらうということで、クビに。

「はぁ……何をやってもダメだな、私は」

「そんなことないですよ。仕事はそこそこできていましたし、次こそは、きっとうまくやれますって。今度は、もっと普ふ通つうの喫きつ茶さ店てんとか紹しよう介かいしますから」

「…………」

　返事もできないほど落ち込こんでいるリアナ。うなだれて歩いていると、ヒールのかかとが石いし畳だたみの隙すき間まに挟はさまり、ガクッと転びそうになる。とっさに受け止めたキールは、その目に涙なみだが溜たまっているのを見た。

「広場で少し休みましょう」

　キールの言葉に、リアナは黙だまって頷うなずき、ヒールを脱ぬいで裸足はだしで歩く。

　夜も更ふけた広場には人っ子一人いなかった。昼間の喧けん騒そうが噓うそのように静かだ。鈴すずのような虫の声と噴ふん水すいの音だけが響ひびいている。水底に設置されたランプに照らし出され、水しぶきが星ほし屑くずのようにきらめいていた。

「寒くないですか？」

　こくん、と首を縦に振ふるリアナ。

　昨日一いつ緒しよにお弁当を食べたベンチに座る。

　少しは落ち着いたのか、リアナは赤い目をして自じ嘲ちよう気味に笑った。

「この数日で、己おのれの不器用さを思い知ったよ。私は剣けんを振ふるうしか能がないらしい」

「そんなことは……」

「いや、考えてみれば、当然なのだ……私が騎き士しの職しよく才さいを授かったのは、生まれてすぐのことだったらしい。そんなに早く職しよく才さいを授かるのは珍めずらしいようで、両親はとても喜んで、幼い頃ころから私に剣けんを学ばせた。物心ついた頃ころには、当たり前のように剣けんを振ふるっていたよ。私もそれが嫌いやではなかったし、騎き士しを目指すことに疑問を感じたこともなかった」

　毎日かかさず剣けんを振ふり続けたリアナは、十五才にしてバスターズ・ギルドの入隊試験に現げん役えき合格し、訓練学校を卒業してすぐに働き始めた。それから二年、黙もく々もくと職務を果たした。

　リアナにとって職しよく才さいに従うことは自然なことだったのだろう。その境きよう遇ぐうにキールは共感するものがあった。自分も用意されたレールの上を無心で歩いていた口だ。道を踏ふみ外はずした今となっては、どこへ向かって歩けばいいのか、わからなくなったけれど。

「バスターズ・ギルドで騎き士しとして働くようになってからも、特に不満はなかった。仕事はやりがいがあったし、性しように合っていたからな」

「でも、夢ができた？」

　キールの問いかけに、リアナは遠い目で答える。

「できた、というより、思い出したんだ。この間、遠えん征せいから帰ってきたとき、ちょうど教会で結けつ婚こん式しきが行われていて……花はな嫁よめの姿を見たとき、不意に、昔の夢を思い出した。幼い頃ころ、一時抱だいた淡あわい夢……それが、どうしても頭を離はなれなくて」

「どんな夢ですか？」

「それは……その……わ、笑うなよ？」

「笑いませんよ」

「あ、あれだ……いわゆる、永久就職、みたいな」

「……？」

　キールは意味がわからず首を傾かしげた。

　リアナは恥はじらって目が泳ぐ。

「だ、だから、その……お嫁よめさん、だ」

「ああ」

　なるほど。素で納得。

　別に笑うような話じゃない。

　ただ、転職しなきゃならないほどの事情だろうか？　純じゆん粋すいに疑問に思った。

「それなら別に、騎き士しを辞める必要はないのでは？　花はな嫁よめ修しゆ業ぎようということなら、仕事を続けながら、休みの日にでも」

「そんな中ちゆう途と半はん端ぱなことではダメなのだ！」リアナは語気を強めた。「こっちをやりながらあっちも、なんて器用な真ま似ね、私にできると思うか？」

「それは……まあ……」

　うん、否定できない。

「私は剣けん一筋で生きてきた。家のことは、母様とお手伝いさんが全部やってくれるから、家事の経験も一いつ切さいない。花はな嫁よめを見て帰った日から、いろいろ試ためしてはみたのだが、これが目も当てられない惨さん状じようでな、あまりのダメ具合に母様も嘆なげくほどだった。ちゃんと女の子らしく育ててあげればよかった、これでは嫁よめの貰もらい手もない、と泣いて謝あやまられる始末だ。だから思い切って転職することにした。何かスキルを身に付ければ、少しはマシになると思って」

　親に叱しかられるどころか泣かれてしまうあたり、リアナの不器用さがいかに常人離ばなれしているかを物語っている。職しよく才さいに準じて生きてきたことで騎き士しとしての能力は特化したが、代わりに生活力に欠けてしまったわけだ。生き方そのものが不器用だ。

「子供の頃ころの夢なんて、とバカにされるかもしれない。ただ、それはきっかけにすぎなかったんだ。実際に他の仕事をやってみて痛感したよ。私には、剣けん以外に何も取とり柄えがない。私から剣けんを取ったら、ただの無能な役立たずだ。女として、いや、人として、これではまずいと思って何度も挑ちよう戦せんした。でも、ダメだった。アルバイトすらまともにやり遂とげられない。幼よう稚ちな夢などさっさと捨てて、おとなしく騎き士しを続けたほうがいいのかもな。どうせ私は戦うしか能がないバカで、胸も小さくて、嫁よめの貰もらい手もないまま寂さびしく一生を終えるんだ……ハハ」

　落ち込こみすぎて自じ虐ぎやくに拍はく車しやがかかっている。胸の大小なんて明らかに関係ないけど、その点を励はげましたところで、どうにもなるまい。

　膝ひざに置かれているリアナの両手は、以前よりも絆ばん創そう膏こうが増えている。

　夢を追い、自分の可能性を追い求め、努力した証あかし。

　なんとかしてあげたい。でも、どうすればいいのか。別のアルバイトを紹しよう介かいするのは簡単だけど、事務員の自分にできるのはそこまで、あとは本人の頑がん張ばりを応おう援えんするしかない。まさか仕事場にまでついていくわけにはいかないし。

　ひんやりした風が吹ふきつける。ポケットに手を入れたキールは、何かに触ふれた。取り出してみたそれは、ハローワーク・ギルドのアルバイト募ぼ集しゆうのチラシ。以前、貼はり残した余りの一枚である。

　そうか、この手があったか。

「リアナさん……大事な夢を、あきらめることはありません。焦あせらず、ゆっくりでいい、自分にできることを探して、少しずつ身に付けていけばいいんです。一人で難しいなら、僕ぼくが一いつ緒しよにサポートしますので……今度は、これに応おう募ぼしてみませんか？」

　キールは正面に立ち、チラシを広げて渡わたした。

「一いつ緒しよに……？」

　リアナは潤うるんだ瞳ひとみで見る。

　そのチラシに記されている宣伝文句こそ、噓うそ偽いつわりないキールの本心だった。

「あなたの夢を応おう援えんします」
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　翌日、ハローワーク・ギルドに新人のアルバイトが入ることになった。

「リアナ・ルージュです！　本日よりこちらでお世話になります！　ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願い申し上げます！」

　鎧よろいを脱ぬぎ捨て、シックな事務員の制服に身を包んだリアナが、元気に敬礼する。

　キールは他の同どう僚りようたちと共に拍はく手しゆで迎むかえ入れた。面接で落ちるかもしれないという一いち抹まつの不安はあったが、杞き憂ゆうに終わってホッとした。

　リアナのことをクレア班長にお願いした際、「うちを紹しよう介かいするとは、とんだ荒あら業わざね」と皮肉っぽく言われたけど、口元が笑いを堪こらえていたので内心は面おも白しろがっていたと思う。

「リアナちゃんには、キールくんの補ほ佐さについてもらうわ」とクレア班長。「いろいろと雑用からお願いすると思うけど、基本は二人一組、相棒として頑がん張ばってね」

「はい、お任せください！」

「じゃあ、仕事のことは、キールくんが教えてあげて」

「え？　僕ぼくもまだ新人なんですけど」

「後こう輩はいに教えることが自分の勉強にもなるのよ。はい、あとは任せた」

　クレア班長はリアナの肩かたを押してキールに預け、自分のデスクに戻もどっていく。

「任されられたぞ、キール先せん輩ぱい」

　リアナはニッと笑って再敬礼。キールは苦く笑しようを返す。

「あ、はい、任されられました……とりあえず、リアナさん、その先せん輩ぱいっていうのは、よしてください。僕ぼくもここで働き始めてまだ数日なので」

「そうか？　じゃあ、キールも、私のことはリアナでいいぞ。敬語もいらない。そのほうが私としてもやりやすいからな」

「はい。それじゃあ、改めて……よろしく、リアナ」

「ああ、よろしく頼たのむ。それで？　私は何をすればいい？」

「えっと……まずは、お茶汲くみかな」

　キールはリアナを給湯室に案内する。クレア班長は紅茶、キールはコーヒー、他の職員は麦の茶とそれぞれ好みが異なることを伝え、入れ方を教える。

「よし、わかった。任せてくれ」

　胸の前でぎゅっと拳こぶしを握にぎり、頑がん張ばるポーズを取るリアナ。キールはその場を預けて窓口カウンターに向かい、自分の仕事の準備に移った。

　ひとまず、リアナ・ルージュの案件は、これにて解決。

　本人にとっては、ここからがスタート。まだまだ先は長いけど。

　ほどなくしてトレーに飲み物を載のせたリアナが出てくる。よろけながらもクレア班長に紅茶を届け、他の職員に麦の茶を配る。そこまではよかったが、キールのもとへ向かう途と中ちゆう、これで最後と油断したのか足元不注意。

「はぅっ!?」

　机の脚あしに躓つまずき、トレーをひっくり返した。宙を舞まった熱々のコーヒーが窓口で準備中のキールの頭へ直送。

　キールが大声を上げて椅い子すから跳とび上がったのは、言うまでもない。
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　王都リーンベルを東西に横断する河か川せん沿いに、可愛かわいらしい木組みの家が並んでいる。そのうちの一件、古い道具店の小さな工こう房ぼうで《錬れん金きん術じゆつ師し》の少女が調合を行っていた。

　両手で抱かかえきれないほどの大きな合成鍋なべに、決まった順番、決まったタイミングで、素材を投入する。乾かん燥そうさせた草花、黒ヤモリの干ひ物もの、ガラス容器に入った赤青黄三色の薬液等。入れ終わると様子を見ながら年季の入った木の杖つえで八の字を描えがくようにかき混ぜ、煮に込こむ。

　やがて鍋なべの中が仄ほのかに発光し、自然と渦うずを巻き始めた。

「うん、いい感じ。あとは待つだけなのです。おやつにするのです」

　少女は出来具合に納得し、お茶を用意しにキッチンに向かう。

　ところが、だ。

　ティーセットとくるみのクッキーを用意して戻もどると、鍋なべに異変が起きていた。紫むらさき色いろの妖あやしい煙けむりがもくもくとあふれ、床ゆか一面に漂ただよっているではないか。

「ふわわっ、噓うそっ、なんでです!?」

　慌あわてふためいた少女が手を入れ直す間もなく、火花が散って爆ばく発はつが起きた。

　工こう房ぼうが丸ごと飛び上がりそうなほど激しく揺ゆれ、窓から黒こく煙えんがボフンッと噴ふき出す。庭の木にとまっていた小鳥たちが驚おどろいて飛び立つ。

　煤すすまみれになった少女は、涙なみだ目めでぺたんと座り込こんだ。

「ふぇぇ、また失敗……素材も手順も間ま違ちがってないはずなのに、どうしてなのです？」
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　食堂でランチを済ませたキールが、窓口に座って新聞を読みながら午後の業務開始に備えて待機していると、新人アルバイトのリアナがトレーにコーヒーを載のせてやってきた。キールはその様子を横目で注意深く見守る。

「どうぞ、キール」

「うん、ありがと」

　何事もなく無事にコーヒーが届いた。よし、セーフだ。

　とは言え、今日はすでに朝一で頭に一杯ぱいかぶっていたりして。制服はギルドに置いてあった余り物に着き替かえたけど、髪かみの毛には少しコーヒーの香かおりが染しみている。

「お？」リアナが新聞を覗のぞく。「聖騎き士し隊の新メンバーが決まったか」

「みたいだね」

　一面に、白はく鳳ほう騎き士し団に関する記事が載のっている。

　聖騎き士し隊は騎き士し団の頂点だ。各メンバーが中小部隊を率いる指揮官クラス。称しよう号ごうこそ白騎き士しだが、その職しよく才さいは様々で、それぞれが率いる部隊も剣けんや弓、魔ま法ほうなど、特色が異なる。

　キールが北の森で引きこもりニート生活を送っている間に、前聖騎き士しの引退に伴ともなう交代人事があったようで、職しよく才さいが継けい承しようされ、聖騎き士し隊のメンバーも再編されることになっていた。以前から世代交代が囁ささやかれていたから、さして驚おどろくニュースではないのだが。

　新聞には、新たな聖騎き士し隊の面々が整列する姿が、今にも動き出しそうなほど精せい巧こうに描えがかれている。絵師の職しよく才さいを持つ者の仕事だろう。

　記事には、こう記されている。

『史上初の女性聖騎き士し、モニカ・ローゼン・ラインハルトのもと、このたび新たな聖騎き士し隊が結成された。メンバーは一新され、若手中心で構成されている。これからの王都を担になっていく期待の新星たちには、すでに多くのファンがついているようだ』

　以下、各メンバーの略歴が並んでいた。

「すごい人気らしいな」とリアナ。「特に聖騎き士し殿どのは武ぶ闘とう大会を三連れん覇ぱしたことでも注目されていたし、その上、容姿端たん麗れいだ。バスターズ・ギルドはみんな彼女かのじよのファンだよ」

「ふーん」

　キールは生返事をして絵を見る。

　横一列に並ぶ騎き士したちの真ん中に立つ美女が、その聖騎き士しだ。まだ二は十た歳ち過ぎ。希少な精せい霊れい銀の甲かつ冑ちゆうを身にまとい、王国に代々伝わる聖せい剣けんエクスキャリバーを手に優美な微笑ほほえみを湛たたえている。肩かたには、彼女かのじよがお供にしている妖よう精せいがすまし顔で腰こしかけていた。

　へぇ、細かいところまで、よく描えがけている。

「やっぱり、キールも、こういう綺き麗れいな女性が好きか？」

　リアナが横目に聞いてきた。見み惚とれていると勘かん違ちがいされたらしい。

「え？　まさか」悪い冗じよう談だんだ、とキールは肩かたをすくめる。「僕ぼくには関係のない世界だなって思っただけだよ。さあ、仕事しよう。このファイル、班長に届けてもらえる？」

「ああ、わかった」

　受け取ったリアナは、回れ右をして歩き出すや否いなや、何もないところで躓つまずいた。ばったり倒たおれて床ゆかにおでこを打つ。ファイルに挟はさんであった書類が散乱する。

「はぅっ！　す、すまない！」

　折り紙つきの不器用さ。一日に一度は必ずドジをやらかす。もはや職人の域だ。

　キールは苦く笑しようしつつ「大だい丈じよう夫ぶ？」と声をかけ、拾うのを手伝った。

　集めた書類を整理してファイルに綴とじ直し、改めてリアナに預けたところ、古時計の鐘かねが鳴って午後の業務が始まる。それを待っていたように、ロビーの待ち合い席に座っていた小こ柄がらな少女が、思いつめた様子で窓口にやってきた。

「あ、あの……相談に乗ってもらいたいのです」




　依い頼らい人は、臆おく病びような小動物のように、気弱な声で名乗った。

「ニオ・フランチェスタ……十四才、錬れん金きん術じゆつ師し……なのです」

　内気そうな女の子。栗くり色いろのショートヘアに四つ葉の髪かみ飾かざり。フリルブラウスに花はな柄がらの刺し繡しゆう入りのケープ。レースを重ねたスカート。全体的にメルヘンチックな衣い装しよう。肩かたから下げたポシェットには、たくさんのアップリケがついている。

「うちは、昔からアトリエを営んでいまして、調合の依い頼らいを受けたり、錬れん金きん術じゆつで作ったアイテムを売ったりしているのです。だけど最近、調合がうまくいかなくて、困っていて……」

「それは……素人しろうとの我々には、対応しかねる問題かと」

「あっ、違ちがうのです。そうじゃなくて」ニオは小さな手を振ふる。「わたし、錬れん金きん術じゆつは得意なのです。それが唯ゆい一いつの取とり柄えみたいなものなので……それで、困っているのは、今まで普ふ通つうに成功していた調合が、うまくいかなくなってしまって……やり方とか何も変えてないのに、失敗してしまうのです。その原因が、さっぱりわからなくて」

　ふむ……事情はわかったけど、頼たよる相手を間ま違ちがえてないかな。

　専門家にもわからないことを、一いつ介かいの事務員ごときに相談されても。

「スランプ、なのでしょうか。わたしが気づいていないだけで、変な癖くせとかついちゃったのかもしれないのです。ですから、他の人に確かめてもらいたいのです」

　自分の仕事を第三者の目でチェックしてほしい、ということらしい。

　転職以外の相談を受けるのは、これが初めてだ。あまり力になれる気がしないが、こういうときは、とりあえず班長に相談かな。

　キールは「少々お待ちください」と席を立ち、リアナにお茶をお出しするよう頼たのんで、クレア班長に指示を仰あおぎに行く。

　書類の山と格かく闘とうしていたクレア班長は、眼鏡を外して報告に耳を傾かたむけた。

「ニオ・フランチェスタ……ということは、アトリエ・フランチェスタ？」

「ご存じで？」

「巷ちまたじゃ有名よ。三百年前の戦争時代から続く老舗しにせで、職しよく才さいとレシピを一子相伝で継けい承しようしてきた由ゆい緒しよ正しき錬れん金きん術じゆつ師しの血統と伝統のお店。うちも何かとお世話になっているわ」

「一子相伝ですか」

　キールは窓口にいるニオを振ふり返った。見た目によらず凄すごい子なのか。ちょこんと椅い子すに腰こしかけ、リアナに差し出された紅茶のカップを恐きよう縮しゆくそうに受け取ってちびちびと飲んでいる姿を見るに、とても古来伝統の職しよく才さいを受け継ついだ職人とは思えない。

　クレア班長も少し意外そうな顔。

「代だい替がわりしたとは聞いていたけど、あんな小さな子だったのね。まだ十四才……悩なやめる年とし頃ごろよねぇ。私も十四才のときは……あぁ、思い出すのに時間が……」

「班長？」

「──コホン。とにかく、錬れん金きん術じゆつでしか作れないアイテムはたくさんあるから、ギルド業界でも重宝されているの。そう考えると、あちこちに影えい響きようしそうな問題ね。彼女かのじよの相談……スランプ？　ぜひとも解決してあげなくちゃ」

「でも、僕ぼくは錬れん金きん術じゆつのことなんて全然わかりませんよ？」

「別に調合の手伝いを頼たのまれたわけではないのでしょう？　失敗の原因を突つき止めたいということだし……とにかく、一度足を運んでみることね。彼女かのじよのスランプがどんなものか、実際に見てみないことには始まらないでしょうし」

「まあ、そうですけど」

　錬れん金きん術じゆつなんて専門的すぎて、素人しろうとが力になれるとは思えないんだよな。他の錬れん金きん術じゆつ師しを紹しよう介かいするなり、多少知識のある人を探してあげたほうがいいんじゃないかな。

　気乗りしないキールの内心を読み取ったように、クレア班長は告げる。

「職にまつわる様々な問題を解決するのが、ハローワーク・ギルドの役目よ。リアナちゃんと一いつ緒しよにアトリエに行って調合失敗の原因を探さぐること。これ、班長命令ね。今日はそのまま直帰でいいから。よろしく」

　いや、困ります。さすがに今回は畑はたけ違ちがいにも程ほどがあるかと。

　なんて意見できるはずもなく、キールはリアナと共に正式に指令を受け、ニオのお店に派は遣けんされる運びとなった。




　アトリエ・フランチェスタは、老舗しにせと言われているわりには綺き麗れいで洒しや落れた外観で、古ふる臭くささはまったく感じなかった。レンガの土台の上に建つドールハウスのような木組みの家。一階の半分が店てん舗ぽで奥おくと二階が住居。中庭を挟はさんで裏手に小川が流れ、小さな水車が回っている。

　扉とびらには『定休日』の看板がぶら下がっていた。ニオが鍵かぎを開けてキールとリアナを店内に招き入れる。こじんまりした店内にはカウンターと戸と棚だなが数列。棚たなの上には小こ瓶びんの数々。中身は色味豊かな粉末や錠じよう剤ざい、液体などの薬品系。他に目立ったアイテムは見当たらない。

「あまり商品は置いてないんですね」

　キールが率そつ直ちよくな感想を述べると、ニオは緊きん張ちようした様子で頷うなずいた。

「あ、はい。ほとんどは受注生産なので。注文を受けて、期日までに商品を作って、受け取りか納品といった形が多いのです。物によっては、数日かかるものもあるので」

「調合は、ニオさんが、お一人で？」

「ニオでかまいません。年上の方に敬語を使われるのは、恐おそれ多いのです」ニオは遠えん慮りよがちに微笑ほほえんだ。「えっと、お店のほうは、お婆ばあちゃんが接客を手伝ってくれていて、わたしは普ふ段だん工こう房ぼうで調合をしたり、納品に出かけたりしているのです」

「ご両親は？」

「小さい頃ころに亡なくなったのです」

「そう……ごめん」

「い、いえ、お気になさらずです。去年までは、わたしが店番で、お婆ばあちゃんが調合を担当していたんですけど、お婆ばあちゃんが腰こしを悪くしちゃって。それからは、わたしが」

「大変だな」リアナが感心して唸うなる。「その歳としで店の看板を背負うとは。私が十四のときなんてバカの一つ覚えみたいに剣けんを振ふってばかりいたぞ。いや、実際バカの一つ覚えになってしまったのだが……それに比べれば実に立派だ。うむ」

「そ、そんなことないのです……え？　剣けん？」

　ニオが小鳥のように首を傾かしげる。事務員と剣けんがつながらなかったのだろう。

「私は、元騎き士しなのだ」と胸を張るリアナ。「最近、アルバイトで入ったばかりでな。先に断っておくが、剣けん以外は能がない。だから、私には何も期待しないほうがいいぞ。しかし、安心していい。相談の件は、キールがなんとかしてくれるだろう」

　そんな勝手に安やす請うけ合いされても。内心、不安しかないよ。クレア班長の指示でここまで足を運んだはいいけど、錬れん金きん術じゆつの問題を解決できる気は、まったくしない。

「調合のこと、お婆ばあさんには相談してないの？　僕ぼくらより、同じ錬れん金きん術じゆつ師しのお婆ばあさんを頼たよったほうが、話が早い気がするんだけど」

「お婆ばあちゃんには言ってないのです。心配かけたくなくて……それに、いつまでもお婆ばあちゃんに頼たよるわけにはいきません。自分でなんとかしなきゃ……そう思って、一人でいろいろ試ためしたのです。でも、ダメで……どうしたらいいのか、わからなくて」

「よし、キール、さっそく助言を」

「え？」そこで話を振ふらないでほしい。「そ、そうだね……気分転てん換かんするとか？　一度、錬れん金きん術じゆつから離はなれてリフレッシュしたら、案外大だい丈じよう夫ぶだったり」

「それは、もう試ためしたのです。丸一日、調合から離はなれてごろごろして、図書館に行って本を読んで、帰ってごろごろして、スイーツを食べ歩いて、帰ってごろごろして、お風ふ呂ろに入ってごろごろして、そのまま寝ねちゃって」

　ごろごろしてばっかりだな。そして寝ねオチ。

「でも、ダメだったのです。むしろ、前より失敗が増えてしまったのです」

「よし、キール、次の助言を」

「えーと」リアナさん、ちょっと黙だまって。僕ぼくを追い込こまないで。「じゃあ、気分転てん換かんを一週間に延のばすとか、旅行で羽を伸のばすとか」ほら見ろ、ろくな案が思いつかない。

「何日もお店を空けるわけにはいかないのです。それに、ごろごろしていても錬れん金きん術じゆつのことを考えてしまうのです。最近では、夢の中でも調合に失敗して爆ばく発はつで目を覚ますのです。基き礎そからやり直してもダメで、一日中同じ調合を繰くり返してみたり、あえて失敗してみたり、素材を遠くから投げ入れてみたり、鍋なべに話しかけてみたり、念を送ってみたり……いろいろ試し行こう錯さく誤ごしてみたのですけど、ダメだったのです」

　後半、完全に迷めい走そうしているぞ。

「もう何も思いつかなくて……ですから、お願いなのです！　力を貸して欲ほしいのです！」

　ニオは祈いのるように懇こん願がんした。上うわ目め遣づかいの潤うるんだ瞳ひとみが卑ひ怯きようなぐらい庇ひ護ご欲を刺し激げきする。
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　ある意味、目で殺しにきていた。本人に自覚はないだろうけど、末すえ恐おそろしい子。

「ま、まあ、とにかく、まずは調合を見せてもらえるかな？」

「そうですね。工こう房ぼうはこちらなのです。どうぞ」

　裏口から中庭に出た。ちょっとした菜園があり、離はなれの小屋が建っている。

　小屋の中はこじんまりしていた。両手で抱かかえきれないほどの大きな鍋なべが目立つ。机の上にはメモが散乱。戸と棚だなにはフラスコやビーカーなどの器具、素材に使うのだろう植物や鉱石、本ほん棚だなにはレシピ本や図ず鑑かんの数々。部屋の奥おくには簡易キッチンと風ふ呂ろトイレもついている。ここだけで十分生活できそうだな。僕ぼくの寮りよう部屋よりも広い。羨うらやましい。

「ではさっそく、簡単なお薬を調合するのです」

　鍋なべに普ふ通つうの水を入れ、囲い炉ろ裏りに火をつける。戸と棚だなから素材を選び取り、鍋なべの中が煮に立たったのを見計らって順番に投入し、木の杖つえでゆっくりとかき混ぜる。そのうち、ぐつぐつと音を立てて煮にえていた鍋なべの中がほんのりと発光し、ゆるやかに渦うずを巻き始めた。

　傍はたから見ていると、誰だれにでもできそうな気がする。しかし、錬れん金きん術じゆつの調合には特とく殊しゆな魔ま法ほう力を要するらしい。

「素材に秘められた力を引き出し、結び合わせることで、まったく異なる性質を生み出すのが錬れん金きん術じゆつなのです。錬れん金きん術じゆつ師しは、そのために自身の魔ま法ほう力をつなぎに用いるのです。その感性や手法は人それぞれで、調合の方法にもいろいろな流派があるのです」

「流派？　剣けん術じゆつみたいに？」

「はい。うちでは代々合成鍋なべを用いた錬れん金きん術じゆつが受け継つがれているのですが、他にも炉ろを用いたり魔ま法ほう陣じんを使用したりする調合法もあるのです。同じ調合法でも、錬れん金きん術じゆつ師しの感性や魔ま法ほう力によって、素材を入れるタイミングや時間配分などが違ちがってくるのです」

　要するに、形だけ真ま似ねても無む駄だ。ニオのやり方はニオにしかできない、ということか。それを素人しろうとの僕ぼくたちが調査するって、ますます無理難題に思えるんだけどな。

　鍋なべの中が渦うずを巻き始めてから放置することしばらく、ニオは杖つえの先せん端たんを鍋なべに入れ、魚を釣つるようにひょいっと持ち上げた。すると調合された薬液がシャボン玉のような光の膜まくに包まれて浮うかび上がる。抽ちゆう出しゆつされたそれを小こ瓶びんに注ぎ入れ、ニオはホッと胸を撫なで下ろす。

「ふぅ……できたのです」

「ということは、成功？　失敗じゃなくて？」

「えっ、あっ、違ちがうのですっ。毎回というわけではなく、何回かやっているうちに急に失敗しちゃって。そういうことが最近増えていて……う、噓うそじゃないのですっ」

「いや、疑っているわけじゃないよ」そんな噓うそつく必要ないだろうし。「ただ、今は成功より失敗が見たいからね。悪いけど、失敗するまで続けてもらっていい？」

「はい、頑がん張ばるのです！」

　失敗するために頑がん張ばるというのも妙みような話だが、ニオは素す直なおに頷うなずいて調合を再開した。

　作業の間、キールとリアナは何かおかしなところがないか目を光らせる。

　素材、手順、タイミング、時間配分。どれもまったく同じ。鍋なべも同じ反応を見せ、あとは待つだけになる。完かん璧ぺきなまでのリピート作業。これで失敗したら摩ま訶か不ふ思し議ぎ。

　そのとき、コンコン、とドアがノックされた。

「ニオ、いるのかい？」としわがれた女性の声。

　ニオが「はーい」と返事をして開けると、腰こしの曲がった年配の女性が立っていた。

「ど、どうしたの？　お婆ばあちゃん」

「工こう房ぼうの煙えん突とつから煙けむりが見えたからね……おや、お友達かい？」

「う、うん、そうなの」

　慌あわてて誤ご魔ま化かすニオ。スランプの件はどうしても秘密にしておきたいようだ。

「ちょうどよかった。お菓か子しを作ったから、みんなでお食べ」

「あ、ありがとう。じゃ、じゃあね、今ちょっと忙いそがしいから」

「はいはい。ゆっくりしていってくださいね」

　ニオの祖母はスフレの入ったバスケットをニオに渡わたし、朗ほがらかな笑え顔がおで会え釈しやくした。キールとリアナも会え釈しやくを返す。

　閉じたドアを背にしてニオがホッと息をつく。その目が、驚おどろきに見開かれた。

「あっ、鍋なべが！」

　いつの間にか、鍋なべから紫むらさき色いろの妖あやしい煙けむりが溢あふれていた。バチバチと火花が散る。

　なぜなにどうして──いや、疑問は後回しにしたほうがよさそうだ。

「ふわわっ、どうしよう」ニオはあたふた。「えと、えと……逃にげてください！」

　だが、逃にげる間もなく爆ばく発はつ。黒こく煙えんが充じゆう満まん。

　三人揃そろって煤すすまみれになった。




　　　　　　　　　　２




　翌朝、出勤したキールは、調合の件についてクレア班長に見たままを報告した。

「じゃあ、何もおかしな点はなかったの？」

「はい、すべてまったく同じに作ったはずなのに、失敗しました。鍋なべにも異常はなく、その後も何度か調合してもらいましたが、問題なく成功しました。なぜ、あの一回だけ失敗したのかさっぱりです。確率の問題かとも思ったんですが、本人が言うには、あの程度の簡単な調合ではよっぽど大きなミスでもない限り、ある程度は形になるそうで、爆ばく発はつが起こるほどの致ち命めい的なミスはなかったはずなのです、というわけで……お手上げです」

「こらこら、根を上げるのは早いわよ。まだ一日でしょ。若いんだから頑がん張ばって」

「……班長って、ときどき年寄りくさいですよね」

「あらぁ？　何か言ったかしら？　よく聞こえなかったんだけど」

「い、いいえ、何も。空耳ですよ、きっと」

　笑え顔がおが怖こわかった。やばいやばい、急いで話を逸そらさないと。

「班長は、どう思われますか？　失敗の原因に心当たりとか」

「ないわね。私だって錬れん金きん術じゆつのことは詳くわしくないもの。でも、そうね……本人に心当たりがないなら、ネズミが悪戯いたずらでもしたんじゃないかしら？」

「ネズミ、ですか」

「もしくはオバケの仕業とか？」クレア班長はにっこり笑う。

「……もういいです」キールは相談をあきらめた。「今日の午後、また店のほうに顔を出そうと思うので、外出許可をお願いします」

　午前中は普ふ段だん通り、窓口カウンターで転職の相談に乗った。相変わらず訪れる人のほとんどが愚ぐ痴ちるだけ愚ぐ痴ちって帰っていった。

　昼休みは、リアナと一いつ緒しよに二階の食堂でランチをすませ、そのままニオの店へ。

　アトリエ・フランチェスタは営業中で、外から窓越ごしにニオの姿が見えた。お客さんに対してしきりに頭を下げている。客は呆あきれた様子で店を出て帰っていった。キールとリアナは入いれ替かわりで店に入った。

「いらっしゃいませ……あ、キールさん、リアナさん。こんにちは、なのです」

　ニオは弱った笑え顔がおで二人を出で迎むかえる。

「さっきのお客さん、何かあったの？」

「あ、はい……実は、納品した商品の効能が、注文されていたものと違ちがっていて。見た目には違ちがいがわからないものだったので、気づかずにお渡わたししてしまったのです。ちゃんと確認しなかったわたしがいけないんですけど、効能が違ちがったということは、使う素材も全然違ちがっていたはずで、だけど取り違ちがえた覚えはなくて……」

「それも原因不明の失敗か」

　だとしたら、こいつは厄やつ介かい。まだ爆ばく発はつのほうがわかりやすくて助かる。効能の変化に気づかないで客が商品を使ってしまったら、トラブルは避さけられない。

　案の定、直後に訪れた客も同様のクレームを申し出た。ニオは謝あやまるしかない。即そく座ざに返品と返金に応じ、ひたすら頭を下げる。幸いにして、前の客も今回の客も顔見知りの常連だったようで、呆あきれながらも穏おだやかに許してくれた。

　でも、こんなことが続いたら店の信用問題にかかわるぞ。客商売では致ち命めい的だ。

　引き続き、客がやってくる。

「も、申し訳ありません！」

　もはや条件反射で謝あやまるニオ。しかし、今回の客は普ふ通つうに店に立ち寄っただけで、不思議そうに首を傾かしげた。「し、失礼しました」とニオは赤面して小さくなる。

　客は、大きな三さん角かく帽ぼう子しに黒いローブマントを羽織った風変わりな少女だった。見た目からして魔ま法ほう使つかいだろうか。陳ちん列れつされている調合薬の類を見て回りながら、

「ふーん、なかなかの腕うで前まえだね」

　ぶつぶつと呟つぶやき、何も取らずにカウンターにやってくる。

「ねえねえ、ちょっと作ってもらいたいものがあるんだけどさ」

「あ、えっと、その……す、すみませんっ。今は予約でいっぱいなので、お引き受けできないのです。申し訳ないのです」

「ありゃ、そうなの？　それは残念だな。このあたりで一番の錬れん金きん術じゆつ師しの店って聞いてきたんだけど……まあ、しょうがないか。他を当たってみるよ。それでダメなら出直そう」

　三さん角かく帽ぼう子しの少女は気楽に言って店を出ていく。

　ニオは力が抜ぬけたように椅い子すに腰こしを落とした。

「はぁ……噓うそ、ついちゃいました。本当は仕事に余よ裕ゆうはあるんですけど、今のままじゃ、ちゃんとできるかどうかわからなくて……怖こわくて……」

　膝ひざの上で握にぎり合わせた手が、微かすかに震ふるえていた。




　工こう房ぼうに場所を移す。店にはお休みの看板を出しておいた。ニオの祖母はクリニック・ギルドに定期検けん診しんに行っていて不在らしい。

　ニオがソファにちょこんと腰こしかける。隣となりにリアナが付き添そう。キールは窓辺に立って中庭を眺ながめた。薄うす桃もも色いろの花を咲さかせる菜園の周りを、蝶ちようのつがいが踊おどっている。

「あれは、何を育てているの？」と適当に話題を振ふってみた。

「え？」ニオが伏ふせていた顔を上げる。「ああ、あれは素材に使う薬草なのです。普ふ段だんはマーケット・ギルドの商人さんから仕入れているんですけど、中には、値ねの張るものや、季節によって手に入りにくいものもあるので、自分でも育てているのです」

「へぇ、そうなんだ……ところで、ここのお店って、老舗しにせっていうわりには、けっこう真新しい感じだよね。この工こう房ぼうも、そんなに古くはなさそうだし」

　三百年はおろか、数十年も経たっていないのではないだろうか。外観の風化具合とか、内装の染しみとか、ほとんど目立たない。

「お父さんが改築したんです」とニオ。「お父さんは大工職人で、古くなっていたお家うちとお店をリフォームして。この工こう房ぼうも、そのときに建てたものなのです」

「じゃあ、錬れん金きん術じゆつ師しの職しよく才さいは、お母さんから？」

「はい。お母さんがお婆ばあちゃんから受け継ついだものを、お母さんが亡なくなったあと、わたしが受け継ついで……あ、でも、お婆ばあちゃんは今でも上手なんですよ、調合。一度習得したスキルは職しよく才さいを手放したり変えたりしても失われませんから」

「ほう、そうなのか」リアナが何やら考え込こむ。「じゃあ、騎き士しから魔ま法ほう使つかいに転職したら剣けんと魔ま法ほうの両方を使えるのだな。僧そう侶りよになって回復魔ま法ほうも身に付ければ……無敵か？」

「それはどうかな」誰だれでも考えるだろうけど。「スキルを身に付けても、職しよく才さいの練度が中ちゆう途と半はん端ぱじゃ、転職後に十分な力は発揮できない。器き用よう貧びん乏ぼうになるのがオチだよ。だからと言って、マスタークラスに至るには、大変な労力と時間が必要になる。そもそもマスタークラスという定義自体、限界を意味するものではないからね。ニオの錬れん金きん術じゆつ師しの職しよく才さいみたいに、何世代にもわたって受け継つがれながら進化を続けていく技能もあるし」

「う、うむ……とにかく、簡単ではないということだな」

　難しい顔で頷うなずくリアナ。あんまりわかってなさそう。

「せっかくのスキルも使いこなせなきゃ意味がないからね。剣けんと魔ま法ほうのスキルを身に付けて魔ま法ほう剣けん士しを目指す人もいるけど、系統の異なる技能を同時に扱あつかうには、職しよく才さいとは別の才能や資質が求められるっていうし……リアナの場合、どうかな？」

　魔ま法ほう系は相あい性しようが悪いだろう。技術的にも、性格的にも。

　リアナは悩なやむそぶりを見せるが、答えは明白らしく堂々と胸を張った。

「無理だな。私では器き用よう貧びん乏ぼうにすらなれない。断言しよう」

「自信満々で言うことじゃないよ」

　軽く突つっ込こみをいれたところ、やりとりを聞いていたニオが「ふふっ」と笑った。少しは気が紛まぎれただろうか。狙ねらってやったわけじゃないけど。

「この工こう房ぼうで、こんなふうに過ごすのは、久しぶりなのです。いつも一人でお仕事していましたから。お婆ばあちゃんが調合していた頃ころは、わたしがお店番で、わたしが調合するようになってからは、お婆ばあちゃんがお店番で。だから……」

　一子相伝の伝統技能では、他の職人を雇やとうわけにもいかないのだろう。店の看板を背負って仕事に追われる日々。責任と孤こ独どく。半はん端ぱな覚かく悟ごじゃ勤まらない。

　両親が健在だったなら、また違ちがったのかもしれないが。

「お父さんとお母さんがいた頃ころは、ここでよく一いつ緒しよに過ごしたのです。二人とも小さい頃ころに死んじゃって、思い出は少ないんですけど……でも、お父さんが建ててくれたこの工こう房ぼうで、お母さんの調合を手伝ったときのことは、はっきり覚えているのです。お庭で育てた薬草をお鍋なべに入れて、お母さんと一いつ緒しよにぐるぐるかき混ぜて、傍そばでお父さんが見守ってくれていて……」

　ぽろ、ぽろ、と。

　ニオの目から、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

「わたしが、お店を守っていかなきゃいけないのに……このままじゃ、わたしのせいでお店が潰つぶれちゃう……どうしよう……どうしよう……っ」

　両手で顔を覆おおい、肩かたを震ふるわせてしゃくりあげる。リアナがそっと抱だき寄せ、優やさしく頭を撫なでると、声を上げずに泣いた。

　ずっと我が慢まんしていたのだろう。アトリエ・フランチェスタは、代々続いた伝統の老舗しにせである以上に、ニオにとって今は亡なき両親との大切な思い出が詰つまった場所なのだ。母から受け継ついだ職しよく才さい。父が残してくれた工こう房ぼう。それが自分のせいで失われてしまうかもしれない不安と恐きよう怖ふをその小さな体で受け止め、必死に耐たえてきたのだ。まだ十四才の子が、一人で。

　祖母に相談できなかったニオの気持ちが、今なら少しわかる気がする。

　仮に今回、祖母に調合を代わってもらって状じよう況きようを凌しのげたとして、この先ずっと頼たよっていくことはできない。いつかニオが本当に一人で店を背負わなければならなくなったとき、また同じような問題が起きたら、そのときこそ店を守れなくなってしまう。

　だから、自分の力で解決しなくてはならなかった。一人の錬れん金きん術じゆつ師しとして。

　しかし、原因はわからなかった。

　自分には錬れん金きん術じゆつ師しの適性がないのかもしれない。これが限界なのかもしれない。そんなふうに考えたりもしたかもしれない。プレッシャーを抱かかえながら、それでも背負っているものから逃にげだすことなく戦い続けている。

　苦しんだに違ちがいない。今も苦しんでいる。

　そうしてハローワーク・ギルドを頼たよったのだ。きっと藁わらにもすがる思いで。

　お手上げ？　誰だれだ、そんな甘あまえたこと言ったやつ。こんな小さな子が必死に職と向き合っているのに、ただの事務員ごときが一人前に仕事をしたつもりか？　この子の前で、自分の仕事に胸を張れるのか？

　無理だ。恥はずかしくて死ぬ。まだ何もしていない。

　彼女かのじよを見習って、ハローワーク・ギルドの名に恥はじない仕事をしなくては。

「ニオ、もう一人で背負わなくていい」

　キールは泣きじゃくるニオの前で膝ひざを折り、しゃがんで声をかける。この小さき勇者に尊敬の念を抱だいていた。

「今は僕ぼくたちがいる。ただの事務員だけど、職にまつわる様々な問題を解決するのが、ハローワーク・ギルドの役目だ。必ず原因を見つけてみせるよ。約束する」

「……はい」

　ニオは頷うなずき、泣きながらも笑え顔がおを作った。強い子だ。
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　ニオが落ち着くのを待って調合をしてもらった。「無理しなくていいんだぞ」と気にかけるリアナに、ニオはしっかりと声を張って返した。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。何度でもやるのです」

　昨日と同じく簡単な薬の調合を行う。キールは素材の分量や投入の手順、時間配分、鍋なべをかき混ぜる回数まで事細かにメモを取って注意した。リアナは作業中のニオの一挙一動に目を光らせる。些さ細さいな変化も見み逃のがさないように。ニオが右に動けば右に、左に動けば左に、顔が一いつ緒しよに動いていた。じゃれている猫ねこみたいだ。

　調合は何事もなく四回連続で成功した。失敗を確認したいときに限って成功する皮肉。しかしニオはへこたれず、額に汗あせをにじませながら、すぐに五回目の調合に移る。

　作業は滞とどこおりなく進み、鍋なべもまったく同じ反応を見せた。今回も成功しそうだ。

「少し休きゆう憩けいにしようか」

　キールが提案すると、ニオは「じゃあ、紅茶を入れてくるのです」とキッチンへ。「私も手伝おう」とリアナがそのあとに続く。

　……手伝わせて大だい丈じよう夫ぶか？

　不安がよぎった直後、ガシャンと何かひっくり返す音がした。

　うん、知ってた。キールはやれやれとキッチンへ。

　どうやらティーセットを落としたらしい。幸い、床ゆかには柔やわらかなカーペットが敷しいてあったので割れずにすんでいた。拾って水洗いする。

　そのとき、足元に煙けむりが這はってきた。気づいたリアナが「キール！」と声を上げる。振ふり向むいたキールは煙けむりを目にするや否いなや、急いでキッチンを出て作業部屋に戻もどった。リアナとニオも用意していたお茶とお菓か子しをそのままに続く。

　合成鍋なべから、もくもくと煙けむりが漏もれていた。破は裂れつ音を上げて魔ま力りよくが弾はじけ、色とりどりの火花が飛び散る。三人は慌あわてて身を屈かがめた。火花の塊かたまりが部屋中を乱反射する。戸と棚だなにぶつかって置いてあった器材が落下する。その下には、ニオが。

「危ない！」

　キールはとっさに覆おおいかぶさった。頭に衝しよう撃げきを受ける。

　次の瞬しゆん間かん、鍋なべは爆ばく発はつを起こし、三人は黒こく煙えんに包まれた。




　何が原因だったんだ？　一難去って椅い子すに腰こしかけたキールは、濡ぬれタオルで顔を拭ふきながら調合の順序を振ふり返ってみたが、何も思い当たらなかった。それまでの成功例と変わったところはなかったはずだ。成功したときと失敗したときで、いったい何が違ちがったのか？

「キールさん、あの……ありがとうございました。頭、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ニオが心配そうに見つめる。彼女かのじよをかばったとき、戸と棚だなから落ちてきた器材でキールは頭に怪け我がをしたが、額を少し切ったのと、小さなたんこぶができただけだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。たいしたことないから」笑え顔がおで無事をアピール。

「これ、お薬なのです。ちょっと、じっとしていてくださいね」

　作り置きしてあった塗ぬり薬ぐすりらしい。ニオはキールの髪かみをかき上げ、額にできた傷にそっと薬を塗ぬる。小さな指先が優やさしく撫なでる。なんだか妹に世話を焼かれている気分。妹はいないからあくまでも想像だけど。

　少し傷に染しみたけど、すぐに痛みは引いた。「ありがと」と礼を言うと、ニオは「いえ」と頰ほおを赤くして小さくはにかんだ。

　横で、煤すすまみれの顔を拭ぬぐっていたリアナが「ぷはーっ」とタオルから顔を上げる。

「それで、キール。何かわかったか？　私にはさっぱりだ。どうして失敗したのか……調合は問題なかったように見えた。ニオに原因があったようには思えないのだが」

「僕ぼくもだよ」キールは同意した。「考え方が間ま違ちがっていたのかもしれない」

「どういうことだ？」

「原因はニオじゃなくて、他にあるんじゃないかってこと。ネズミの悪戯いたずらとかさ」

「ネズミ？　鍋なべにネズミが入はいり込こんだのか？　ならば、このあたりに生息するネズミを一匹ぴき残らず駆く逐ちくしてやる」

「いやいや、物の例えだよ。クレア班長がそんなことを言ってたからさ。とにかく状じよう況きようを整理してみると、そういう方向で考えたほうが説明もつくと思うんだ。成功のときも失敗のときもニオの調合自体に違ちがいはなかった。違ちがっていたのは、僕ぼくたちのほうだ」

　そう、成功したときは、最初から最後まで目を離はなさずにいた。

　でも、失敗したときは、全員が一度は鍋なべから目を離はなしている。

「私たちが見ていない間に、鍋なべに手を加えた者がいるということか。それなら、ニオは何も悪くないということだな。よかったな、ニオ」

「え……はい。でも」ニオは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。「いったい、誰だれが？　ここには、わたしたちしかいないのです」

「それは……どうなんだ？　キール」

「さあ、そこまでは、まだ」

「無理だと思うのです。昨日、お婆ばあちゃんが工こう房ぼうに来たときも、中にはわたしたち三人しかいませんでした。窓も閉まっていましたし、誰だれにも気づかれずに工こう房ぼうに入って鍋なべに細工をするなんて、不可能なのです」

「うーむ」腕うでを組んで唸うなるリアナ。

「やっぱり、わたしの錬れん金きん術じゆつに問題が……」

「キール、クレア班長は、他に何か言ってなかったのか？」

「たいしたことは、何も。オバケの仕業とか言ってたけど」

「オ、オバケ？」

　そのとき不意に、キッチンから物音がした。何か倒たおれたようだ。

　リアナがビクンッと感電したように跳はね、電光石火でニオの後ろに身を隠かくす。ニオはリアナよりも一回り小こ柄がらなので、まったく隠かくれ切れていなかったが。

「な、なんだ、今の音は」やけに動どう揺ようしている。「ななな、何かいるのか？」

「物が落ちただけじゃない？」

　一応、確認しに向かう。リアナとニオが恐おそる恐おそるついてくる。オバケなんて言葉が出たせいか二人ともびくついていた。

　キッチンには誰だれもいなかった。カーペットの上にお菓か子しが落ちている。お茶の用意の途と中ちゆうで置きっぱなしになっていたものだ。

「あれ？　変なのです」ニオが気づく。「まだ袋ふくろは開けてなかったはずなのです」

　菓か子し袋ぶくろを見ると、底のほうが無理やり破られ、穴が開いていた。

「ままま、まさか」リアナが声を震ふるわせた。「本当に、オバケの仕業!?」

「や、やめてくださいよ、リアナさん」ニオも青ざめた。「あ、でも……」

「で、でも？」

「たまに、用意したはずのお菓か子しが気づいたら消えていたり、調合の参考にしていたレシピが別のものに変わっていたり、妙みように思うことがあったのです……わたしの気のせいか、取り違ちがえただけだと思っていたのですけど、もしかしたら……」

「や、やっぱり、いるのか？　オバケが!?」

　リアナはきょろきょろと周りを警けい戒かいする。今さら確認するまでもないけど、どうやらその手の類が苦手みたいだな。最初は場を和なごませるためにわざと大げさに反応しているのかと思ったけど、もう明らかに腰こしが引けている。モンスターを相手にバリバリに戦っていた騎き士しがオバケなんぞに怯おびえるとは。

　……外部犯説が、すっかり怪かい奇き現象説にすり替かわっちゃったな。

　キールは固まって動かない二人を置いて、キッチンの中を見て回った。落ちていたお菓か子しを拾った際、カーペットに妙みような粉が付着しているのに気づく。お菓か子しについていた粉砂糖かと思ったが、よく見ると七色に光り輝かがやいている。

　その瞬しゆん間かん、ある可能性が閃ひらめいた。これは、もしかして……そういうことか。いや、勘かん違ちがいかもしれないし、ちゃんと専門家に調べてもらったほうがいいな。

　キールは粉をハンカチで拭ふき取り、たたんでポケットにしまった。そして委縮しっぱなしの二人を振ふり返る。

「日も暮れてきたし、今日はこの辺にしておこうか」

「えっ、もう帰っちゃうのです？」

「は、薄はく情じようだぞ、キール。こんな状じよう況きようでニオを一人で残していくなんて。もし本当にオバケが出たらどうするんだ」

「じゃあ、リアナが泊とまってあげたら？」

「えっ……」

「リアナさん、ぜひ泊とまっていってください！　元騎き士しのリアナさんがいてくれたら心強いのです！　夜もへっちゃらなのです！」

　こちらもすっかり怯おびえてしまったニオが、リアナを逃のがすまいと腕うでに抱だき着つく。リアナは言い出した手前断ることもできず、「あ、ああ、任せておけ」と応じる顔が引きつっていた。墓ぼ穴けつを掘ほるとはこういうことか。華か麗れいなる自じ爆ばくを見た。

「それじゃあ、また明日、朝一で顔を出すから。バイバイ」

　女子二人を残し、キールはあっさり店を離はなれるのだった。




　夕暮れの街を抜ぬけて広場に出たキールは、港方面に続く道を下っていく。

　眼下に見えてくる波は止と場ばには、大小の木造船が停てい泊はくしている。漁船に貨物船、旅りよ客かく船せん。そこから少し手前には、テント式の店が連なる市場が広がっている。

　市場を抜ぬけた先には、灯台のような巨きよ大だいな円柱形の建造物がそびえていた。商人たちが集つどうマーケット・ギルドの拠きよ点てんだ。百貨店も兼かね備えており、一いつ般ぱん客も利用できる。建物の中央は吹ふき抜ぬけで螺ら旋せん階段が延々と続いている。各階に、食料品や衣料品、雑貨、魔ま法ほう道具など種別の販はん売ばいコーナーが設けられている。

　だが、キールの目当ては地下のほう。白熱ランプで照らされた地下フロアにあるのは、鑑かん定てい所を兼かねた中古品店だ。中には店員が一人だけいた。垂れたケモノ耳とふさふさの尻尾しつぽを生やしたイヌ族の少女だった。

「いらっしゃいませぇ。どんなガラクタでもとりあえず買い取る、ワンダフルワークスショップへようこそぉ。何かお探しかね？　それとも買い取りかね？」

「鑑かん定ていをお願いします。このハンカチについている粉なんですけど」

　ハンカチを渡わたす。費用はたいした額ではなかったので自腹を切ることに。

　鑑かん定てい士しのイヌ娘むすめは、受け取ったハンカチに鼻を近づけ、クンクンと匂においを嗅かいだ。それは鑑かん定ていに必要な仕草なのか、それともイヌ族特有の癖くせなのか、あるいは個人的フェチなのか。わからないけど、黙だまって見守る。

　ひとしきり匂においを嗅かいだイヌ娘むすめは、両手の人差し指と親指で、絵え描かきがアングルを決めるときのように窓を作り、粉を覗のぞいた。指で作った四角の窓に、しゃぼん液のようにうっすらと光の膜まくが張る。鑑かん定てい魔ま法ほうの一種だ。物を識別する魔ま法ほうのレンズ。人によってそのスタイルは違ちがうという。手を丸まる筒つつにして双そう眼がん鏡きようのように覗のぞくスタイルの商人を見たこともある。

「わーお、こいつはワンダフル。珍めずらしいね。それだけに一いち目もく瞭りよう然ぜんね。これは……」

　イヌ娘むすめの出した答えは、キールの予想と同じだった。専用の鑑かん定てい器材を使って、より精密な調査もできると言われたが、そこまでする必要はないだろう。別料金になるし。

「ありがとうございました」

「まいどありぃ。またのお越こしを」

　イヌ娘むすめは手と尻尾しつぽを同時に振ふって見送った。

　マーケット・ギルドを出ると、外はすっかり暗くなっていた。市場の人波に混じって歩きながら「さて」とキールは思案する。これで今回の一件の裏は見えた。今からアトリエに戻もどってリアナとニオに教えてもいいけど……。

「明日でいいかな。ネズミもオバケも出ないだろうし」

　それに、少し策を練る必要もある。詰つめをしくじるわけにはいかない。今日一日じっくり考えるとしよう。

　家路につくキールの足取りは軽かった。




　一方、ニオの家に宿しゆく泊はくを余よ儀ぎなくされたリアナは、彼女かのじよの祖母の手料理をお腹なかいっぱいに御ご馳ち走そうになり、お風ふ呂ろもいただいてとてもいい気分だったが、ニオから借りたちんちくりんの寝ね間ま着きに着き替かえて寝ね床どこに着く頃ころには、オバケのことを思い出して気が重くなっていた。

　二階のニオの部屋、一つのベッドの上で仲良く横になる。二人とも目が冴さえてしまい、なかなか寝ね付つけず、揃そろって天てん井じようを見上げていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよね？　オバケなんていないですよね？」

「あ、当たり前だ。モンスターの中にはゴースト系のものがいるが、あれは自然界の精せい霊れい力が穢けがれることで発生する。それに比べてオバケというのは想像の産物にすぎない。根も葉もない噂うわさと同じだ。そんなジャンル、私は決して認めんぞ、決してな」

「もし、モンスターだったら、やっつけちゃってくださいね？」

「えっ……いや、ゴースト系のモンスターは、それはそれで相あい性しようが良くないというか、なんというか。バスターズ・ギルドにいた頃ころも、そういうのと戦うときは魔ま術じゆつ系のサポートがないと厳しいものがあって……べ、別に怖こわいわけではないぞ？　ただ、剣けんが通じない相手というのは分が悪いし、そもそも今の私はアルバイトの身で、剣けんは持ってないし」

　無む駄だに口数が多いリアナ。半分は言い訳だが、しかし実際に相あい性しようというものはある。ゴースト系のモンスターは物理攻こう撃げき主体の戦士系職なら誰だれもが苦手とするところだ。

　では、オバケはどうか？　こっちは完全に生理的に受けつけない。それ以上でもそれ以下でもない。嫌いやなものは嫌いや。怖こわいものは怖こわい。理り屈くつではないのだ。けど、自分を頼たよってくれているニオに対し、情けないところは見せたくはないリアナである。

　そんな中、窓の外から妙みような物音が。

　二人は思わず息を殺した。

「な、何か聞こえませんでしたか？」

「な、何も聞こえなかったと思うぞ」

　気づかなかったふりで通そうとするリアナだったが、すぐにまた音が聞こえた。

　今度ははっきり。中庭のほうから。二人は布ふ団とんを出て恐おそる恐おそる窓から外を覗のぞく。

　工こう房ぼうの窓越ごしに、ぼんやりと光がよぎったのが見えた。慌あわてて首を引っ込こめる。

「ななな、何かいるのです」

「お、落ち着け。見み間ま違ちがいということもある。瞬しゆん間かん的に目が悪くなったのかもしれない」

　無茶な言い訳をしながら、もう一度、頭を出して外を見る。

　工こう房ぼうの中を、ぼんやりと光るものが横切った。窓まど枠わくの右から左へ、左から右へ。ゆらゆらと不規則な動きを見せたかと思うと、すーっと糸を引くように水平に飛ぶ。

「や、やっぱり、何かいるのです」

「こ、ここは、あれだ……放っておくという手もあるぞ。あえて、な」

「でも、泥どろ棒ぼうかもしれません。このままじゃ安心して寝ねれないのです」

「むうぅ……しかたない。ちょっと確認しにいくか。ちょっとだけな」

　不安げなニオの手前、拒こばむわけにもいかず、リアナは立ち上がった。剣けんの代わりに箒ほうきを借りて廊ろう下かへ。ニオが後ろにぴったりとくっつき、寝ね間ま着きの裾すそをつまんでついてくる。

　音を立てないようにゆっくりと階段を下り、息を潜ひそめて中庭に出た。

　工こう房ぼうの窓は閉まっている。ドアにも鍵かぎがかかっていた。誰だれもいないはずだ。

　ニオが鍵かぎを開け、ドアを少しだけ開けて一いつ緒しよに中を覗のぞく。

　暗くてよく見えない。先ほどの怪あやしい光も見当たらない。

「う、うむ。特に異常はないようだ。帰るか」

「奥おくのキッチンも確認したほうがいいのです。リアナさん、お願いするのです」

「えっ……あ、ああ、任せておけ」

　声が上うわ擦ずった。すり足で少しずつ前進するが、亀かめよりものろい。

　そのとき、カタン、と物音がした。

　ビクッと震ふるえるリアナとニオ。凍こおりついて動けずにいると、キッチンのほうがぼんやりと明るくなり、謎なぞの発光体が現れた。宙をふわふわと舞まっている。

「──っ！」

　ニオが口をぱくぱくさせながら、リアナの袖そでをつかむ。

「…………」

　リアナは石のように固まっていた。半分気絶して白目。

　謎なぞの発光体は、工こう房ぼう内をくるくると自由に飛び回って接近してくる。

　ヒッと息を吞のむ二人。その拍ひよう子しに硬こう直ちよくが解けた。悲鳴を上げるのも忘れて脱だつ兎とのごとく逃にげ出す。部屋に駆かけ込こみ、ベッドに飛び込こんで抱だき合うようにして丸くなる。

　震ふるえながら朝を待った。
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　翌、早朝。いつもより早く寮りようを出たキールは、王都一と評判のパン屋に立ち寄り、人気商品のハニートーストを買ってから、アトリエ・フランチェスタへ向かった。

　出で迎むかえたリアナとニオは、目の下に大きなくまを作ってやつれていた。

「どうしたの？　二人とも、げっそりしちゃって」

「で、出た。オバケ、出た」

　キールは「へぇー」と適当に返す。

「さては信じてないな？　本当だぞ、本当に出たんだぞ。私たち二人とも、この目で確かに見たんだ。人ひと魂だまみたいなものが、ぼんやりと浮うかんで、ひゅーって飛んできて」

「そ、そうなのです。ゆらゆらと恨うらめしそうに揺ゆれていたのです」

「うん、まあ、とりあえず工こう房ぼうに行こうか」

　キールが吞のん気きに告げて先に歩いていくと、リアナとニオは顔を見合わせ、不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。まだ中にオバケがいるかもしれないと怯おびえ、逃にげ腰ごし。

　キールは鍵かぎを受け取り、ためらいもなく工こう房ぼうのドアを開けた。

　中は昨日と変わりない。窓から差し込こむ朝日で埃ほこりの粒つぶがキラキラ反射している。

　キールは手て土産みやげを持ち上げて二人に見せ、部屋中に聞こえるように声を張った。

「これ、朝食にと思って買ってきたんだ。ベーカリー・ホーリーナイトの人気商品。ハチミツたっぷりのロイヤル・ハニートースト。外はカリカリ、中はふんわり、一口かじると染しみ込こんだハチミツがジュワーとあふれる贅ぜい沢たくな一品。しつこくない上品な甘あまさと心地ここちよい風味から老ろう若にやく男なん女によ問わず人気を集め、わざわざこれを買うために遠方から来る客も多いとか。お昼前には必ず売り切れるらしいから、この機を逃のがしたら次はいつ食べられるかわからないね」

　十分にアピールして一息つく。こんなところでいいかな。

「キール、どうしたんだ？　急に宣伝部長よろしく語りだして」

「まあ、気にしないで。ところで、ニオ。朝食の前に一仕事頼たのめるかな？　ちょっと作ってもらいたいものがあるんだけど」

「はい、なんでしょう？」

「何も言わずに聞いてほしいんだけど、実は……」

　ごにょごにょと軽く事情を説明。話を聞いたニオは目を丸くし、「わかりました」と小さく頷うなずいて調合を始めた。リアナは一人、不可解そうに首を傾かしげる。

「何を頼たのんだんだ？」

「すぐにわかるよ。とりあえず見守ろう。目を離はなさなければ、大だい丈じよう夫ぶ」

　ほどなくして調合は完かん了りようした。問題なく無事に成功。完成した薬品の入った小こ瓶びんを受け取ったキールは、ハニートーストが入った紙かみ袋ぶくろをテーブルに置き、折おり畳たたまれた封ふうを開けて中にこっそりと薬品を振ふりかけ、また封ふうを折った。よし、準備完かん了りよう。

「さあ、お茶を準備しよう。ほら、二人も手伝って」

　リアナとニオの背中を押おし、キッチンに誘ゆう導どうする。

　キッチンに入ると「しぃー」と指を立てて何もせずに時間が経たつのを待つ。

　そのうち、工こう房ぼうのほうからガサゴソと物音がした。リアナがぎくっとする。ニオは緊きん張ちようした面おも持もちで黙だまっていた。しばらく音が続いたのち、静かになる。

「もういいかな。行こう」

　工こう房ぼうに戻もどると、テーブルに置いてあったハニートーストの紙かみ袋ぶくろが破けていた。その破けた穴から、足が出ている。とても小さな人の足だ。キールは指でつまんで持ち上げる。

「こいつが、今回の一件の原因……犯人だよ」

　逆さまにぶら下がったのは、よだれを垂らして眠ねむりこけている小人──妖よう精せいだった。




　眠ねむっている妖よう精せいを瓶びんに入れて蓋ふたをし、空気穴を開ける。妖よう精せいは熟じゆく睡すいしていて、まったく目を覚ます様子がない。ハニートーストは角から少しだけかじられていた。妖よう精せいにはそれだけでも十分な量だったのだろう。お腹なかがぷっくりと膨ふくれている。

「薬がよく効いているみたいだね」

　ニオに作ってもらった睡すい眠みん薬やく。本来は不ふ眠みん症しように悩なやむ人用の睡すい眠みん導入剤ざいらしいが、今回は少し効き目を強くしてもらった。相手は体の小さな妖よう精せいだから、それだけで効果テキメン。

　ニオとリアナが顔を並べ、瓶びんを覗のぞく。妖よう精せいはだらしない寝ね顔がおをさらしている。

「今までの失敗は、この子の仕業だったのです？」

「状じよう況きよう的に考えて、まず間ま違ちがいないだろうね。ニオのスランプでもなければ、ネズミやオバケの仕業でもない、妖よう精せいの悪戯いたずらだったってこと。二人が見たっていう怪あやしい光も、こいつだと思うよ。妖よう精せいの鱗りん粉ぷんは暗いところだと光るから」

「なんて人ひと騒さわがせなやつだ。こいつめ、起きろっ！」

　腹を立てたリアナが瓶びんをつかんで乱暴に振ふった。

「──うにゃ？」

　妖よう精せいが目を覚ます。寝ねぼけ眼まなこで周りを見る。自分の置かれている状じよう況きようを理解するのに少し時間を要していた。そして理解した途と端たん、「やばっ」と呟つぶやいて飛び立とうとしたが、瓶びんの蓋ふたに頭をぶつけて落下した。「あぅぅ」とたんこぶを押おさえてうずくまる。忙いそがしいやつ。

「さて、どうしてくれようか」怒いかりと恨うらみを込こめてリアナが睨にらむ。「まずは逃にげられないように羽をむしって、この瓶びんの中をミミズでいっぱいにしてやろうか」

「わーっ、やめてやめて気持ち悪いっ。ミミズ、ダメ、絶対！」

「正直に認めるんだな？　ニオの調合に悪戯いたずらしていたことを」

「認めます認めますボクがやりましたごめんなさい。だから羽はむしらないでミミズも入れないでここから出して！　お願いしますこのとおりですから！」

　妖よう精せいは瓶びんの中で土下座した。

「ふんっ、出した途と端たん、逃にげる腹積もりだろう。そうはいかんぞ」

　リアナは完全に目が据すわっている。調合に悪戯いたずらしていた件はもちろん、昨晩の件を根に持っている様子。

　一方のニオは、今のところ怒おこった様子はない。

「あなた、お名前は？　どうして悪戯いたずらなんてしたのです？」

「ボクは、キットカット。悪戯いたずらは、ほんの遊び心というか、出来心で」

　キットカットはあっさり白状した。行商人の荷物に紛まぎれて王都に来た彼かれないし彼女かのじよ（妖よう精せいに性別はない）は、食べるものに困ってさまよっていたとき、この工こう房ぼうで調合の合間におやつを食べているニオを見かけた。こっそりと中に忍しのび込こんでお菓か子しを頂ちよう戴だいしたキットカットは味を占しめ、そのまま屋根裏に住み着き、隙すきを見てはお菓か子しを拝借していたらしい。そして面おも白しろ半はん分ぶんで調合に悪戯いたずらし、ニオが困ったり慌あわてたりする様子を見て楽しんでいたという。

「ふざけるなッ」声を荒あららげたのはリアナのほう。「お前のせいで、店の信用が失われるところだったんだぞ！　ニオがどれほど大変な思いをしたか、わかってるのか！」

「ご、ごめんなさい。そんな大事になっているなんて、知らなかったから」

「知らなかったではすまされん！」

「もういいのです、リアナさん」

「しかしな、ニオ……ん？　ど、どうした？」

　リアナが慌あわてて覗のぞき込こむ。

　ニオは涙なみだをこぼしていた。

「あ、あれ？」本人も驚おどろいている。「なんだか、ホッとしたら気が抜ぬけちゃって……ちゃんと原因がわかって、よかったのです。本当に……よかったぁ」

　ぺたんと座り込こむニオ。涙なみだは止まらない。張はり詰つめていたものが緩ゆるんだのだろう。でも我が慢まんの必要はない。嬉うれし涙なみだなら、なおさら。

　不意に、ぐぅ～とお腹なかが鳴って、ニオは泣きながら赤面した。

「えへへ、安心したら、お腹なかが空いちゃったのです」

　恥はずかしいのを誤ご魔ま化かすようにハニートーストにかじりつく。

「あ、ニオ、それは……」

「え？　あ……ふにゃぁ」

　本人自作の睡すい眠みん薬やくは効果絶大だった。ニオはあっという間に眠ねむりに落ち、倒たおれそうになるのをキールとリアナは一いつ緒しよに支えた。

　すやすやと寝ね息いきを立てるニオは、心なしか微笑ほほえんでいる。

　きっと、いい夢を見ているに違ちがいない。
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　後日、キールとリアナが昼休みを利用してアトリエ・フランチェスタに行くと、店先で元気にお客を見送るニオの姿があった。その肩かたには、妖よう精せいキットカットが乗っている。

「こんにちは、ニオ」

「あっ、こんにちは、キールさん、リアナさん」

　ニオの表情は明るい。一回り大きくなったようにも感じる。

「おい、キットカット。ちゃんと役に立ってるか？」

「もちのろん、ボクがいればこの店は安あん泰たいさ。妖よう精せいは幸運を運ぶんだから」

　キットカットは迷めい惑わくをかけたお詫わびにニオの手伝いをすることになった。もっとも、その小さな体では、できることも限られているだろうけど。

「あまり調子に乗るなよ？」リアナが釘くぎを刺さす。「許してくれたニオに感謝しろ。私だったら瓶びん詰づめのまま裏の川に投げ捨てていたぞ。本当に、ニオは心が広いな」

　オバケ騒そう動どうのことを根に持っているようで、キットカットには厳しく当たる一方、ニオには優やさしく笑いかける。

　ニオは「そんなことないのです」と悪戯いたずらっぽく笑い返した。

「迷めい惑わくをかけられた分、ただでこきつかってやるのです」

　たくましい子。さすが、店を背負っているだけはある。

　と、そこへお客さん。この間の三さん角かく帽ぼう子しの少女だった。

「ちわー。おや？　なんだか晴れ晴れしてるね。この前とは別人みたいだ」

「あ、その節は失礼しました。調合のご依い頼らいでしたら、承うけたまわっているのです」

「そう？　なら、お願いしよっかな……ちょっと思おも惑わくと外れちゃったけど」

「何か、お困りのことでも？」

「いやいや、こっちのことさ」

　三さん角かく帽ぼう子しの少女は陽気に笑う。白い八や重え歯ばがきらりと光る。

　商売の邪じや魔まをしちゃ悪いな。キールとリアナは帰ることに。

「それじゃあ、僕ぼくたちはこれで。様子を見に来ただけだから」

「はい、いろいろとありがとうございました。またいつでも来てくださいね」

　ニオは深々とお辞じ儀ぎをすると、客の少女を店の中へ案内する。

　キールとリアナは窓越ごしに少し様子を窺うかがった。妹を見守る兄と姉のように。

　二人の目に映るのは、気弱でおどおどした少女ではなく、自信を持って働く一人前の錬れん金きん術じゆつ師しの姿だ。

　ニオにとって錬れん金きん術じゆつ師しの道は、代々続く伝統として必然的に受け継ついだもので敷しかれたレールだったはず。けれど、彼女かのじよは自分の意思でその道を歩むことを決めた。流されるのではなく選せん択たくした。敷しかれたレールを自分の道に変えた。

　……僕ぼくなんかより、ずっとちゃんとしてるな。

　キールは頭が下がる思いだった。職との向き合い方、責任と覚かく悟ご、今回の一件では、ニオから学ぶことが多かった。ホント、見習わなくては。

「一件落着、だな」リアナが嬉うれしそうに振ふり返る。「それにしても、キール。よく妖よう精せいの仕業だと見み抜ぬいたな。鱗りん粉ぷんで気づいたそうだが、一目見てわかるものなのか？」

「まあ、その、昔の知り合いに妖よう精せいをお供にしてた人がいたからさ。それより、僕ぼくらもそろそろ戻もどろう。昼休みが終わる前に戻もどらないと、班長に叱しかられる」

「そうだな……と、わわっ」

「え？　うわわっ」

　歩き出そうとしたところ、二人同時に足がもつれ、折り重なるようにして倒たおれた。

　密着。顔が急接近。上に重なったリアナが真っ赤になって「すすすすまんっ」と慌あわてて離はなれようとしたが、何かに足を取られて尻しり餅もちをつく。それにキールが引っ張られ、今度は逆にリアナを押おし倒たおす格好となった。「ごごごごめんっ」と急いで起き上がろうとするが、三度足を取られて抱だき合うように倒たおれる。

　さすがにおかしい。

　足元を見ると、互たがいの靴くつ紐ひもが結び合わされている。

　慌あわてふためく二人を見て、妖よう精せいがけらけらと悪戯いたずらに笑っていた。
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　王都のシンボルの一つである教会の大聖堂には、麗うるわしの聖母像がまつられている。色鮮あざやかなステンドグラスを背景に、すべてを包み込こむような慈じ愛あいの笑えみを浮うかべ、訪れる者に神秘と癒いやしを与あたえてくれる。

　その聖母像のもとで《聖職者》の少女が一人、箒ほうきを手に掃そう除じをしていた。端はしから端はしへ、隅すみから隅すみへ。ずらりと列を成す長なが椅い子すの下も丁てい寧ねいに。実に真面目な仕事ぶりである。誰だれも見ていないのだから、楽をしようと思えば、いくらでもできるだろうに。

　いや、聖母像が見守っている。少女はその視線を無視できない。ただし、それは信しん仰こう心からくるものではなかった。では、何か。それは少女自身も言葉では表現しにくい。

　しいて言えば、職業病のようなものだろうか。

「……ふぅ」

　聖母像の眼まな差ざしを感じながら、少女はひっそりとため息を漏もらし、掃そう除じを続ける。一か所にまとめたゴミをちり取りで集め、ゴミ箱に入れると、思い出したように長なが椅い子すに置きっぱなしになっている新聞や雑誌を回収した。ミサに来た人たちが忘れていくのだ。

　ある雑誌が目を引く。大衆向けの芸能誌だった。

　歌い手や踊おどり子など、芸能職の人気スターが表紙を飾かざっている。

　教会という場には到とう底ていそぐわない代しろ物もの。

　そして、聖職者にはまず縁えんのない世界。

「……っ」

　少女は表紙を開こうとして思いとどまる。聖母像の視線を避さけるように背を向け、雑誌をゴミ箱に入れた。裏の焼しよう却きやく炉ろへと運ぶ。

　赤々と燃える火の中にゴミを投げ入れていく。最後に雑誌を手に取った。少し迷うが、結局一ページも開くことなく投げ入れた。黒く焦こげ、白い灰と化していく雑誌を見ながら、少女は未練がましく唇くちびるを嚙かむのだった。
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「それでは、三日後の納品でよろしいですね？」

「うん、お願い。領収書はハローワーク・ギルドで」

　雨上がりの昼下がり、キールはクレア班長から仕事用具の発注を頼たのまれ、アトリエ・フランチェスタに来ていた。支し払はらいをすませ、領収書と引ひき換かえ証を受け取る。

「ところで、ニオ。その大荷物は何？」

　キールはカウンター横に目を向ける。木箱や荷に袋ぶくろがたくさん積まれていて、店に入ったときから気になっていた。

「これですか？　教会から依い頼らいされた品で、これから届けに行くのです」

「それ、全部一人で？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大だい丈じよう夫ぶなのです。いつもよりは、ちょっと多いですけど」

　ニオは袖そでをめくり、自分の体よりも大きな荷に袋ぶくろを背負う。重すぎて「ふわわっ」とふらついていた。大だい丈じよう夫ぶ……には見えない。

　キールは肩かたに手を添そえて支えてあげる。ニオは恥はずかしそうに目を伏ふせて「あ、ありがとうございます」と消えそうな声でお礼を言った。

「運ぶの、手伝おうか」

「そんな、悪いのです」

「遠えん慮りよしなくていいよ。サボる口実にもなるしね」

「いいんですか？　そんなこと言って。リアナさんに告げ口しちゃいますよ？」

「それは勘かん弁べん……まあ、冗じよう談だんはさておき、ついでだからさ」

「それじゃあ、お言葉に甘あまえて、お願いするのです……行くよ、キットカット」

　ニオが上を見上げて声をかけると、天てん井じようから「ほーい」と返事があった。

　回転照明のプロペラに寝ねそべっていた妖よう精せいが、ひらりと舞まい降おりてくる。

「よぉ、キール。今日はリアナと一いつ緒しよじゃないんだね。よかったよかった。なんでか知らないけど、ボクのこと目の敵にしてるんだよな。ボクの可愛かわいさに嫉しつ妬としてるのかな？」

「もっと他に心当たりがあるんじゃないのか？」

「さあ、どうかな。ほら、ボクって過去は振ふり返らない妖よう精せいだからさ。それより教会に行くんでしょ？　さっさと出発するよ」

　調子のいいことを言って、キットカットはニオの頭の上にちょこんと乗る。小生意気なこの妖よう精せいは、すっかり店主の相棒気取りだ。

　ニオは家の奥おくにいる祖母に声をかけ、店番を頼たのんで外に出た。

　昼前に降った雨は通り雨で、もう空は晴れ渡わたっていた。濡ぬれた石いし畳だたみの道を歩く。空気は雨の残り香がを含ふくみ、道みち端ばたの濡ぬれた草花が陽光を浴びようと背を高くしていた。

　目指す教会は、そう遠くない。立ち並ぶ民家の屋根越ごしに大聖堂の尖せん塔とうが見えている。頂上の大きな鐘かねが日差しを反射して輝かがやいていた。

　教会の敷しき地ちに近づくにつれ、子供のはしゃぐ声が聞こえてきた。柵さく越ごしに見えた芝しば生ふの公園で幼い子供たちが走り回っている。

「ここって教会の敷しき地ちだよね。子供が入はいり込こんでるみたいだけど、いいのかな？」

「教会は、養護施し設せつや託たく児じ所も兼かねていますから」

「へぇ、そうなんだ」

「他にも、お年寄りの介かい護ごや炊たき出しなども行っているのです。他のギルドと違ちがって、王国が出資している公共の機関で、街の福ふく祉し事業の中心なのです」

「ふーん、ニオは物知りだね」

「これくらいは常識なのです。キールさんって、意外と箱入りなのです？」

「いや、恥はずかしながら、無知なだけだよ」

　知る機会も必要もない環かん境きようにいたのは確かだ。あの屋や敷しきでの生活も、それ以前も。そういう意味では、箱入りと言えなくもないのかもしれない。

　柵さくに沿って道を迂う回かいしていくと正門が見えてきた。入って正面に大聖堂がそびえ、左右と奥おくに石造りの建築物が並んでいる。ニオが言っていた児童福ふく祉しや老人介かい護ごの施し設せつだろう。

　ニオは大聖堂の横を回って裏手に向かう。その先には、外を歩いているときに見えた芝しば生ふの公園があった。子供たちの姿もある。

　公園横の平屋の施し設せつから、一人のシスターが出てきた。

　ベールをかぶった修道服姿の少女。清せい楚そで落ち着きのある立ち姿。年の頃ころはキールと同じか少し上といったところ。

「こんにちは、シスター・マリナ」ニオが小さく会え釈しやくした。

「こんにちは、ニオさん」シスターは穏おだやかに微笑ほほえむ。「あら？　今日は可愛かわいらしいお友達を連れていますね」ニオの頭の上に乗っていた妖よう精せいに気づき、続いてキールを見る。「それにこちらは……お婿むこさんですか？　これでアトリエも安あん泰たいですね」

　聖職者も冗じよう談だんを言うんだな、とキールは思った。

　隣となりのニオは真まに受けたのか、あたふた取り乱す。

「ちちち、違ちがうのでしゅっ」嚙かんでいた。「こ、こちらは、ハローワーク・ギルドのキールさんなのです。お婿むこさんだなんて、そんな贅ぜい沢たくな……わたしにとっては、お兄ちゃんのような人なのです……あ、いえっ、もしお兄ちゃんがいたらこんな感じかなってわたしが勝手に思っているだけなので、だから、その、えと……」

　あわあわしながら、ちらっと見上げるニオ。目が合うと耳まで一気に赤くなり、慌あわてて顔を伏ふせて縮こまる。

　なんだ、この可愛かわいい生き物。抱だっこして撫なでまわしたい。

　キールは込こみ上げてくる衝しよう動どうを堪こらえて紳しん士し的に微笑ほほえみ返した。

「ありがとう、ニオ。僕ぼくもニオみたいな妹なら大だい歓かん迎げいだよ」

　これからはお兄ちゃんと呼んでくれ、とまで口にする勇気は、さすがにないな。

　ニオは両りよう頰ほおに手を添そえ、ふにゃふにゃと身をくねらせる。表情は締しまりがなく、にやけが止まらない様子。思いのほか好意的に受け取ってもらえたようだ。

　忘れないうちにシスターへご挨あい拶さつ。

「はじめまして。キールです。ハローワーク・ギルドの事務員をしています」

「まったく、肝かん心じんのボクを忘れるなんて」キットカットが割り込こんだ。「アトリエ・フランチェスタの看板妖よう精せい、キットカットと言ったら、このボクのことさ。ボクがいればこそ、安あん泰たいの二文字があると言っても過言ではないね。そこのところ、よろしくぅ」

　シスター・マリナは「はじめまして」と二人に平等に微笑ほほえみかける。

「わたくしは、マリナ・ミスティスと申します。見ての通り、教会の聖職者です」

　遊んでいた子供たちが、こちらに気づいて駆かけ寄ってきた。まだ四つか五つぐらいの子ばかりである。養護施し設せつや託たく児じ所、老人介かい護ごなどを兼かねているということは、聖職者という職には保育士や介かい護ご士といった仕事も含ふくまれているのか。

「まりなさまー」一番に駆かけてきた女の子が、マリナの腰こしにきゅっと抱だき着ついた。「このひとたちだれー？　まりなさまのおともだちー？」

「ええ、そうですよ。ニオさんとキールさん、それにキットカットくん」

「きっと？」女の子はつぶらな瞳ひとみをぱちくりさせ、妖よう精せいに気づくと嬉うれしそうにぴょんぴょん跳はねた。「あっ、なんかいるーっ。ちっちゃいの、ちっちゃいの」

　他の子供たちも集まってきて、あっという間にニオを取り囲んだ。

「ぼく、しってるよ。ようせいっていうんだよ」

「ほんとだー、えほんでみたのとおんなじだー」

「ようせい？　はじめてみた。すごいすごーい」

　近くで見ようと群がる子供たち。ニオは動くに動けず「ふわわっ」と戸と惑まどうばかり。

「みんな、いけませんよ」マリナが助け舟ぶねを出す。「ニオさんたちは、まだお仕事の途と中ちゆうなんです。邪じや魔ましないように、あっちで遊んでいてください」

「えー、もっとようせいみたーい」

「ようせい、ようせい」

「きっと、かっと、きっと、かっと」

　子供たちはなかなか素す直なおに言うことを聞いてくれない。初めて目にする妖よう精せいに興奮しているのだろう。マリナも困り笑え顔がおだ。

　見るに見かねたのか、キットカットがピューンと飛び立った。

「やれやれ、人気者はつらいなー。まあ、しかたないよね、ボクだからね。だけど名前ぐらいちゃんと呼んでほしいな。きっと、かっと、じゃなくて、キットカットだよ。しっかり覚えてくれたまえ、ボクのファンたち」

「わー！　とんだとんだ！」

「ようせい！　ようせい！」

「きっと！　かっと！　きっと！　かっと！」

「だから、キットカットだってば……うわっ」

　子供たちが手を伸のばす。加減知らずで鷲わし摑づかみにする勢い。キットカットは慌あわてて宙返りをして避さけ、距きよ離りを取った。

「ちょっ、危ないっての！　そんな乱暴にしたら羽がしわくちゃになっちゃうだろ！」

　子供たちはキャッキャと声を上げて楽しそうに追いかける。まるで聞いちゃいない。

「うわーっ、ニオ、助けてぇ！」

「今のうちに運んじゃうのです」

　あっさり見捨てるニオだった。

　マリナの案内に従い、施し設せつ内へ荷物を運び入れる。

　受け取りの確認サインをもらって外に出ると、キットカットと子供たちの鬼おにごっこはまだ続いていた。子供たちはキラキラ笑え顔がおで楽しそうだが、キットカットは必死の形相だ。空中を走るように足をばたつかせて飛んでいた。

「勘かん弁べんしてよぉ、もぉ」

　さすがに体力の限界か、ふらふら飛んできてマリナの胸にぶつかる。小さな体が大きな谷に埋うもれて隠かくれる。

「ふもっ……こ、これは、ボク史上最大級のふかふか……はわわぁ～、癒いやされるぅ」

「こ、こらっ、キットカット」ニオが羽をつまんだ。「すみません、とんだ失礼を」

「いいえ」マリナは笑って許す。「子供たちと遊んでくれてありがとう、妖よう精せいさん」

「ん？　まあね、ボクの魅み力りよくをもってすれば、お子ちゃまなんてイチコロだからね」

「調子に乗らないのっ。ほら、もう帰るよ」

　ニオはキットカットの頭を指で軽く突つき、ポシェットに入れた。

　子供たちはテンションがた落ち。残念そうだ。人気を集めたのは確からしい。

「では、シスター・マリナ。これで失礼するのです」

「ええ、次もよろしくお願いします」マリナはキールとニオに会え釈しやくし、キットカットに微笑ほほえみかける。「妖よう精せいさんも、いつでも遊びに来てくださいね。子供たちも喜びますから」

「ん……まあ、考えておくよ」

　キットカットは照れていた。

　シスター・マリナと子供たちに見送られ、教会をあとにする。子供たちに寄り添そうマリナの姿は、聖母のような慈じ愛あいに満ちていた。




　ハローワーク・ギルドに戻もどると、リアナがロビーの掲けい示じ板ばんにポスターを貼はっていた。脚きや立たつに乗って手を伸のばし、画が鋲びようで留めようとしている。

　なんか危なそう。足を踏ふみ外はずしたりしないといいけど。

「おお、キール、おかえり……わわっ」

　振ふり返ったリアナは、さっそく足を滑すべらせた。

　やっぱりそうなるか。予測していたキールは難なくお姫ひめ様抱だっこで受け止める。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ。すまない」

　恥はずかしそうに目を逸そらすリアナを下ろし、散らばったポスターを一いつ緒しよに拾う。

　ポスターには、歌い手の女性が描えがかれていた。下にはギルド名が記されている。

「カーニバル・ギルド？」

「ああ、今度イベントをやるみたいで、その告知とスタッフ募ぼ集しゆうの知らせだ。準備に手が足りていないらしい」

「へぇ、イベントか。面おも白しろそうだね……あ、でも、平日の昼間か」

「仕事で行けそうにないな。キールは、今までイベントを見たことは？」

「いや、聞いたことがあるぐらいかな」

「私は小さい頃ころ、サーカスとミュージカルに連れて行ってもらったことがある。特に奇き術じゆつ師しのトリックはすごかったぞ。家に帰ってよく真ま似ねしたものだ。スティックを花束に変えようとしたり、シルクハットからハトを出そうとしたり、飼っていた猫ねこを犬に変えようとしたり。もちろん、種も仕し掛かけも知らないから、できるはずもなかった。仮に知っていても、私のような不器用人間には無理だろうけど」

「まあ、職しよく才さいのスキルもあるだろうけど、向き不向きもあるからね。特にこういう芸能職の世界って、才能が求められるだろうし」

「うむ、クレア班長も言っていた。職しよく才さいは資質にすぎず、その人の才能や人生を決めるものではない。職の道は人それぞれ、職しよく才さいに準じる道もあれば、個人の才能、あるいは、努力で開ける道もある。可能性は常に開けているのだ、と……私の場合、奇き術じゆつ師しより道どう化け師しのほうが向いているかもしれないと褒ほめてくれたぞ」

　それ、褒ほめ言葉じゃないよ。からかわれたんだよ。

　でも、リアナには通じなかったみたいだな。愚ぐ直ちよくというか天然というか。本人は前向きに受け止めているみたいだから、指し摘てきしないでおこう。

「さあ、ポスターを貼はっちゃおう。僕ぼくが押おさえておくよ」

「ありがとう。助かる」

　協力して作業開始。

　キールは脚きや立たつを押おさえながら、何気なく上を向き、固まった。目の前でリアナのスカートが無防備に揺ゆれる。完全にアウトな角度。み……見える。

「あ、あのさ、リアナ。やっぱり、僕ぼくが貼はるよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。任せてくれ。私だってこれぐらいは」

「いや、そうじゃなくて、その……」

「うん？　どうかしたのか？」

　下を向いたリアナは、目のやり場に困っているキールを見て首を傾かしげる。すぐさま事情を察したようで、慌あわててスカートの裾すそを押おさえた。一気に赤面。湯気が立ちそうな勢い。

「や、やっぱり、代わってもらおうかな」

「う、うん。それがいいね。そうしよう」

　場所を変わり、ぎこちない空気のまま作業を続ける。

　そんな二人を、クレア班長がデスクから生温かい目で見守っていた。
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　週末、仕事は休みで用事もなかったキールは、昼前に買い物をしに出た。

　中央広場では、毎週末にバザールが開かれる。マーケット・ギルドの商人をはじめ、一いつ般ぱんからもフリーマーケット形式で参加可能だ。バザール以外でも様々な催もよおし物ものの場として利用されることがあり、数日後に開かれるカーニバル・ギルドのイベント会場にもなる予定。

　キールは適当にぶらぶらと見て回った。特に欲ほしいものはないけれど、見回っているだけでも楽しいものだ。買い物のほうは、日用品を少し補ほ充じゆうするぐらい。食事はギルドや寮りようの食堂で済ませているから、食料品は特に必要じゃない。

　仮設の青空古書店があった。店先の棚たなに古雑誌が並んでいる。芸能誌やゴシップ誌の類。

　森の屋や敷しきに引きこもっていた頃ころはもちろん、実家で暮らしていたときも、この手の雑誌を目にする機会はなかった──許されなかったから、単純に興味はある。

　ある表紙が目につき、足を止めた。

『　ブラックギルドに御ご用心。こんなに危ない〝闇やみ職しよく〟の実態　』

『　知っていれば怖こわくない、素人しろうとでもわかる暗黒石の見分け方　』

　所しよ詮せんはゴシップ誌、たいしたことは書いていないだろうと思いつつも、気づくと手に取って立ち読み客に混じっていた。

『闇やみ職しよくの誕生は三百年前、帝てい国こくが戦力増強のため、魔ま界かいアビスの呪じゆ力りよくを利用し、職しよく才さいの強化を図ったことで生まれた。狂戦士バーサーカー、死霊術師ネクロマンサー、暗殺者アサシンなど、それらは強ごう悪あくな力を持つ一方、人の心の闇やみを肥大化させ、精神の暴走〝闇やみ堕おち〟を起こす危険をはらんでいた。戦争終結後、闇やみ職しよくは禁きん忌きとされ、現在まで排はい除じよ活動が続けられているが、幾いく度どとなく大きな犯罪や事件の火種となり、人々から忌いみ嫌きらわれている。それでも手を出す者は後を絶たず、闇やみ職しよくたちの集団〝ブラックギルド〟の存在が確認されるなど、根深い社会の病根となっている』

『魔ま界かいアビスの呪じゆ力りよくを宿す魔ま石せき、それが暗黒石である。人の欲望、心の闇やみに感応し、闇やみ職しよくへと転じさせる。形や大きさは一いつ般ぱん的な水すい晶しようと大差ない。色は濁にごった黒色。黒曜石と間ま違ちがえやすく見た目で判別するのは難しい。表面が傷つくと黒い魔ま力りよくの靄もやが出るのが特とく徴ちよう。少々なら触ふれても問題ないが、なるべくなら間接的に、道具を使って確かめるのがいいだろう』

　意外と真面目な記事だ。後半は、戦争時の逸いつ話わや闇やみ職しよく絡がらみの事件を引き合いに出し、その危険性を指し摘てきしている。たった一人の闇やみ職しよくの前に町一つが一夜で陥かん落らくしたとか、森を一いつ瞬しゆんで焼け野原にしたとか、海を割って逃とう走そうしたとか。

　それは、決して大げさな話ではない。闇やみ職しよくの力を実際に目にしたことのある者ならば、嫌いやというほどわかるはずだ。

　とは言え、この程度の情報は世に溢あふれている。知ろうと思えば知れること。

「おーい、キール」

　不意に声をかけられ、ギクッとして雑誌をもとに戻もどした。

　頭の上に、ちょこんと何か乗る感かん触しよく。見なくてもわかる。

「なんだ、キットカットか……はぁ」

「なんだとはなんだっ。これ見よがしにため息ついてっ。失礼しちゃうなっ」

「騒さわがしいんだよ、お前は。こんなところで何してる？」

「そっちこそ、一人で何してんのさ。リアナは一いつ緒しよじゃないの？」

「今日は休みだからな。今は買い出しの途と中ちゆうだ」

「うわー、せっかくの休日を一人で過ごすとか、寂さびしいやつー。友達いないの？」

「ほっとけ。お前だって一人だろ」

「ボクはニオと一いつ緒しよ……だったんだけど、この人混みではぐれちゃってさ。さっきから捜さがしてるんだけど、見つからないんだよね。ニオ、ちっちゃいからなー」

「お前が言うな」

「飛びっ放しで疲つかれちゃったから手伝ってよ。どうせ暇ひまでしょ？」

　キットカットは頭の上で胡坐あぐらをかいた。一言余計なやつだ。でも、事実一人ぼっちで暇ひまなので否定できないまま、キールは古書店を離はなれ、歩き始めた。

　ニオを捜さがしてバザールをもう一ひと巡めぐり。昼時で屋台が開き始めている。おいしい匂においにつられてふらふら飛んでいきそうになるキットカットを何度もつまんで引き止めながら歩くことしばらく、人波の中にニオを発見した。頭しか見えなかったが、四つ葉の髪かみ飾かざりでわかった。

「あっ、いたいた！　おーい、ニオー」

　キールの頭を蹴けって水平飛行で一直線のキットカット。しかし、横から出てきた少女とぶつかった。頭から少女の胸に埋うもれ、足しか見えなくなる。

「ふもっ……こ、これは……？」

　もぞもぞして谷間から顔を出したキットカットは、少女を見上げて「あれ？」と不思議そうに首をひねった。

　追いついたキールは「すいませんでした」と保護者よろしく頭を下げる。

「おい、お前も謝あやまれ、キットカット。いつまでそこにいる気だ」

　つまみ出そうにも、場所が場所だけに下手に手が出せない。

　キットカットは「うーん」と唸うなると、再び少女の胸に顔を埋うめて、すりすり。

　ちょっ、こいつ、なんて羨うらやましい……じゃなくて、セクハラで訴うつたえられるぞ。

「この張りと柔やわらかさ、もしかして、いや、やっぱり……シスター・マリナ？」

「ふぇっ!?」

　少女は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　キットカットよ、それはない。少女にはシスターの要素が一つもない。派手な化け粧しようで目元にはピンクのアイシャドウ。唇くちびるはグロスでキラキラ。髪かみ型がたはポップなポニーテール。服は丈たけの短いシャツでおへそ丸出し。ショートパンツから健康的な生足が伸のび、ヒールの高いサンダル靴くつを履はいている。イヤリングやブレスレットなど、アクセサリ類もたくさん。

　どこからどう見ても、聖職者にはほど遠い。

「ひ、人ひと違ちがいじゃない？」

　少女も否定する。なぜか、声が上うわ擦ずっていたが。

　キットカットは「いやいや」と自信ありげに首を振ふった。

「このふかふかおっぱいは、シスター・マリナだよ。おっぱいソムリエの職しよく才さいを極めたボクが言うんだから、間ま違ちがいないってね！」

　そんな職しよく才さいは存在しない。

　しかし、しばらく見ていると、なんとなく面おも立だちが似ている気もしてきたな。修道服を着せてベールをかぶせれば……ふむ。

「シスター・マリナ？」段々とそう見える不思議。「え？　でも、その格好は……」

　次の瞬しゆん間かん、少女は右手でキールの口を押おさえ、左手でキットカットを捕つかまえた。

　そして二人に微笑ほほえみかけた。

「……君たち、ちょっと場所を変えよっか？」

　その笑え顔がおは、先日教会で見たものと同じだった。目が笑っていない点を除けば。

　キールは胸むな倉ぐらをつかまれ、キットカットは鷲わし摑づかみにされたまま、路地裏へと連行。壁かべを背に立たされた。

　少女はため息をつき、冷めた目を二人に向ける。

「あーあ……まさか、おっぱいでばれるとはね。困った妖よう精せいさんだこと」

「え、えーと、シスター・マリナ、だよね？」

「大正解よ、キットカットくん。でも、言い当てたのは大きな間ま違ちがいね。君のおかげで、あたしはすっごくまずいことになっちゃった。休みの日にこんな格好して出歩いているなんて知られたら、いろいろ面めん倒どうなの。わかるかな？　わかるよね？　さて、そこで……わたくしは、あなた方お二人に、どう対処すればよろしいですかしら？　うふふふふ」

　砕くだけた口調から、最後だけ聖職者口調に変わって微笑ほほえむマリナ。背中には黒いオーラが漂ただよっている。聖母のような笑え顔がおの裏に、思いもよらない本ほん性しようを見た。

　これは、あれだ、思いっきり地じ雷らいを踏ふんだな、キットカット。それも特大級のやつ。特大級のおっぱいだけに……いや、上う手まいこと言っている場合じゃない。ていうか上う手まくない。

「ボ、ボク、誰だれにも言わないよ。キールも言わないよね？　ね？」

「あ、ああ。もちろん」

　言ったら最後、ただじゃすまないだろうさ。それ以前に、無事にここから帰れるかどうかも怪あやしいぞ。まったく、何が幸運を運ぶ妖よう精せいだ。僕ぼくまで巻き込こみやがって。

「うふふ、ありがとう。でも、つい口が滑すべっちゃう、なんてことがないように、念には念を入れておかないと……ね？」マリナは黒い笑えみを浮うかべた。「うーん、そうだなぁ……キットカットくんは、ニオさんのお店を手伝ってるんだっけ？　教会は昔から彼女かのじよのお店をひいきにしてるんだけど、仮にキットカットくんがうっかり余計なことを口走ったりしたら、お店に迷めい惑わくがかかっちゃうかもしれないね？」

「うっ……！」前科持ちのキットカットは一気に青ざめる。「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　絶対誰だれにも言いません！　妖よう精せい、噓うそつかない！」

「いい子ね。それじゃあ、キットカットくんは交こう渉しよう成立。君は今日、誰だれにも会わなかったし何も見なかった……よろしくて？」

　しっかりと釘くぎを刺さしてから手を離はなすマリナ。天使のような悪あく魔まの笑え顔がお。

「あー、ボク、ニオを捜さがしてたんだったー。早く見つけないとなー。こんなところを捜しても野の良ら猫ねこぐらいしかいないしなー。まったく、どこに行っちゃったのかなー」

　キットカットは棒読みで言って、そそくさと広場のほうへ飛んで逃にげる。残されたキールを見向きもしない。あの野や郎ろう、自分だけ先に逃にげやがって……。

　恨うらみ節を思うキールに、マリナが両手で壁かべドンしてきた。

「さて、君はどうしよっか？」

「別に言いふらしたりしませんよ。守秘義務は守ります」

「どうかしら。こういうときは、今みたいに弱みの一つでも握にぎっておかなきゃ、安心できないでしょ。何かいい方法はない？」

「僕ぼくに聞かれましても……それより、近いです」

　作られた聖母の笑えみで迫せまるマリナとの距きよ離りは、体半分といったところ。大きく突つき出た胸がちょっと触ふれていて、少し目線を下げるだけで魅み惑わくの谷間が目に飛び込こむ。右にも左にも下にも逃にげようがないから、目を逸そらすので精せい一いつ杯ぱい。

「……しかたない」

　ぽつりと呟つぶやき、マリナはキールの手をつかむ。

　そして何を思ったか、自分の胸に押おし当てた。

　手のひらいっぱいに伝わるボリューム満点の柔やわらかさ。キールは突とつ然ぜんのことに頭が真っ白になって固まりながらも、手は反射的に、感かん触しよくを確かめるように揉もんでしまう。
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「……んっ」

　マリナが微かすかに顔をしかめて声を漏もらす。

　キールはハッとなって慌あわてて手を引いた。

「おわっ、ちょちょちょっ、何をぉぉっ!?」

「うふふ」マリナはさらに詰つめ寄って耳元でささやく。「私のこと誰だれかにしゃべったら、君にセクハラされたって職場に言いふらしちゃうから。これ、既き成せい事実ね？」

「そ、そんな……めちゃくちゃな」

「なんなら、今ここで悲鳴を上げたっていいのよ？」

「そんなことしたら、マリナさんだって困るんじゃ」

「死なばもろともよ」

　目が据すわっていた。正気とは思えん。だが本気だ。

　刺し激げきしないほうがいいな。キールは両手を上げて降参のポーズ。

「わかりました。お互たがいの平へい穏おんのため、沈ちん黙もくを誓ちかいましょう」

「そ。話が通じる相手でよかったわ」

「話し合いには、ほど遠かったと思いますが」

「文句あんの？」

「い、いいえ、何も……じゃあ、僕ぼくはこれで」

　これ以上下手に関わるまい、と早々に立ち去ろうとするが、

「ちょい待ち」マリナが襟えりをつかんで止めた。「君、キールくんだっけ。見たところ暇ひまみたいだし、ちょっと付き合いなさいよ。ちょうど退たい屈くつしていたところなの。身バレしちゃったから気き兼がねもいらないし……あたしのお願い、聞いてくれるよね？」

「お願いというより、脅きよう迫はくでは？」

「へぇ、そんなこと言っていいの？　明日にでも職場にお邪じや魔ましよっかな。うふ」

　この人、本当にシスターか？　聖職者の皮をかぶった詐さ欺ぎ師しじゃないのか？

　どのみち、断れる流れではない。キールは「はい」と折れるしかなかった。




　マリナに引きずられるようにしてバザールを巡めぐり歩く。

　聖職者の肩かた書がきを脱ぬぎ捨てたマリナは、よくはしゃぎ、よく笑った。聖母のような上品な微笑ほほえみではなく、けらけらと声を上げて無む邪じや気きに笑った。

　古着を見て回り、装そう飾しよく品を試ためし、へんてこな小物を眺ながめる。

「あっ、これ見て。君に似合うんじゃない？」

　亜あ種族のコスプレ品を扱あつかう店に立ち寄ったマリナは、ケモノ耳ヘアバンドや付け鼻をキールにつけさせた。断るという選せん択たく肢しはない。散々オモチャにされて笑われる。マリナは自分でもケモノ耳のヘアバンドをつけて「にゃんにゃん」「わんわん」と鳴いて遊んでいた。意外な素す顔がおに驚おどろかされたが、考えてみれば、年相応の女の子なのだった。

　屋台ではホットドッグを買って食べ歩いた。マリナは人目を気にすることなく、大きく口を開け、かじりつく。

「んーっ、このピリ辛からソースがたまんなーい。君も買えばよかったのに」

「おかげさまで、両手が荷物でふさがっているので」

　途と中ちゆうから荷物持ちとして使われていたから、何か買おうにも買えなかった。それに財さい布ふの中も寂さびしいので無む駄だ遣づかいもできない。

「しょうがないなぁ」とマリナ。「じゃあ、一口あげる。あーんして」

「えっ、いや、いいですよ、そんな」

「断れると思ってんの？」笑え顔がおの圧力。「はい、あーん」

「……あ、あーん」

「はむ」自分で食べた。「んー、おいしー、さいこー」

「…………」

「あははっ、冗じよう談だんよ。そんな恨うらめしそうな顔しないの。ほら、今度こそ、あーん」

　結局、その後もじらしプレイが続いた。最後はちゃんと一口もらえたけど「おあずけを食らったワンちゃんみたいだったわよ」とマリナに腹を抱かかえて笑われた。妖よう精せいを追いかけ回していた子供と変わらない笑え顔がお。不本意ながら、聖母の微笑ほほえみよりも魅み力りよく的に映った。意地悪してるときが一番生き生きしてるな、この人。

　聖職者とは思えない自由奔ほん放ぽうな姿。彼女かのじよがシスター・マリナだと見み抜ぬける者は、そうはいないだろう。髪かみ型がたも化け粧しようも服装も、あえて派手にしてギャップを狙ねらっているそうで、本人もそれなりに自信を持っているようだ。

　しかし、そんな彼女かのじよにも天敵がいるようで。

「うわっ、やっばっ」

　道中、何かに気づいたマリナは、慌あわててキールの腕うでに抱だき着ついた。カップルを装よそおい、頭を預けるようにして顔を隠かくす。

「え？　なんですか？　どうしました？」

「しぃーっ。あそこ、子供たちがいるの」

　前方から、先日教会で見かけた子供たちが、他のシスターに引いん率そつされて歩いてくる。バザールを見学しにきたようだ。

「その格好なら、平気じゃないですか？」

「子供は油断ならないんだって。色眼鏡かけた大人と違ちがってね。前にも、道で出くわして見み抜ぬかれそうになったことがあって、焦あせったのなんのって。ダッシュで逃にげたけど」

　子供たちとすれ違ちがう。マリナは顔を見られないよう緊きん張ちようして体を寄せる。

　人通りが激しかったこともあり、気づかれずにすんだ。マリナはホッと一息。

「ふぅ……ちょっと座らない？　歩き疲つかれちゃった」

　バザールの賑にぎわいを離はなれ、広場の隅すみに並ぶベンチに向かった。

　ベンチの背にチラシが貼はってある。カーニバル・ギルドのイベント広告だ。マリナはなぜかムッとした様子でそれを剝はがし、くしゃくしゃに丸めてゴミ箱に投げ捨てた。ベンチに貼はってあるのが許せなかったのだろうか。確かに邪じや魔まだったけど。

「はぁ、喉のど乾かわいた。ねぇ、何か買ってきてよ。奢おごったげるから」

「かしこまりました」

　異を唱えることもなく、気づけば硬こう貨かを受け取って出店に向かっている自分がいる。

　いかん、すっかり従者が板についてしまっている。弱みを握にぎっている点では互たがいにイーブンな関係のはずなのに、この圧あつ倒とう的てき劣れつ勢せいはなんだろう。

　りんごジュースとぶどうジュースを買って戻もどる。りんごジュースを選んだマリナは麦わらのストローで一口飲んで「やっぱりそっちがいい」とキールが口をつけたばかりのぶどうジュースを問答無用で横取りした。

　キールはりんごジュースのストローを前に迷う。

　これ、そのまま口つけていいのかな。ストローは取るべき？

「飲まないの？」

「いえ、その……いただきます」

「はい、間接キッス」

「ぶっ、ゲホゲホっ」

「これで弱みが増えたわね。下げ僕ぼくくん」

　しまった、罠わなか。純情な男心を弄もてあそぶとは、なんて卑ひ劣れつな。

　完全に上下関係が確立されてしまっている。駆かけ引きでは勝てる気がしない。もはやこれまでか。下手に抗あらがうより、適当に合わせるほうが被ひ害がいは少ない気がする。

　キールは開き直って遠えん慮りよなくストローでジュースを飲んだ。小休止。

　太陽が少し傾かたむき始めていたが、バザールの活気は衰おとろえる様子がない。

　うねるような人波を眺ながめながら、何気なくマリナに問うた。

「聖職者って、戒かい律りつみたいなものがあるんですか？　休日の過ごし方とか、着る物とか日ひ頃ごろの振ふる舞まい方とか、自由にならないみたいな。それで変装を？」

「別に。そこまでじゃないわよ。聖職者が聖職者していた頃ころは厳しかったらしいけど」

「聖職者が聖職者？」

「呪のろいを解いたり、結界を張ったり、穢けがれを浄じよう化かしたり、本来の聖職者の務めを果たしていた時代ってこと。あたしも話で聞いたことがあるだけだけど」

　戦争時代は、そうした需じゆ要ようが多かったのだろう。帝てい国こくが生み出した闇やみ職しよくによって振ふりまかれたアビスの呪じゆ力りよくは、人間のみならず、大地をも穢けがしたという。その穢けがれを祓はらうには、聖職者の浄じよう化かの力、神聖魔ま法ほうが効果的だったのだ。

「今の教会は、公共の福ふく祉し事業としての役割が大半だから。聖職者も公務の一職員にすぎないし、プライベートまでうるさく言われることはないわ。節度を守って常識の範はん疇ちゆうで暮らしていれば、問題ないって感じかしら」

「じゃあ、どうして、わざわざ変装を？」

「イメージってものがあるでしょ、一応」

　マリナはそこで話を切る。あまり触ふれられたくないのか。足元にすり寄ってきた野の良ら猫ねこを指先で撫なでる。

　長閑のどかな休きゆう憩けいタイム。黙だまってジュースを飲み、くつろぐ。

　会話こそなかったが、特に気まずい感じはしなかった。

「そこのお二人さん」

　沈ちん黙もくを破ったのは、第三者の声。

　広場の片かた隅すみに、路上占うらないの店があった。机と椅い子すが置かれただけの簡素な店構え。

　大きな三さん角かく帽ぼう子しをかぶった少女が手招きしている。見覚えのある子。以前、ニオの店に来た客だ。魔ま法ほう使つかいではなく《占うらない師し》だったのか。

「暇ひまなら、占うらないでもどう？　銀貨一枚でいいよ」

「面おも白しろそうね」とマリナ。「じゃ、適当にお願いするわ」

「かしこまり」

　マリナが椅い子すに腰こしかけると、占うらない師しの少女は水すい晶しよう玉だまに手をかざした。

　キールはマリナの後ろに立って見守る。水すい晶しよう玉だまに変化は見られなかったが、占うらない師しの少女には何か視みえているのか、興味深そうに覗のぞき込こんだ。

「揺ゆれる天てん秤びん……鏡に映る聖母像……重く閉ざされた扉とびら……表ひよう裏り一いつ体たいの仮面……」

　急に物々しい調子に変わって抽ちゆう象しよう的な言葉を並べだす。

　マリナはぴくりと反応した。背中が少し緊きん張ちようしている。

「二人のあなたが視みえる……仮面の舞ぶ踏とう会で、降り注ぐ光に照らされるあなた。暗く深い森の中で、届かぬ光を求めてさまようあなた。夢む幻げん、幽ゆう玄げん、釣つり合わず。注ぐ光に焦こがされ、届かぬ光に惑まどわされ、安らぎは何処いずこ」

「…………」

「二つの光は影かげを生み、森をいっそう深くする。羨うらやみ、妬ねたみ、嘆なげき、願う……想おもいはまどろみに溶とけ、偽いつわりの夢を見せる。それこそが、あなたの本当の……」

「やめて。もういいわ」

「おや、気分を害しちゃったかな？　じゃあ、違ちがう角度から視みてみよう」
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　少女はのんきな調子に戻もどって水すい晶しよう玉だまを覗のぞく。

「へぇ、面おも白しろい星回りをしているね、あなた。運命を切り開く力は乏とぼしい。けれど、労せずして道は開ける。問題は、その道があなたの望む地には決して通じないこと。それでも根を張れば大輪の花を咲さかせる才気の持ち主だ。誰だれもが認める美しい花をね。だけど、偽いつわりの美しさは渇かわきを満たしてはくれない。それは血の通わない造花にすぎないから」

「もういいってばっ！」

　マリナは声を荒あららげ、机を叩たたいて立ち上がった。

　乱暴に硬こう貨かを置き、「帰る」と小さく呟つぶやいて足早に去っていく。

　占うらない師しの少女は能天気に「まいどー」とお金を受け取った。そしてキールを見る。大きな三さん角かく帽ぼう子しのつばの下には、お日様のような明るい笑え顔がおが浮うかんでいた。

「お兄さんもどう？　面おも白しろそうな予感がするよ。何が視みえるのか、わくわくするね」

「僕ぼくは結構です」

　キールは荷物を持ってマリナを追う。

　マリナは脇わき目めも振ふらずにバザールの人波を抜ぬけていった。

　広場を出たところでキールから荷物を奪うばい取った彼女かのじよは、

「ここでいい。じゃあね」

　顔も合わせず、俯うつむき加減に帰っていく。

　ついてこないで、と背中が言っていた。




　　　　　　　　　　３




　次の日、キールがハローワーク・ギルドに出勤すると、まだ開館前にもかかわらずロビーにマリナの姿があった。修道服に身を包んだ聖職者のいでたちで、クレア班長と和なごやかに談だん笑しようしている。その姿を見ていると、昨日会ったのは別人だったんじゃないかと思えてきた。

　クレア班長と話し終えたマリナは、キールに気づいて上品に微笑ほほえむ。

「おはようございます。キールさん」

「おはようございます。マリナ、さん……ですよね？」

「うふふ、どうかいたしまして？　まるで狐きつねに化かされたような顔をされて」

「あながち間ま違ちがってないかも……昨日、とんでもない女め狐ぎつねに絡からまれたもので」

「あらあら、そんな言い方されたら、狐きつねさんが可哀想かわいそうですよ？　うふふふふ」

「──っ！」

　足を踏ふまれた。笑え顔がおでぐりぐり。

　やっぱ同一人物だ。いや、わかってたけど。もしかしたらって期待してしまった。

「こ、こんな朝早くに、どうされたんですか？　まさか、例の件を告げ口しに……」

「安心なさい。何も言ってないから」マリナは低い声で言い、すぐに聖職者に戻もどる。「今日の夕方、教会でミサを行うので、その呼びかけで回っているのです。よろしければ、キールさんもぜひ、いらしてください」

「ミサですか。僕ぼくは、そういうのは苦手でして」

「ミサと言っても、子供たちのお遊ゆう戯ぎ会や炊たき出しを兼かねたささやかな集会です。かまえなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。それに、少しお話もしたいですし……来てくださいますよね？」

　丁てい重ちような姿勢から放たれる威い圧あつ感。

　断るという選せん択たく肢しはなさそうだ。

「わ、わかりました。仕事が終わり次し第だい、伺うかがいます」

「お待ちしておりますわ。それでは、ごきげんよう」

　シスター・マリナはお淑しとやかに一礼し、ギルドをあとにする。完かん璧ぺきな聖職者の姿。見事なまでの清せい楚そオーラ。昨日の彼女かのじよと同一人物だとは、ますます思えなかった。




　一人で行くのが不安なキールは昼休みにリアナに声をかけたが、断られてしまった。

「すまない。今日は母様の誕生日で、家族みんなで祝う予定なのだ」

　まっすぐ帰らなくては、というリアナを引き止めるわけにもいかず、クレア班長は相変わらず書類の山に埋うもれて残業は不ふ可か避ひっぽかったので、結局一人で行くことに。

　夕時のうちに教会に到とう着ちやくした。すでにミサは始まっており、子供たちのお遊ゆう戯ぎ会が開かれていた。聖堂内の奥おくに小さな舞ぶ台たいが用意され、演劇の最中。聖堂の中でお遊ゆう戯ぎなんて昔は絶対に許されなかっただろうけど、聖母像は優やさしく見守っているように見える。

　長なが椅い子すの列にはお年寄りが腰こしかけ、外からの参列者は立ち見していた。堅かた苦くるしい感じはまるでなく、リラックスして子供たちの演劇に目を細めている。

　マリナを見つけた。お年寄りに腰こしかけの毛布を配っている。聖母像にも負けず劣おとらずの慈じ愛あいの微び笑しようで、一人一人丁てい寧ねいに声をかけていた。周りから「マリナ様」と声をかけられ、感謝の言葉と共に拝まれている。

　毛布を配り終えたマリナはキールに気づき、目立たぬよう隅すみを歩いて傍そばに来た。

「お越しいただき、ありがとうございます。どうぞ、こちらへ」

　丁てい寧ねいな物言いの裏に、有う無むを言わさぬ響ひびき。

　キットカットを道連れにすればよかったな、と今さら思った。

　マリナの案内で裏の一室に通される。小さな台所とテーブルセット。シスターたちの休きゆう憩けい室らしい。ミサのあとで振ふる舞まわれるのだろうクリームシチューの入った大おお鍋なべが弱火でコトコト煮に込こまれていた。

「適当に座って。お茶でも入れるから」

　一変して砕くだけた調子のリアナ。キールはおとなしく座って待つ。

　ハーブティーの香かおりが部屋を満たした。マリナがティーカップを置いて向かいに座る。キールが手に取るのを迷っていると、軽く睨にらみを利きかせた。

「何よ、毒なんて入ってないわよ？」

「いえ、ハーブ系はちょっと苦手で」

「そういうことは先に言えってのっ」

「いや、飲めないわけではないので……いただきます」

　キールは少しずつすする。強い香かおりが鼻び孔こうを抜ぬけ、ちょっとむせた。

「無理して飲まなくてもいいってば」マリナは小さく笑う。「とりあえず安心したわ。昨日のこと誰だれにも言ってないみたいで」

「僕ぼくも首がかかってますからね」

「あはは、そうだったわね」今度は声に出して笑ったマリナは、職務中であることを思い出して慌あわてて口元を手で隠かくす。「本当は、けっこう不安だったの。君が言いふらしてないか、逆にいろいろ要求してきたら、どうしようって」

「要求？　僕ぼくが、何を？」

「もっと胸を揉もませろ、とか？」

「……考えもしませんでしたね」

「その手があったか、って顔ね」

「そんな顔してません」

「すぐ否定するところが怪あやしいなぁ」にやにやと疑いの目を向けるマリナ。「まあ正直、あれはちょっとやりすぎたなって自分でも思う。あのときは、正体がばれて、あたしも内心焦あせってたもんで、つい勢い余っちゃって。言っとくけど、あんなこと、普ふ段だんは絶対にしないんだからね。胸を触さわらせたのだって君が初めてなんだから……って何を言わせるのよ、バカっ」

「勝手に言ったんじゃないですか」

「とにかく！　君が思うほど、あたしは遊び人じゃないんだから。たまの休日に羽を伸のばしているだけなの。そこんとこ、誤解しないでちょうだい。それが言いたかったの」

「別に思ってませんよ、最初から」

「なら、いいけど」

　聖堂では子供たちの演劇が続いているようだ。台詞せりふは聞き取れないが、元気な声がここにまで届いていた。

「でも……そこまでして変装する必要あるんですか？」キールは改めて聞いてみた。「イメージが壊こわれるのを心配されてましたけど、厳しい戒かい律りつがあるわけじゃなく、プライベートも自由が利きくんですよね？　昨日のマリナさんの格好とか過ごし方は、確かに聖職者っぽくはなかったかもしれないけど、だからと言って問題になるほどでもないでしょう。隠かくれてバニーガールの副業をしていたとかなら、話は別でしょうけど」

「バニーガール？」マリナは身を引いた。「うわ、君、そういうの好きなの？」

「物の例えです」好きか嫌きらいかで言えば、好きだけど。「以前、仕事でちょっとしたトラブルがあって……とにかく、仕事とプライベートは別ですし、あれぐらいは許容範はん囲いでは？」

「そういうわけにもいかないの。あたしが言ったイメージっていうのは、聖職者うんぬんっていうか、もっと個人的なことで……自分で言うのもなんだけどさ、あたし、子供やお年寄りからは、聖母様みたいに思われてんのよ」

「……はぁ」

「なに、その呆あきれた反応は」

「いえ、そんなつもりでは」

「別にいいけどね、自分でも呆あきれちゃうし」マリナは自じ嘲ちようの笑えみで続ける。「最初はそんなつもり全然なくて、仕事だから愛あい想そよくするのは当然だし、子供も好きだから楽しく面めん倒どう見ていただけなんだけど、いつの間にか〝聖母マリナ様〟のイメージが付いちゃって……あたしも悪い気はしなくて、調子に乗ってそれっぽく振ふる舞まっちゃったりして……」

「気づいたら引くに引けなくなっていた、と？」

「そんな感じ。でさ、マリナ様を演じていると、いろいろ溜たまってくるわけよ。だから、休みの日ぐらい、ちょっと羽目を外してパーッと弾はじけたいじゃない？」

　素のマリナ・ミスティスと聖職者のシスター・マリナ。二つの顔。そのギャップに一番翻ほん弄ろうされているのは、マリナ自身なのかもしれない。

「思い切って、やめちゃうというのは？　聖母マリナ様を」

「それができりゃ苦労しないって。あたしはかまわないけど、みんな、きっとがっかりするでしょ？　裏切るみたいで悪いし、それに……怖こわいじゃない。みんなが慕したっているのは聖母マリナ様で、マリナ・ミスティスじゃないんだから」

　マリナは面を伏ふせ、ハーブティーの水面に映る自分を見つめる。

　キールは不意に占うらない師しの言葉を思い出した。

　鏡に映る聖母像。

　降り注ぐ光。暗く深い森。

　注ぐ光に焦こがされ、届かぬ光に惑まどわされ、安らぎは何ど処こ。

　まさに、今のマリナの状じよう況きようと心境に当てはまる。注ぐ光が聖母のイメージだとすれば、届かぬ光とは何を意味するのだろう。思いつくのは……。

「他に、なりたい職業とか、あるんですか？」

「えっ？」マリナは意表を突つかれた様子。「なんでよ、急に」

「いや、なんとなく……昨日、占うらない師しが言ってたことを思い出して、もしかしたら別の職に就きたいのかなって、そんな気がしたもので」

「ああ、あれ……占うらない師しってすごいのね。人が突つかれたら痛いところをことごとく言い当ててくれちゃって。ほんと、参っちゃったわ」

　マリナは苦笑いしてハーブティーに口をつける。

　しばしの沈ちん黙もくを挟はさみ、ため息交じりに彼女かのじよは打ち明けた。

「あたし、職しよく才さいを授かるのが遅おそかったの。十五才の最後の神しん託たくの儀ぎで、ようやくだった。それもあって、ギリギリまで夢を見ちゃったのよね」

「夢？」

「歌い手にね、なりたかったの。小さい頃ころから、ずっと憧あこがれてた。だけど、やっと授かった職しよく才さいは、夢見ていた華はなやかな世界とは真逆の地味な公務職。堅けん実じつで安定した職だから、両親は大喜びだったわ。うちはあまりお金に余よ裕ゆうのある家じゃなかったから、実際のところ、とても助かったし。それで、学校を卒業してすぐ教会に就職したわけ」

　昨日、ベンチでカーニバル・ギルドのチラシを見たときのマリナの不ふ愉ゆ快かいそうな顔をキールは思い出した。あのとき、チラシをくしゃくしゃに丸めて捨てたのは、手が届かなかった夢を目の届かないところへ追いやりたかったからなのか。

「転職する気はないんですか？」

「そんなの今さらよ。ああいう芸能職は、ただでさえ競争が激しいの。幼いうちに職しよく才さいを授かった幸運な子が、毎日努力して才能を磨みがいて、それでも生き残るのはごくわずか。デビューできたとしても、職一本で食べていけるのはほんの一ひと握にぎりって世界なんだから」

　言われてみれば、ハローワーク・ギルドの求人ファイルの中に、芸能職関係のものは見たことがない。その手の業界は、独自にオーディションを設けたりスカウトしたりして人材を発はつ掘くつ育成しているのだろう。

「でも、まだ捨てきれずにいるのでは？　その夢」

「……そうね」マリナは観念するように認める。「未練たらたらで、あきらめが悪くて、だからと言って一から出直す勇気もない。その上、他人を羨うらやんで嫉しつ妬として……ホント、みっともないったらありゃしない。いくら淑しゆく女じよを装よそおったって、心の中はどろどろした醜みにくい感情でいっぱいの性しよう悪わる女……そうよ、あたしは聖母なんかじゃない」

　自じ虐ぎやく的に呟つぶやくと、暗くなった雰ふん囲い気きを誤ご魔ま化かすように笑う。

「あー、やだやだ、ちょっとしゃべりすぎだなー。悪いわね、愚ぐ痴ちっちゃって」

「いえ、慣れてますので」

「あたしのことは置いといてさ、君はどうなのよ」

「僕ぼくが、何か？」

「なんで今の仕事してるの？　ハローワーク・ギルドの事務員って、君ぐらいの年でなるもんじゃないでしょ、普ふ通つう。アルバイトならともかく」

「それは……まあ、道を断たたれたというか、外れたというか、あきらめざるを得なかった感じです。自分の力不足ってやつで」

　キールは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かし、それ以上は口を閉とざす。話したくないのが半分、話せないのが半分。少なくとも、夢なんて大それた言葉を持ち出せるような立派な事情ではない。消したくても消せない、笑い話にもできない黒歴史だ。

　マリナが探さぐるような目をするが、空気を読んだのか深く追求はしなかった。

「ふーん、君もいろいろあるんだ。でも、それぐらいはっきりあきらめがついてるほうがいいのかもね。一言で夢と言っても、いつまでも追いかけていられる夢と、どこかで見切りをつけなきゃいけない夢があるだろうし……」

　聖堂から大きな拍はく手しゆが響ひびく。演劇が終わったようだ。

　ドアがノックされた。同どう僚りようのシスターがマリナを呼びに顔を出す。次はシスターたちの合唱の予定らしい。マリナは腰こしを上げた。

「今日は来てくれてありがと。話せてよかったわ」

「いえ、こちらこそ」

　キールは聖堂に戻もどり、立ち見の参列者に混じった。

　マリナたちシスターが舞ぶ台たいに上がる。短い拍はく手しゆのあと、聖堂は静せい寂じやくに包まれた。パイプオルガンの深い音色が響ひびき渡わたり、讃さん美び歌かが始まる。

　マリナはソロを任されていた。背後にそびえる聖母像と彼女かのじよが重なる中、透とう明めい感のある清らかな歌声が空間を震ふるわせる。歌い手を夢見ていただけあって、さすがの歌唱力。

　集まった人々は、子供からお年寄りまで、心地ここち好よさそうに耳を澄すませていた。




　夜も更ふけ、しんと静まり返った教会。施し設せつの子供や老人たちは眠ねむりにつき、シスターたちは舞ぶ台たいをかたづけたあと、各所の清せい掃そうと戸と締じまりに出向いた。

　マリナは聖堂の掃そう除じを担当していた。黙もく々もくと竹たけ箒ぼうきで床ゆかを掃はく。

　ゴミをまとめ、外へ捨てに行こうと振ふり向むいたところ、扉とびらが開き、大きな三さん角かく帽ぼう子しがするりと入ってきた。

　占うらない師しの少女だった。マリナを見つけ、陽気に笑う。

「ああ、いたいた。昨日はどうも」

「あなたは……申し訳ありませんが、本日はもう」

「いやいや、懺ざん悔げしにきたわけじゃないよ。用があるのは、教会じゃなくて、あなた」

「わたくしに？　どのような御ご用ようでしょう？」

「昨日、渡わたしそびれたものがあって」占うらない師しの少女は飄ひよう々ひようと何かを取り出す。「これ、占うらなった人全員にもれなくサービスしてるんだよね。はい、どーぞ。ちょっとした願い石……パワーストーンってやつだよ」

　差し出されたのは、黒い水すい晶しようだった。くるみ大の大きさ。形はごつごつで不格好。透とう明めい度は低く、暗く濁にごっているようであまり見てくれはよくない。

「わざわざ、これを届けに？」

「それも仕事のうちだからね」占うらない師しの少女は八や重え歯ばを見せて明るく笑った。「その石に祈いのりを込こめて肌はだ身み離はなさず持ち歩いていれば、いつか願いを叶かなえてくれるよ。ただし、人に教えたり見せたりしちゃダメだ。想おもいは秘めてこそ輝かがやくものだからね」

　マリナは受け取った石を眺ながめる。どうせ子供だましだろうと本気にはしなかった。

　それよりも、どうして彼女かのじよはここに自分がいるとわかったのだろうと疑問に思う。昨日の占うらないのとき、マリナは変装をしていたし、仕事についても一いつ切さい口にしなかった。それなのに彼女かのじよはこの教会にマリナがいることをわかった上で現れ、さらに昨日とはまるで格好の違ちがう目の前の聖職者がマリナであることを確信して話しかけてきた。不思議だ。

「ねえ、あなた、どうして……」

　石から視線を戻もどしたとき、占うらない師しの少女は消えていた。聖堂の扉とびらがゆっくりと軋きしんだ音を立てて閉じていく。気づかないうちに帰ったらしい。まるで忽こつ然ぜんと消えたみたいだった。

「願い石ね……今さら、叶かないようもないでしょうに」

　皮肉に思いつつ、とりあえず石をポケットにしまい、ゴミ出しに戻もどる。

　石は、ポケットの中で密ひそかに暗く輝かがやいていた。

　持ち主の秘めたる想おもいに呼応するように。




　　　　　　　　　　４




　カーニバル・ギルドのイベント当日。早朝に出勤したキールとリアナは、クレア班長の命により、その手伝いに駆かり出される運びとなった。

「募ぼ集しゆうしていたスタッフが足りなくて準備が遅おくれているらしいの。こっちでも手を貸すことになったから、若い二人に行ってもらおうと思って。急で悪いけど、頼たのまれてくれる？　向こうの手伝いが終わったら、今日はそのまま上がっていいから」

　といった次し第だいで、二人は会場となる広場へ出向くことに。

「こんな形でイベントに参加できるとは、ラッキーだな」リアナはわくわく顔だ。「これが職権乱用というやつか」

「違ちがうと思うよ」キールは苦く笑しようする。「一応、仕事だからね。気を引き締しめないと」

「わかっているとも。ちゃっちゃとすませて満まん喫きつしよう！」

　本当にわかってるのかな。まあ、内心楽しみなのは自分も同じ。

　週末にバザールが開かれていた広場には、仮設のステージやテントが急ピッチで組み立てられていた。責任者のチョビ髭ひげ団長に挨あい拶さつをすませたあと、さっそく準備に追われる。キールはステージの設置を手伝い、リアナは客席用の簡易ベンチを並べた。

　今回行われるのはミュージカルらしい。それもただのミュージカルではなく、歌い手や音楽家はもちろん、踊おどり子こに曲芸師、奇き術じゆつ師しに猛もう獣じゆう使い、その他、多種多様な芸の職人が一堂に会して行われる混然一体のおカ祭ーりニ騒バぎル。

　まったく想像がつかないな。見てのお楽しみか。

　準備は開場直前に完かん了りようした。ギリギリ間に合ったという感じだ。

　楽団のファンファーレに合わせてテープが切られ、行列を作って待っていた人々が雪崩なだれのように押おし寄せた。あっという間に広場が埋うめ尽つくされていく。

「ん？　あれは……」

　人波の中に、ひときわ目立つ格好を見つけた。修道服姿のシスター・マリナだ。彼女かのじよは子供たちを引いん率そつしていた。「走ったら危ないですよ」と注意しているが、はしゃいでいる子供たちの耳には届いていない。駆かけてきた女の子がキールの前でずてっと転ぶ。

　キールは抱だき起こしてあげた。追いついたマリナが涙なみだぐむ女の子を抱だき上げる。胸に顔をうずめる女の子の頭を優やさしく撫なでながら「ありがとうございました」とお礼を言ったマリナはそこで相手がキールだと気づき、「あら？」と目を丸くした。

「こんにちは」キールは会え釈しやくを返す。「今日はみんなでお出かけですか？」

「ええ、カーニバル・ギルドが、子供たちを招待してくださって。わたくしは引いん率そつで」

「キール、お知り合いか？」

　隣となりにいたリアナが二人を見比べる。キールは簡単に紹しよう介かいした。

「こちらは、シスターのマリナさん。この前、ニオの仕事の手伝いで教会に行ったとき、お世話になって……マリナさん、こちらは同どう僚りようのリアナです」

　二人は「はじめまして」と挨あい拶さつを交かわす。元騎き士しのリアナはきびきびと一礼。マリナは聖職者として物もの腰ごし柔やわらかに応じた。

　リアナは子供たちにも「こんにちは」と笑え顔がおで声をかける。

「一人で、この子たち全員の面めん倒どうを？」

「はい。今日は、ちょっと手が足りなくて」

「ならば、私たちも協力しよう。なあ、キール？」

「うん？　ああ、そうだね。このあとは自由だし」

「そんな、悪いですわ。デートのお邪じや魔まをしては」

「デ、デート!?」リアナは大きく仰のけ反ぞった。「ち、違ちがうぞ、別にそんな……わ、私たちはただの同どう僚りようで、相棒で、ここに来たのも仕事で……な、なあ？」

「ええ、イベントの準備を手伝っていたんです」

「そうなのですか？」マリナは二人を見比べる。少し探さぐるような眼まな差ざし。「でしたら、お言葉に甘あまえさせていただこうかしら」

「うむ、任せてくれ」とリアナ。「よし、みんな、一番前の特等席まで競争だ！」

　子供たちに声をかけて走り出す。子供たちは元気いっぱいについていく。走ったら危ないと注意していたばかりなのに。あれじゃあ、引いん率そつというより、一いつ緒しよになってはしゃいでいるだけだな。まあ、気持ちはわからないでもない。キールもイベント前で気分は高こう揚ようしていた。

「本当によかったの？」マリナが素で聞く。

「かまいませんよ。今日はもう上がりですから」

「そうじゃなくて、彼女かのじよさんと二人で楽しむ予定だったんじゃないの？」

「だから違ちがいますよ。彼女かのじよではないですし、本当に仕事終わりですから」

「ふーん？　なるほどねぇ」

「何が、なるほどなんですか？」

「別に。そういうことなら、遠えん慮りよしなくていいのかなって思って」

「もちろんですよ。お気になさらず」

「……鈍どん感かん」

　マリナは小さく呟つぶやき、抱だっこした女の子をあやしながら、みんなを追って歩き出す。よく聞き取れなかったキールは首を傾かしげて続き、遠足気分のリアナと子供たちを見守った。




　席について間もなく、楽団が幻げん想そう的な曲を奏かなでた。美しい歌声が響ひびき、幕が上がる。

　ステージに歌い手の姿が現れ、大きな歓かん声せいがあがった。見覚えのある姿。ポスターにも描えがかれていたカーニバル・ギルドの歌うた姫ひめだ。

　会場が一気に盛り上がる中、マリナは冴さえない顔をしていた。ただ一人、温度の違ちがう視線を歌うた姫ひめに注いでいる。憧あこがれの世界を前に、いったい何を思うのか。

　オープニングの曲が終わって魔ま法ほうの花火が打ちあがる。色とりどりの閃せん光こう。歌うた姫ひめの姿は幻まぼろしのように消えていて、代わりに陽気なパレード曲に乗せて踊おどり子こたちが飛び出した。

『──ここは、とある王国のパーティー会場。プリンセスの誕生日を祝うべく、国中から一芸に秀ひいでた者たちが集つどい、会場を楽しませていました──』

　ナレーションの声に合わせ、曲芸者や奇き術じゆつ師しが続々と登場し、芸を披ひ露ろうする。玉乗りしながらのジャグリング。シルクハットから飛び出す虹にじ色いろインコ。マントをひるがえして一いつ瞬しゆんで姿を消したかと思えば、代わりにホワイトタイガーが飛び出す。慌あわてた道どう化け師しが逃にげようとして見えない壁かべにぶつかるパントマイム。食べられそうになったそのとき、猛もう獣じゆう使いが魔ま法ほうで虎とらを白猫ねこに変えて従える。

　一つ一つの芸に歓かん声せいが上がった。

「キール、キール」リアナも少し興奮気味。「これ、子供の頃ころに見たことある。このあと退たい屈くつしたお姫ひめ様が城を飛び出して、旅芸人たちと冒ぼう険けんを繰くり広げるんだ。それで──」

「リアナ、展開をばらしちゃダメだって」

「おっと、すまない」

　リアナは両手で口を押おさえ、子供たちと一いつ緒しよに目をキラキラさせて舞ぶ台たいを見る。先の展開がわかっていても楽しそう。これは期待できそうだ。

　道どう化け師しが前に出てきた。ドジなパフォーマンスで笑いを誘さそったのち、何か思いついたようにポンと手を叩たたくと、ステージを下りて子供たちを舞ぶ台たいに誘さそう。おいでおいで、と手招きをして腕うでを引く。

　子供たちは嬉うれしそうに手をつなぎ、みんなで舞ぶ台たいに上がっていった。転んで泣いていた女の子も笑え顔がおでついていく。その小さな手がマリナの袖そでを握にぎる。振ふりほどくわけにもいかず一いつ緒しよに連れられていくマリナは、とっさに傍そばにいたリアナの手を取った。リアナもとっさにキールの手を。あれよあれよという間に三人揃そろってステージへ。

　気づけば、踊おどり子こや道どう化け師しに混じり、輪になって踊おどっていた。子供たちは無む邪じや気きにぴょんぴょん跳はねる。リアナは一いつ緒しよに楽しんでいたが、キールとマリナは振ふり回され気味だ。その滑こつ稽けいな様が笑いを誘さそう。特に、こういう場にはそぐわないシスターの慌あわてる様が受けていた。

　マリナとキールは目が合うと互たがいに苦く笑しようを浮うかべた。会場は笑いに包まれているから、これはこれで結果オーライか？

　そのうち、どこからともなく黒ずんだ霧きりが漂ただよい始めた。足元を伝って舞ぶ台たいから漏もれ、客席に広がっていく。演出の一部だと思ったのだろう、誰だれも騒さわいだりはしなかった。

　しかし、それは予定にないことだった。演者たちの顔には戸と惑まどいが浮うかぶ。中断するわけにもいかずに舞ぶ台たいが続く中、キールは誰だれよりも先に不ふ穏おんな気配を感じ取った。その感覚には覚えがあった。これは……まさか……。

「──っ!?」

　突とつ如じよ、右手が疼うずきだす。

　黒くろ革かわの手て袋ぶくろの下で、手の甲こうが焼けるように熱を放った。反応している？

　顔をしかめたキールの目の前で、黒い霧きりは見る見るうちに広がり、そして深まる。視界が利きかなくなるほど濃こくなって、さすがに会場がざわつきだすが、その頃ころにはもう広場一帯が覆おおわれてしまっていた。太陽の光さえ遮さえぎられ、夜が訪れたように真っ暗と化す。

　もはや舞ぶ台たいにならず、劇は中断し、演者たちは立ち尽つくした。

「こんなシーンあったかな？」リアナが眉まゆをひそめる。「どうした、キール？　きょろきょろして。もしかして……トイレか？」

「いや、ちょっと、まずいかもしれない」

「まずいって……も、漏もれそうなのか？」

　話がまったく嚙かみ合っていない。

　どう説明したものか、迷っているうちに、どこからか歌が聞こえだした。

　もの悲しい歌声だった。オープニングに登場した歌うた姫ひめではない。だが、どことなく聞き覚えがある……そうだ、この前、教会のミサで聞いたマリナの歌声にそっくりだ。でも、マリナはすぐ傍そばにいる。もちろん、歌ってはいない。他の演者たちと同じく戸と惑まどった様子で、不安がる子供たちが彼女かのじよの傍そばに集まっていた。

「う、うぅ？」

　不意に、リアナがよろめき、キールの肩かたに寄り掛かかった。

「なんだ……急に、眩暈めまいが……」

　そのまま意識を失い、倒たおれてしまう。

　リアナだけではない。カーニバル・ギルドの演者たち、子供たち、さらには会場中の観客までもが、次から次へと気を失っていく。

　いや、眠ねむっている。催さい眠みん術の類か？

　その元げん凶きようであろう歌声は、霧きりの中で反はん響きようしている。キールは小道具の燭しよく台だいを手に取り、右手の焼けるような反応を頼たよりに出所を探さぐり、投げつけた。

「そこっ！」

　霧きりの中に消えた燭しよく台だいは、何かに弾はじき返され、顔の横をかすめる。

　歌は止まり、霧きりが薄うすれた。ぼんやりと宙に女の人ひと影かげが浮うかび上がる。

　一糸まとわぬ姿に漆しつ黒こくの翼つばさ。天使のようなシルエット。いや、堕だ天使か。霧きりが黒羽根のドレスを具現化し、裸ら体たいを包む。

　驚おどろくべきは、その面おも立だち──マリナと瓜うり二ふたつだった。

「え？　誰だれ？」

　本人は呆あつ気けに取られている。

　対して、黒羽根のマリナは妖よう艶えんに笑った。

「ウフフ。わたしはあなた、あなたの願いよ」

「願い……あたしの？」

　戸と惑まどうマリナの袖そでから暗い光が漏もれ、何かが浮うき上がる。

　黒い水すい晶しよう──それは、もう一人のマリナのもとへ吸い寄せられ、その胸へ溶とけ込こんだ。途と端たんに霧きりが濃こさを増し、不気味な気配と重苦しいプレッシャーが広がる。

「さあ、ひとつになりましょう。もう我が慢まんしなくていいのよ。存分に歌うといいわ」

「ひとつ？　何を言って……きゃッ！」

　黒い霧きりが、マリナの足元から全身へ、蛇へびのように絡からみついた。そのまま宙に持ち上げて締しめつける。苦く悶もんの表情を浮うかべるマリナを、霧きりが吞のみ込こんでいく。

「させない！」

　キールは倒たおれた演者から装そう飾しよく剣けんを拝借し、蠢うごめく霧きりを振ふり払はらった。落下したマリナを受け止めて剣けん先さきをもう一人に向ける。

「マリナさん、耳を貸しちゃいけない。あれは暗黒石が生んだ闇やみ職しよくの化け身しんです」

「暗黒石……闇やみ職しよくの化け身しん？」

「ウフフ、そうよ。あなたがわたしを望んだの」もう一人のマリナは邪じや悪あくに微笑ほほえんだ。「わたしは《セイレーン》──常とこ夜よの歌うた姫ひめ。あなたの夢、あなたの願い、あなたの闇やみ職しよく」

「あたしの、夢……あたしが、願った？」

「さあ、わたしと一つになりましょう。そうすれば、あなたの望みは叶かなうわ。夢見ていた歌うた姫ひめになれるのよ。聖母なんて窮きゆう屈くつなイメージに縛しばられることなく、ありのままの姿で、思うまま自由に歌うの。素す敵てきでしょ？　ほら、こっちにいらっしゃい」

　セイレーンの言葉が心の隙すき間まを突つく。マリナの瞳ひとみが虚うつろになっていく。

　キールは忍しのび寄る霧きりを払はらい、立ちはだかった。

「邪じや魔まをするなぁッ！」

　叫さけんだセイレーンが甲かん高だかい歌声を響ひびかせる。黒い霧きりが渦うずを巻き、その姿を包み隠かくした。霧きりの渦うずは勢いを増し、竜たつ巻まきのように舞ぶ台たい上のセットや小道具を巻き上げていく。吞のみ込こまれたそれらが凶きよう器きと化してキールを目がけて放たれた。

　キールはゆっくりと息を吐はきながら、左の手のひらで装そう飾しよく剣けんの刀身をなぞる。

「研とぎ澄すまされし刃やいばよ、ここに」

　飾かざり物ものの刃はが仄ほのかな気光を帯び、青白く輝かがやきだす。

　飛来する小道具の雨を、その光こう刃じんで切り払はらった。すべて鮮あざやかに切断された。

　模造品とは思えない切れ味は、闘とう気きの宿った刃やいばの成せる技わざ。ただの棒きれも本物同然、使い手によっては名刀さえ凌しのぐ刃やいばを成す、剣けん術じゆつ系の上級スキルだ。

「なによ、なんなのよ、あんた！」霧きりの中から戸と惑まどいと怒いかりの声が轟とどろいた。「わたしの歌を聞いて、どうして平気でいられるのよぉ！」

　それは確かに言えていた。職しよく才さいの恩おん恵けいで呪じゆ力りよくに耐たい性せいのある聖職者のマリナはともかく、そうではないキールが平然としているのは、解げせない話。

　答えてやってもいいけれど、そんな義理はない。セイレーンの言葉を無視し、キールは矢や群ぐんのように放たれる小道具を切り払はらいながら、背後に視線を配る。

「…………」

　マリナが心ここにあらずの様子で膝ひざをついている。自分の夢が闇やみ職しよくとして現れたことにショックを受けているのか、それともセイレーンの誘ゆう惑わくに心が揺ゆれているのだろうか。

　闇やみ職しよくの化け身しんは、秘めたる欲望、心の闇やみが肥大化し、具現化されたもの。自分の一部であることは否定できない。だからこその迷い、戸と惑まどい、衝しよう動どう……それが本心でなくとも、一時の気の迷いで引きずり込こまれてしまう恐おそれは十分にある。

　しかし、闇やみ職しよくの化け身しんに打ち勝つには、本人の──マリナ自身の力が欠かせない。セイレーンの力、アビスの呪じゆ力りよくは、暗黒石がマリナの心に共鳴することで引き出されている。歪ゆがめられた欲望を本人の意思で拒きよ絶ぜつするのが一番の対たい抗こう策だ。逆に、闇やみ職しよくを望んでしまったら、受け入れてしまったら……そんな選せん択たく、絶対にさせちゃダメだ。

「マリナさん！」キールは語気を強めた。「あれを生んだのがあなたなら、止められるのもあなただけだ。自分を見失わないでください。あの姿は歪ゆがめられた一面にすぎない。こんなのはあなたの歌じゃない。教会で聴きいたあなたの歌は、もっと温かで安らかだった。偽いつわりの聖母だとしても、偽いつわりの心では、あんなふうには歌えない。素人しろうとの僕ぼくだってそう感じるぐらい、あなたの歌は違ちがっていた。周りに目を向けてください。あなたが夢見ていたステージは、あなたが歌いたかった歌は、こんなんじゃなかったはずだ！」

　黒こく霧むに包まれた舞ぶ台たい。

　演じる者も見届ける者もいない。

　孤こ独どくな歌声に耳を貸す者は一人もいない。

　セイレーンの歌は悪夢を見せ、生きる力を奪うばっていく。

　苦しむ人々。うなされる子供たち。小さな手が宙をさまよう。

「……まりな、さま……」

　幼い声に、マリナはハッとなってその手を握にぎった。

　子供の表情が少し和やわらぐ。しかし、呪のろいの歌によって確実に生気は奪うばわれていく。

　衰すい弱じやくしていく子供たちを前に、虚うつろだったマリナの瞳ひとみに、光が戻もどった。頭の中にかかった霧きりを振ふり払はらうように顔を振ふり、面を上げる。その目に、もう迷いはない。

「キール、少し時間を稼かせいで」

「承知しました」

　マリナはその場にひざまずき、両手を握にぎり合わせた。目を閉じて静かに祈いのりを捧ささげる。

　キールは正面に陣じん取どって彼女かのじよを背にした。渦うず巻まく霧きりの中から飛んでくる小道具とセットの嵐あらしに装そう飾しよく剣けんで立ち向かう。食器、グラス、スプーン、フォーク、ナイフ、椅い子す、テーブル、シャンデリア、花か瓶びん、甲かつ冑ちゆう、ランプ……舞ぶ台たいからセットが吸い込こまれては放たれる。そのすべてを正確な剣けん技ぎで斬きり捨てる。飛んでくるものをやっつけるだけの簡単なお仕事。

「どきなさいよぉッ！　あんたは関係ないでしょぉッ！」

「関係なくはない。職に悩なやみ、職に迷う人の支えとなるのがハローワーク・ギルドだ。一職員として引くわけにはいかないな」

「邪じや魔ま、邪じや魔ま、邪じや魔ま、邪じや魔ま邪じや魔ま邪じや魔ま邪じや魔ま邪じや魔まぁぁぁぁーッ！」

　セイレーンはヒステリックに叫さけぶ。霧きりの渦うずが唸うなりを上げて猛もう威いを振ふるうが、もうさほど脅きよう威いとは感じなかった。なぜならば──。

　マリナが全身に神こう々ごうしい輝かがやきを纏まといだす。それは聖せい霊れいの威い光こう。

「聖霊憑依ポゼツシヨン？」

　予想外、いや、予想以上。聖職者の中でも特出した才気の持ち主でなければ扱あつかえない高位の神聖スキルだ。キールは驚おどろきに見開いた目に光り輝かがやく聖母を映した。

　マリナは歌を口ずさむ。聖せい霊れいの御み力ちからを宿した福音唱歌ゴスペルソング。その歌声は温かな光を伴ともない、波は紋もんとなって黒い霧きりを一いつ掃そうする。

　霧きりが払はらわれた中空に、セイレーンの姿が露あらわとなった。光の歌声に当てられたセイレーンは苦しそうに呻うめき声を上げる。その胸に妖あやしく輝かがやく暗黒石が浮うかび上がる。

　キールは装そう飾しよく剣けんを投げた。闘とう気きを帯びた切っ先が暗黒石を貫つらぬく。

「ギェアアアアアアアアアアアアッ！」

　セイレーンは断だん末まつ魔まの悲鳴を上げた。その姿が霧きりに溶とけて散っていく。

「あぁ、聞こえる……そう、これが、あなたの……わたしの……歌……」

　声は途と切ぎれ、化け身しんは跡あと形かたも残らず、消しよう滅めつした。

　最後は満足そうにも聞こえたけど、気のせいだろうか。

　広場が晴れ渡わたり、太陽の光が降り注ぐ。マリナの歌声は人々に活力を与あたえ、一人また一人と悪夢から解放されていった。リアナと子供たちも目を覚ます。

　いったい何が起きたのか、誰だれもわかっていない。そんな戸と惑まどいも後回しに、気づけば会場中がシスター・マリナの歌声に心奪うばわれていた。




　広場の上空。箒ほうきに乗って浮うかびながら、会場を見下ろす人物がいる。

　三さん角かく帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった占うらない師しの少女だ。

「ありゃりゃ、残念。闇やみ職しよくには転じなかったか……まあ、そういう選せん択たくもありだからね。邪じや魔まが入らなかったら、また違ちがう結果になったのかもしれないけど、しょうがないね。運命は悪戯いたずら好きだから。結果的に、もっと面おも白しろそうなのが見つかったし？」

　残念と言いつつも陽気な口ぶり。唇くちびるも笑えみを刻んでいる。視線は、当初の狙ねらいであった聖職者の少女ではなく、同じ舞ぶ台たい上に立つ少年へと注がれていた。

「ふふーん？　興味深いね。きゅんきゅんするね。聖職者でもないのに暗黒石の呪じゆ力りよくをものともしないなんて。異変にもいち早く感づいていたみたいだし、それに加えて、あの剣けんさばきとスキル、一いつ介かいの剣けん士しや騎き士しのレベルじゃないよね。ひょっとしてもしかして……？」

　少女は笑えみを深めた。口元に八や重え歯ばが覗のぞく。

「さーて、面おも白しろくなってきた」

　機き嫌げん良さそうに箒ほうきで宙返り。広場を離はなれ、自由気ままに飛んでいく。

　三さん角かく帽ぼう子しの下に覗のぞく好こう奇きの瞳ひとみは、新しいオモチャを見つけた子供のように喜びと期待に満ちていた。
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　カーニバル・ギルドのイベント中に起きた一件は、翌日の朝刊一面を飾かざった。

　ミュージカルは演者たちの機転とアドリブで形にはなったが、黒い霧きりが演出でなかったことは終しゆう了りよう後すぐに知れ渡わたった。スタッフによる人じん為い的ミスだとか何者かによる妨ぼう害がい工作だとか憶おく測そくを呼んでいるが、会場で眠ねむりに落ちていた観客はもちろん、広場の外からでさえ霧きりに遮さえぎられて何が起きたのか知ることはできなかったようで、詳しよう細さいは不明という扱あつかいだ。

　そもそも紙面を飾かざったのは事件そのものではない。

　シスター・マリナ──その〝聖母の歌声〟である。

　黒い霧きりを晴らした彼女かのじよの歌は、会場に訪れていた人々に強きよう烈れつなインパクトを与あたえ、一気に注目を浴びていた。

　その影えい響きようはさっそく現れていた。キールが出勤前に教会の早朝ミサに立ち寄ると、マリナの歌声を聞くために大勢の人が集まっていた。わざわざ早起きした人もいるみたいだ。

「ますます聖母のイメージが強まってしまいましたね」

「ホント、あいにくよね」

　ミサのあと、裏の休きゆう憩けい室で挨あい拶さつしたマリナは、予想外の反はん響きように苦く笑しようしていた。

「でも、よかったのかしら。みんなを誤解させたままで。調査隊の人には、他言無用でお願いしますって口止めされたけど」

　イベント後、黒い霧きりの件を調べに王宮から調査隊が派は遣けんされてきた。白はく鳳ほう騎き士し団の下部組織である。キールとマリナは当事者として事実を隠かくさず伝え、その際に、調査隊から「公おおやけにしないように」と沈ちん黙もくを約束させられた。捜そう査さ上の都合で情報の拡散を避さける狙ねらいだろう。

　結果、マリナや暗黒石が関わっていたことは、誰だれにも知られていない。自分が原因の一いつ端たんであることを自覚しているマリナは、そのことを後ろめたく感じているようだ。

「気にすることないですよ。元げん凶きようは、暗黒石と、例の占うらない師しです」

「あの子ね……悪い子には見えなかったんだけど。悪気もなければ邪じや気きもない、それこそ無む邪じや気きな子供みたいな感じで」

　占うらない師しの少女については、調査隊に一いつ緒しよに事情を聞かれた際、マリナの口から語られるのを聞いてキールも初めて知った。いったい何者なのか。暗黒石を扱あつかっている時点で、だいたいの予想はつくが……。

「それについては、調査隊に任せておけばいいですよ。それより、マリナさんのほうは、どうなんです？　カーニバル・ギルドが勧かん誘ゆうに動いてるって、新聞に書かれてましたけど。新たな歌うた姫ひめとして期待される聖母マリナ様、ファンクラブ（仮）に応おう募ぼ殺さつ到とうって」

「あー、うん。誘さそわれはしたわ。でも……断っちゃった」

「えっ？　どうして？　歌い手になれるチャンスなのに」

「そうなんだけどね……今回の件ですっかり有名になっちゃったし、歌うた姫ひめ気分も味わえたから十分かなって」

　マリナはのんびりした調子で笑い飛ばすが、それが本心とは思えない。暗黒石が反応するほど強く秘めていた夢なのだから。なのに、自分から断るなんて。

「もしかして、年ねん齢れいをネックに感じているとか？　それなら大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。まだまだ新人として売り出せる範はん囲いだと思います。ええ」

「ちょっと、あたしのこと幾いくつだと思ってんのよ。まだ全然……ってほどでもないけど、少しは余よ裕ゆうを持って十代だっての。殴なぐられたいの？　それとも蹴けられたい？　踏ふんづけてあげてもいいけど？」

「冗じよう談だんですよ。けど、本当にどうして？　夢が叶かなうかもしれないのに」

　キールは目を見て問う。純じゆん粋すいに知りたい。その選せん択たくのわけを。

　マリナは小さく肩かたをすくめた。

「なんていうかさ……確かに、あたしは望んだ職しよく才さいが得られなくて、今の自分も、思い描えがいていたのとは違ちがうけど……だけど、間ま違ちがっちゃいないって思うの。今のあたしは聖職者で、そのあたしを必要としてくれている人がたくさんいて、自分で望んでいる以上に誰だれかに望まれてここにいる。それって、夢が叶かなうのと同じぐらい、もしかしたら、それ以上に恵めぐまれていることなんじゃないかなって、そんなふうに思って……そしたら、不思議と迷わなかった。あたしはシスター・マリナでいることにしたの。みんなのマリナ様でいようってね。それに……」

　歌はここでも歌えるから。

　そう言ってマリナは清すが々すがしく微笑ほほえむ。

　思わず見み惚ほれてしまうほど、素す敵てきな笑え顔がおだった。夢に背を向けながら、そんなふうに心から笑えるなんて、すごいな。なにより自分を誇ほこれるところが羨うらやましい。聖職者という職に、夢に通じる何か、夢よりも大事に思える何かを、見つけたみたいだ。

「うわー、なんか語っちゃったわねー。やだやだ、恥はずかしい」

「マリナさんって、意外と純ですよね」

「意外は余計よ」マリナは少し睨にらんで笑う。「バカな選せん択たくをしたと思う？」

「いいえ、マリナさんがそう決めたのなら、それが答えでいいと思います」

「ありがと……君には、いろいろ助けてもらっちゃったわね。あたし一人じゃ、闇やみ職しよくに吞のまれていたと思うし、こうして聖職者を続けていく覚かく悟ごも持てなかったかもしれない」

「僕ぼくは、何も」

「ううん」マリナは首を振ふる。「本当の自分を知っている人が一人いるってだけでも、気が楽になれるものよ。君にとっては、気が重い話かもしれないけど」

　確かに。墓場まで持っていかなきゃならないからな。

「まあ、役得だと思うことにしますよ」

「そりゃあそうよね。なんたって、聖母マリナ様のおっぱいを揉もんだんだから。もし誰だれかに知れたら、この街で生きていけなくなるかも？　あたしの一言で大変なことになるわねぇ」

「……わりとマジですよ、それ」

　ファンクラブ（仮）に暗殺される未来が視みえる。

「じゃあ、また機会があったら、羽を伸のばすのに付き合ってもらっちゃおうかな。ストレスでうっかり君のことしゃべっちゃわないように、口止め料代わりによろしくね？」

「……仰おおせのままに」

　観念したキールの様子に、マリナはぷっと笑いを吹ふいて、ご満まん悦えつ。

　やれやれ、ダークサイドは消えたけど、ブラックサイドは健在か。

「まりなさまー？　まりなさまー？　どこー？」

　子供たちの声が聞こえる。みんなで捜さがしているようだ。

　裏手の公園に行くと、マリナを見つけた子供たちが嬉うれしそうに駆かけ寄よってきた。

　抱だき着つく子供たちを笑え顔がおで受け止めるマリナ。その姿は母性に溢あふれていて、それこそ聖母のようだ。職しよく才さいの成せる業わざか。いや、職業としての責任、誇ほこりが、自然とそうさせるのか。

　聖職者に限ったことではないのかもしれない。カーニバル・ギルドだってそう。どんな職業も人と人とのつながりがあって成り立つ。その仕事が、誰だれかの笑え顔がおに、幸せに、つながっていくのだろう。

　自分はどうだっただろう。キールは以前の職を顧かえりみるが、今となってはわからない。すべては暗い森の中だ。

　教会の鐘かねが鳴る。もう出勤しないと。

　それでは、とキールは挨あい拶さつを交かわす。

「何かお困りのときは、いつでもハローワーク・ギルドにお越こしください」

「そちらこそ、何か懺ざん悔げしたいことができたら、いつでも教会にいらして」

　マリナは皮肉を込こめて微笑ほほえみ返した。

　やはり一ひと筋すじ縄なわではいかないシスターだ。

　懺ざん悔げ、か……。

　教会を離はなれたキールは右手を見る。その手の甲こうに心当たりを嫌いやというほど感じながら、自らの職場へ──ハローワーク・ギルドへ歩みを向ける。

　思い描えがいていた道からは遠く離はなれてしまったけど、きっと間ま違ちがってはいない。

　そう思いたかった。
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　茜あかね色いろに染まった黄昏たそがれの道を、少女はとぼとぼと歩いていく。

　今日、十五才の誕生日を迎むかえた彼女かのじよは、これまで授かることができずにいた職しよく才さいの恩おん恵けいを今度こそ得られると思い、その瞬しゆん間かんを心から楽しみにしていた。

　しかし、その期待は、無残にも裏切られた。

　最後の神しん託たくの儀ぎも、空から振ぶりに終わったのだ。少女が職しよく才さいを授かることはなかった。神しん託たくの儀ぎを受けられるのは、十五才までと決まっている。

　お願いします。どうか、もう一度、もう一度だけ……。必死に願いを請こうた少女だが、野の良ら犬いぬのように冷たくあしらわれ、警備の者によって外につまみ出された。

　少女は無職となった。

　無論、現時点で職しよく才さいを持たないというだけで、何かしら職に就けば、転職と同様、後天的に職しよく才さいを得ることはできる。だが、職しよく才さいを持たない者には、就職自体難しいのが現実。職しよく才さいを持たない時点で、相手にされないことがほとんどだ。加えて、無職者に対する世間の風当たりは厳しく、偏へん見けんや蔑さげすみも少なくない。職しよく才さい社会においては底辺の扱あつかいを受ける。

　神様に見放された気分だった。

　高望みしていたわけじゃない。職しよく才さいを授かることができれば、何であれ、満足できた。どんな職しよく才さいでも、その道を一いつ生しよう懸けん命めいに歩んでいこうと思っていた。なのに、あんまりだ。

「こんなのってない……こんなのってないよぅ……」

　少女は涙なみだ声ごえで漏もらし、途と方ほうに暮れて街をさまよう。

　すでに帰り道からは大きく外れていた。親の顔も知らず、物心ついた頃ころから孤こ児じ院で生活しているが、少女にとっては寝ね泊とまりするだけの場所にすぎない。本当の意味で帰れる場所などないのだということは、幼い頃ころからわかっていた。そんな少女にとって、職しよく才さいだけが唯ゆい一いつの希望だった。何もない自分でも、職しよく才さいを授かれば、人生に光が差すはずだ、と。

　それだけに、絶望感は一ひと入しおだった。

　気づけば、見覚えのない路地の一角にいた。あたりは真っ暗。疲つかれて道みち端ばたに座る。歩けなくなった代わりに涙なみだがあふれる。堪たえきれずにすすり泣いた。

「……さん……そこのお嬢じようさん」

　不意に、しわがれた声が聞こえた。

　路地の片かた隅すみに路上占うらないの店がある。水すい晶しよう玉だまがぼんやりと光り、暗がりに占うらない師しの姿がうっすらと浮うかんだ。大きな三さん角かく帽ぼう子しに隠かくれて顔は見えない。

「可哀想かわいそうに。ささやかな望みさえ断たたれてしまったようだね。だけど、そんなに落ち込こむことはない。所しよ詮せんは人の都合で作られた儀ぎ式しき、そんなもので可能性を決めつけてしまうことがそもそも間ま違ちがっているのさ。職が人を選ぶのではない、人が職を選ぶのが、本来あるべき形なのだから……ふむ、こうして出会ったのは、お嬢じようさん自身の運命力に他なるまい」

　闇やみ間まから白い手が伸のび、手招きをした。骨と皮だけの瘦やせた手だった。

「さあ、おいで。望んだものはここにある。手を伸のばせば届くところに」

　少女は頰ほおを濡ぬらしたまま立ち上がった。例え、それが悪あく魔まの誘ゆう惑わくだったとしても、迷わなかっただろう。神様に裏切られたも同然の今となっては、拒こばむどころか望むところ。

　誘さそわれるまま、暗くら闇やみへ続く道を選せん択たくした。
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　早朝、開館前のハローワーク・ギルド。

　準備をすませたキールが窓口で新聞を読みながら鐘かねの音を待っていると、給湯室からリアナが出てきた。クレア班長と各職員に紅茶や麦の茶を配り、最後にキールのもとへコーヒーを運んでくる。キールは横目に見守る。

　あと数歩の距きよ離りまで来たとき、リアナは何もないところで躓つまずいた。

「あっ──」

　トレーとマグカップ、そして、リアナも一いつ緒しよに宙を舞まう。

　大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない。シミュレーションはバッチリだ。キールは右手でトレーをキャッチすると、すかさずマグカップをその上に乗せて受け止め、左手でリアナを抱だき支えた。コーヒーは一滴てきもこぼれることなく、オールセーフ。あらかじめ注意を払はらっておけば、これぐらいは容易たやすいものだ。注意を怠おこたったときは……まあ、潔いさぎよくあきらめるしかない。

「す、すまない」リアナはそわそわと身を引いた。「うぅ……どういうわけか、キールに運ぶときに限って、失敗してしまう」

　それはまた随ずい分ぶんと偏かたよっているな。

「本当に申し訳ない。いつまでたってもドジばかりで……成長しないな、私は」

「そんなことないよ。最初に比べたら随ずい分ぶんマシになったんじゃないかな。ミスも、三回に一回ぐらいだったのが、五回に一回ぐらいに減った気がするよ……体感的に。入ってまだ一月もたってないんだし、今は考えすぎずに一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばればいいんじゃないかな」

「うむ……そうだな。頭で考えるより、体で覚えるとしよう」

　それはそれでどうなのかな。偉えらそうに言える立場じゃないけど。まあ、リアナにはそのほうが合っているかもしれない。

　コーヒーの礼を言って一口飲み、キールは新聞に目を戻もどす。

　横から覗のぞいたリアナが、ある記事を目にして表情を曇くもらす。

「また、襲しゆう撃げき事件か？」

「らしいね。これで三日連続だよ」

　今週に入って、夜間に人が襲おそわれる事件が続いていた。死者こそ出ていないが、被ひ害がい者は重傷を負ってクリニック・ギルドに運び込こまれている。

　暗くなってからの外出が不安視され、ここ数日で人出は激減し、夜が稼かせぎ時の酒場や飲食店は悲鳴を上げていた。そのことで何人か相談に来たりもした。ハローワーク・ギルドとしては対処しかねる問題で、不満と愚ぐ痴ちを聞いてあげることぐらいしかできなかったが。

「ブラックギルドの関かん与よも疑われるとあるが、本当だろうか？」

「どうかな。推測の域を出ないと思うけど」

　ブラックギルド──闇やみ職しよくの者たちが集つどうという裏社会のギルドだ。

　社会問題としてその名は広く知られているが、規模や組織体系など、実態は不明。

　曰いわく、どんな依い頼らいも金次し第だい。あらゆるものを取引する。

　その最たるが、職しよく才さいだ。

　ブラックギルドは、職しよく才さいを不正に入手、強ごう奪だつし、売り飛ばす。職しよく才さいを宿した精せい霊れい石を狙ねらうこともあれば、その精せい霊れい石を悪用し、人の職しよく才さいを力ずくで剝はぎ取ったりもするという。

「職しよく才さいを売買するなど、罰ばち当あたりもいいところだ」リアナは嫌けん悪お感をあらわに言う。「闇やみ職しよくまで扱あつかうというから、手に負えない」

　そう、やはり一番の問題は闇やみ職しよく。ひいては、その根源たる暗黒石だ。ブラックギルドは裏社会で暗あん躍やくしながら、暗黒石を使って人を闇やみ職しよくへと誘さそい、勢力を拡大しているという。

　先日のカーニバル・ギルドの一件──シスター・マリナに暗黒石を渡わたしたという占うらない師しの少女も、ブラックギルドの一員なのかもしれない。あれっきり何も情報は入ってこないが、なんにせよ、あの程度の騒さわぎですんでよかった。一歩間ま違ちがえたら、どうなっていたか……仮にあのセイレーンを止められず、マリナが闇やみ職しよくに転じてしまっていたら、観客は悪夢から覚めないまま生命力を奪うばわれて衰すい弱じやく死しを迎むかえ、その力を糧かてにセイレーンの歌は霧きりと共に広がり、王都全域が悪夢に沈しずんでいたかもしれない。

　たった一個の暗黒石、一つの闇やみ職しよくが、それほどの脅きよう威いになりえるのだ。

「私も、バスターズ・ギルドにいた頃ころ、闇やみ職しよくに転じた者を取り締しまったことがあるが、そいつは正気を失い、暴あばれ狂くるって何人も手にかけていた。数人がかりで取り押おさえたが、あれは人を人でなくすものだ。あんなもの、職しよく才さいとは言えない」

「……そうだね」キールは視線を伏ふせ、右手を見る。「職しよく才さいとしては認められていない。闇やみ職しよくのほとんどは、三百年前に戦争を起こした魔ま王おう帝てい国こく軍の遺物だ。魔ま界かいアビスの呪じゆ力りよくを利用して職しよく才さいの強化を図った禁断の秘法。それを成す暗黒石や闇やみ職しよくを宿した遺物を、白はく鳳ほう騎き士し団は各地を巡めぐって捜そう索さく回収していて、狙ねらいを同じとするブラックギルドと衝しよう突とつを繰くり返している」

「ほう、詳くわしいんだな」

「あ、いや……前に読んだ雑誌に載のってたんだよ」

　さておき、今回の襲しゆう撃げき事件に暗黒石や闇やみ職しよく、ブラックギルドが関かん与よしているかどうかは定さだかではない。ただ、白はく鳳ほう騎き士し団が動いているという話は聞こえてこない。それに……。

「犯人の面は割れているみたいだし、逮たい捕ほは時間の問題じゃないかな」

　新聞には容疑者の似顔絵が描えがかれていた。前まえ髪がみの長い青年で、名前も判明済み。自宅も捜そう索さく済み。最初の事件の夜から行方ゆくえをくらましているという。

「実はな、昨日の帰り、バスターズ・ギルドの知り合いに会って聞いた話なんだが、一件目も二件目も、襲おそわれたのはギルドのメンバーだったらしい。もしや、この三件目も……」

「みたいだね」

　キールは記事の中ちゆう盤ばんを指差す。襲おそわれたのは、バスターズ・ギルド所属の槍術士ランサーだと明記してあった。一件目と二件目の被ひ害がい者についても触ふれ、バスターズ・ギルドのメンバーという共通点が浮うき上がった事実について指し摘てきしている。

「偶ぐう然ぜんとは思えないね。あえて戦せん闘とう系職、それも治安維い持じを担になうバスターズ・ギルドを狙ねらうなんて、随ずい分ぶんと大だい胆たん不敵な犯人だ。いったい何が狙ねらいだろう？　リスクに見合うだけのリターンがあるのか、それとも愉ゆ快かい犯か、ただの衝しよう動どう的犯行なのか……」

「なんだか調査官っぽいな、キール」リアナは感心した様子。

「ただの野次馬根こん性じようだよ」キールは新聞を畳たたんだ。「そろそろ時間だ。仕事しよう」

　古時計の鐘かねが鳴り、ハローワーク・ギルドは業務を開始した。




　事務員の仕事にもだいぶ慣れた。午前と午後で合わせて十名近い相談者の愚ぐ痴ちと不満と世間話に付き合い、新しく申しん請せいされた求人要望をチェックしてファイルに綴とじ、クレア班長の指示を受けてリアナと共に資料室の整理を行った。

　リアナが資料を落としてバラバラに散乱させてしまったり、棚たなの上にある荷物を下ろそうとして脚きや立たつから落ちてその下した敷じきにされたり、保管する資料と廃はい棄きするものを間ま違ちがえてゴミに出してしまって焼しよう却きやく炉ろへ全速力で駆かけつけたり（ギリギリ間に合った）。

　うん、概おおむね、いつも通り。

　閉館後、リアナと共にハローワーク・ギルドを出た。帰り道は人もまばら。いつもなら買い物客や遊び回る子供たちでいっぱいの時間だが、ここ数日は寂さびしい限り。広場も閑かん散さんとしていて街が半分ゴーストタウンと化してしまったかのようだ。

「静かだな。やはり事件の影えい響きようだろうか？」

「そうだね。早く犯人が捕つかまるといいけど」

「バスターズ・ギルドが意地でも捕つかまえるさ。立て続けに仲間を襲おそわれて、みんな頭にきているだろうからな。それはそうと……もうすぐ給料日だな？」

「ああ、そう言えば」

「キールは、何か使い道とか、考えているのか？」

「いや、特に何も。前借りしちゃってるから、その分は引かれるだろうし、しばらくは節約しないとダメかなって。リアナは？」

「私も、特に使い道はないのだが……その、キール」リアナは急にかしこまり、言葉に迷いながら言う。「よ、よかったら、今度、一いつ緒しよにごはんでも、どうだろう？」

「え？」

「いやっ、あのっ。変な意味はなくてだなっ。その、お礼を、したいんだ。ハローワーク・ギルドで働けているのはキールのおかげだし、いつも世話になっているから、何かお返しをしたいと思って、それで、ごちそう、させてほしいんだ」

「別に気にしなくていいよ。リアナだって、今月は途と中ちゆうから入ったから、そんなにもらえるわけじゃないでしょ？」

「その点は問題ない。実家暮らしだし、それなりに蓄たくわえもある。バスターズ・ギルドで働いていた頃ころは、仕事に追われてばかりで、給きゆう与よにはほとんど手をつけていなかったからな。だから遠えん慮りよしないでほしい。それとも……迷めい惑わくか？」

「そんなことないよ」全然ない。「じゃあ、せっかくだし、お言葉に甘あまえようかな」

「ああ、存分に甘あまえてくれ」リアナは嬉うれしそうに笑え顔がおを咲さかせた。「いつがいいかな？　今週末とか、どうだろう？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

「じゃあ、夕方の六時、広場の噴ふん水すい前で、どうだ？」

「いいよ」

「じゃあ、約束だ。で、何が食べたい？　キールの好きなものでいいぞ」

「うーん、そうだなぁ……」

　好き嫌きらいは特にないけど、好物はと聞かれると、すぐには出てこない。

　考えながら広場に入ると、パトロール中の騎き士しがこちらに気づき、駆かけてきた。軽装の鎧よろいを身にまとった少女。ボーイッシュなショートヘア。背中に大たい剣けんを背負っている。

　勢いよく駆かけてきた少女は、リアナの前でつんのめるように急停止。「うおっ!?」と驚おどろいて仰のけ反ぞるリアナに対し、ビシッと敬礼して大きく声を張った。

「こんばんはであります！　リアナ先せん輩ぱい！」

「な、なんだ、お前か。相変わらず全力疾しつ走そうだな。びっくりしたぞ」

　胸を撫なで下ろしたリアナは、バスターズ・ギルドの後こう輩はいだ、とキールに説明した。

　後こう輩はいの少女は、力の限りといった感じで話す。

「先せん輩ぱい！　お時間よろしいでありますか！　少しお話が！」

「うん？　なんだ、言ってみろ。少しボリュームを下げてな」

「ここではちょっと！　ギルドへお越こしいただけませんか！　お願いであります！」

「あ、ああ、わかった。わかったから、もう少し力を抜ぬけ。あと、声がでかいって」

「恐きよう縮しゆくであります！」

「……うん、まあいい」幾いく度どとなく交かわされたやりとりのようで、リアナはそれ以上の注意をあきらめ、キールを振ふり返った。「そういうわけだ、キール、今日はこれで」

「うん。じゃあ、また明日ね」

　手を振ふって別れ、リアナは後こう輩はいと共にバスターズ・ギルド方面へ向かった。




　一人になったキールは、港の市場に足を運んだ。食事の話をしたせいか、たまには自分で何か作ろうと思い立ったのだ。そのほうが財さい布ふにも優やさしいし。料理の経験は皆かい無むだから、たいしたものは作れないけど。

　市場のほうも閑かん散さんとしていた。人通りは普ふ段だんの半分以下。この時間いつもは品切れに近い状態の店先に、売れ残った野菜や果物がまだまだ山のように積まれている。

　青りんごを手に取って眺ながめていると、視界の隅すみを見覚えのある姿がよぎった。

　三さん角かく帽ぼう子しに黒いローブマント。

　あの占うらない師しの少女だ。

　調査隊が重要参考人として追っているはず。すでに街を離はなれて姿をくらましたのでは、と思っていたが、まだいたのか。それもこんな身近なところに。

　占うらない師しの少女は特に周囲を警けい戒かいする様子もなく、気ままに散歩する野の良ら猫ねこのような足取りで細い横道に入っていく。

　黙だまって見み逃のがすわけにはいかない。キールは尾び行こうを開始した。

　入り組んだ路地裏を右へ左へ。駆かけ足あしで追いかけ、角を曲がったところ、すぐ目の前に少女が立っていてぶつかりそうになった。

　慌あわてて急ブレーキ。三さん角かく帽ぼう子しのつばが目元に当たる。

　片目を閉じて痛がるキールに、少女は不敵な笑えみを投げた。

「私に何か御ご用ようかな？　キールくん」

「……なぜ、僕ぼくの名前を？」

　名乗った覚えはない。まさか占うらないで言い当てたのか？

「別に占うらないで当てたわけじゃないよ」少女は心を読んだように答えた。「錬れん金きん術じゆつ師しの子に聞いたのさ。以前、店で見かけたし、知り合いみたいだったから。適当に理由をつけて君のことを尋たずねたら、親切に教えてくれたよ。とても素す直なおでいい子だね。妹にしたいぐらいだ」

　ニオか。盲もう点てんだった。一言ぐらい注意を呼びかけておくべきだったか。

「まあ、ちょうどよかったよ、キールくん。そろそろ君に会いに行こうと思っていた頃ころ合いなんだ。立ち話もなんだし、一いつ緒しよに食事でもどうかな？　私は今、お腹なかがぺこぺこでね」

「……いいでしょう」

　尾び行こうもばれてしまったし、ここは誘さそいに乗って相手の出方を伺うかがおう。

「じゃあ、この道を抜ぬけた先にレストランがあるから、そこで……あ、そうそう、自己紹しよう介かいがまだだったね。私は、エルクウェイド・ドレイク。エルでいいよ」

　占うらない師しの少女、エルは、無む邪じや気きに笑って歩き出した。




　横道を抜ぬけた先は市場に近い大通りで、エルの言う通りレストランがあった。夕食時ではあったが、空席が目立っている。やはり事件の影えい響きようか。

　奥おくの窓まど際ぎわ席に通された。外から丸見えだが、エルは気にする様子もない。追われている立場であることをわかっているのだろうか。

「さあ、食べよう食べよう」

　エルは三さん角かく帽ぼう子しを脱ぬぐ。横に跳はねた癖くせ毛げがバネのように揺ゆれた。メニューを手に取り、ほとんど迷わず、ボリューム満点のチーズハンバーグセットを注文する。さらにデザートに木き苺いちごと森バナナのパフェ。どうやら話の口実ではなく本気の食事らしい。

　キールは値段と相談し、山菜ピラフとシーチキンサラダを頼たのんだ。

　そして、何事もなく腹を満たした。食べている間は会話もなかった。というより、エルが食事に夢中で話を聞く隙すきがなかった。

　食べ終えた頃ころにはすっかり夜も更ふけ、外の街路灯の周りを虫が飛び交かっていた。市場の店も閉まって静まり返っている。レストランにはキールとエルの他に客はいなくなり、ウエートレスの女の子が暇ひまそうにあくびを嚙かみ殺していた。

「ふぃー、食った食った」満足げにお腹なかをさするエル。「で？　何の話だっけね？」

「まだ何も話してません」

「そうだったそうだった。まあ、話題は占うらなうまでもなく予想がつくけどね。それはそうと敬語はよしなよ。私と君の仲じゃないか」

　まだどんな仲にもなっちゃいない。

　しかし、この際、遠えん慮りよは抜ぬきだ。キールは単刀直入に切り出す。

「この間、カーニバル・ギルドのイベント中に起きた一件……元げん凶きようとなった暗黒石をマリナさんに渡わたしたのは、君で間ま違ちがいないな？　なぜ、そんなことをする？　何が狙ねらいだ？　あれをどこで手に入れた？　君は……」

「ブラックギルドの一員かって？　そだよ」先読みしたエルはあっさり認めた。「ま、ギルドと言っても名ばかりの寄せ集め軍団だけどね。魔ま王おうを崇すう拝はいする狂きよう信しん者もいれば、ビジネスライクな商売主義者、職しよく才さいコレクターなんかもいる。私も勝手にやらせてもらってるよ。その辺は自由というか適当なんだ。そのせいか、内輪で揉もめることもしょっちゅうだけどね」

　ブラックギルド……想像していたのとは、違ちがうみたいだな。組織というより、不特定多数の集団と捉とらえるべきか。

「そういうわけでね、私はあくまでも自分の仕事をしているまでだよ」

「仕事？」

「そう、私は占うらない師し。迷える者に道筋を示すのが役割さ」

「それが、どうして暗黒石に手を出す？」

「この世界は、職の不公平と不自由にあふれている」エルは水を一口飲み、陰かげることない笑え顔がおで続ける。「誰だれもが望んだ職しよく才さいを得られるわけじゃない。なのに、職しよく才さいによって将来に大きな差が出る。同じ職しよく才さいでも、授かる時期が違ちがえばスタートラインも違ちがうし、それに……ごく稀まれにではあるけど、職しよく才さいを授かること自体、叶かなわないケースもある。にもかかわらず、職しよく才さいで価値を図られ、値ね踏ぶみされ、人生を左右されてしまう。理り不ふ尽じんだとは思わないかい？」

「だから、ハローワーク・ギルドがある」キールはすぐに反論した。「職しよく才さいに縛しばられず、自分の道を自分で選せん択たくするために」

「ノンノンノン。君の仕事は、需じゆ要ようと供給のバランスを取っているだけだよ。選せん択たく肢しにすら上がらない職に対しては何もできない。チャンスすら与あたえられないまま、夢をあきらめ、望みを絶たれてしまうケースが、水面下には数知れずあふれている。違ちがう？」

「だからって、暗黒石を使っていいってことには──」

「いいんだよ」エルはあっけらかんと遮さえぎった。「人は職に選ばれるんじゃない。職を選ぶ自由と権利があるんだから。なのに、今の職しよく才さいの在り方は不公平極きわまりない。裏で操作されてるんじゃないかって疑いもある。一部の職しよく才さいに偏かたよらないよう、管理委員会が職しよく才さいを振ふり分わけているんじゃないかって。そんなの噂うわさに過ぎないって君は言うだろうけど、問題は、それをやろうと思えばできてしまう点にこそある。不正し放題。賄わい賂ろ、裏取引、なんでもござれだ」

「そんなこと、あるわけ……」

「ないって言い切れる？　なーんも知らない君に断言できるはずないよね？　職しよく才さいの管理も神しん託たくの儀ぎの形式も、把は握あくしているのは管理委員会だけだ。裏で何が行われていても部外者は知る由よしもない。その点、暗黒石は平等だよ。誰だれにでも公平に選せん択たく肢しを授けてくれる」

「でも、暗黒石がもたらす職しよく才さいは、呪のろわれた闇やみ職しよくだ。アビスの呪じゆ力りよくは身も心も滅ほろぼす。その末路を知らないわけじゃないだろ？」

「自分で選んだ道なら、どうなったって本ほん望もうでしょ？」

　エルは白い歯を見せて明るく笑う。八や重え歯ばがきらりと輝かがやく。

　善悪を知らない子供のような笑え顔がお。キールは異様なものを感じた。

　この子は、何か欠落している……いや、壊こわれていると言うべきか。

「それにしても、キールくん。君はやけに詳くわしいよねぇ。暗黒石のことにしろ、闇やみ職しよくのことにしろ、まるで見てきたように話すじゃないか。ただの事務員とは思えないなぁ」

「僕ぼくのことはいい」

「いやいや、私は君に興きよう味み津しん々しんなんだよ。ここ数日、寝ねても覚めても君のことばかり考えているんだ。これはもう恋こいと言っていいかもしれないね。今も胸がドキドキだよ」

　本気か冗じよう談だんか、その無む邪じや気きすぎる笑え顔がおからは本音が読み取れない。

　エルは前かがみになり、誘ゆう惑わくするような角度でキールを見つめる。

「こういう仕事をしているとね、占うらなうまでもなくわかるんだ。抑よく圧あつされた願い、やり場のない感情、誰だれにも言えない秘め事、そういうものを感じるスキルというかセンスが、職しよく才さいの恩おん恵けいで自然と身に付いてね。君も例外じゃない。何か暗いもの──黒いものを抱かかえている。占うらなったら何が視みえるのかな？　思うに、手て袋ぶくろをしているその右手がわけありっぽいよね？」

　キールは右手をテーブルの下に引っ込こめた。そんなことをすればエルの言葉が当たっていることを認めるようなものだったが、反射的に動いてしまった。

　エルは笑う。純じゆん粋すいに。楽しそうに。

「君は私と似ている……いや、同じかな？」

「同じ？　何が？」

「言わなくても、わかってるんじゃない？」

　エルの瞳ひとみが、鏡のようにキールを映した。すべてお見通しだと言いたげに。

　じわじわと核かく心しんに迫せまられている気がしてキールは黙だまり込こむ。この子は危険だ。関わるべきではない。直感的にそう思う。一方で、避さけては通れない予感もした。この会話の先に何があるのか。どこへ行こうとしているのか。出口のない迷路に迷い込こんだようで気味が悪い。

　そのときだ。

　突とつ然ぜん、悲鳴が聞こえた。

　外から、窓越ごしにもはっきりと届いた。

　店先の通りを、近くを巡じゆん回かいしていたのだろうバスターズ・ギルドの警けい邏ら隊たいが駆かけていく。

「興が醒さめたね」エルは三さん角かく帽ぼう子しをかぶった。「今日はここまでにしよう……あ、今のダジャレっぽいね。興が醒さめたから今日はここまで……むふふ」

「まだ話は終わってない」キールは真顔で言う。

「もちろんだとも。でも、続きは今度にしよう。ここにいると厄やつ介かいなことになりそうだと私の勘かんが言っているものでね」エルは腰こしを上げる。

「黙だまって行かせるとでも？」キールも席を立った。

「ふふーん？　そうかい……じゃあ、取引しよう」

　エルは、体が触ふれそうなほどキールの傍そばに寄り、背せ伸のびをして耳元でささやいた。

「この場を見み逃のがしてくれたら、次に会ったとき教えたげる……闇やみ職しよくから転じる方法」

　知りたいでしょ？　と悪戯いたずらっぽくウインクし、悠ゆう々ゆうと隣となりを横切っていく。

[image: ]

　キールは凍こおりついたように動けなかった。




　　　　　　　　　　２




　翌日、いつものようにハローワーク・ギルドに出勤したキールは、いつものように開館前の準備をしていたが、リアナの目にはいつもとは違ちがって見えたようだ。

「キール、調子でも悪いのか？」

「え？　別に。なんで？」

「いや、だって、ファイルの順番があべこべだし、ペンとインクの配置がいつもと逆だ。それにネクタイの長さも合ってないぞ。いつもはバッチリなのに……ほら」

　リアナはそう言うとキールの紐ひもネクタイを調整する。

　通りかかったクレア班長が、そんな様子を見て一言。

「あら、新しん婚こんさんみたいね」

「なッ!?」

　リアナの顔が一いつ瞬しゆんで赤くなり、紐ひもネクタイを締しめる手に力がこもる。

　ぎゅぅぅぅぅ。首を絞しめられたキールの顔は、逆に真っ青になった。

「ななな何を言うんですか班長！　私はただ職員としての身だしなみをですね！」

「リアナちゃん、それ以上ギュッてしたら、キールくんが帰ってこなくなるわよ」

「えっ──はっ、すまん！　大だい丈じよう夫ぶか、キール！」

「……う、うん」キールは朦もう朧ろうとしながら頷うなずいた。「なん、とか」

　さすが、元騎き士し。見た目によらず力が強い。もうちょっと遅おそかったら危なかった。

　まったくもう、クレア班長が余計なこと言うから。

　そのクレア班長は確信犯のように楽しげに二人を見守っていたが、古時計で時刻を確認すると仕事の表情に戻もどってリアナに呼びかけた。

「リアナちゃん、そろそろ時間だけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あっ、そうでした！」

「うん？　何か用事？」

　キールが聞くと、リアナは「ああ」と背筋を伸のばす。

「実は、バスターズ・ギルドから応おう援えんを頼たのまれてな。昨日、後こう輩はいに会っただろ？　あれからギルドに出向いたら、手を貸してくれないかと総長から直々に打だ診しんされてな。あっちは今いろいろと大変みたいなんだ。昨晩、またメンバーが襲おそわれてしまったし……」

　昨夜の事件なら、キールもレストランからの帰かえり際ぎわ、現場に立ち寄った。襲おそわれたのはバスターズ・ギルドの剣けん士し。悲鳴を上げた目もく撃げき者の女性によれば、街路灯に照らし出された犯人の顔は指名手配中の青年で間ま違ちがいなく、笑いながら襲おそっていたという。

「ギルドはパトロールを強化しているんだが、犯人の狙ねらいがバスターズ・ギルドであることがほぼ確実となった今、辞退する者も少なくないようでな……襲おそわれたメンバーが中ちゆう堅けんレベルの実力者だったこともあって、ギルド側もそれなりの面子めんつを揃そろえざるを得ないんだが、ちょうど遠えん征せい任務が重なっていて、人手が足りないそうなんだ」

「騎き士しに復職するの？」

「いや、そうではない。犯人逮たい捕ほまでの一時的なものだ。街の治安を守るために、元騎き士しとして力になれるならと思って。私としても、かつての仲間たちが襲おそわれるのを黙だまって見ているだけというのは忍しのびなくてな」

「そう」心配だけど、引き止めるわけにもいかないな。「気をつけてね」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。とっとと捕つかまえて週末までには戻もどってくる」一いつ緒しよに食事をする約束があるからか、リアナは気合が入っていた。「では班長、リアナ・ルージュ、戦線を移ります」と敬礼して職場をあとにする。その背中は、すでに騎き士しのオーラを取り戻もどしている。

　見送ったキールは漠ばく然ぜんとした不安に襲おそわれた。その理由もわからないまま、リアナが出て行ったドアをじっと見ていると、クレア班長が横目にからかってくる。

「あらあら、遠い目しちゃって。相棒がいなくなって寂さびしいのかな？」

「べ、別にそんなんじゃありません。コーヒーを浴びる心配しなくてすみますしね」

「強がっちゃって。素す直なおじゃないんだから」

　キールは聞こえないふりをして窓口に向かう。クレア班長の指し摘てきに動どう揺ようしているのを悟さとられるのが恥はずかしかった。先ほどの不安は寂さびしさから来るものだったのだろうか。

　開館時間まで新聞に目を通して気を紛まぎらわせる。昨日の事件のことが載のっていたが、頭によぎるのはエルのこと。本当なら、クレア班長に相談するか調査隊に報告するべきだ。でも昨日一晩迷った挙句、キールは沈ちん黙もくを選んで今日を迎むかえていた。

　エルが去り際に残した言葉、あの誘ゆう惑わくを、どうしても断たち切れなかった。

　もう一度、会って確かめてからでも遅おそくはない。




　リアナが抜ぬけた職場は、沈ちん黙もくの魔ま法ほうをかけられたように静かだった。いつも何かしらドジを踏ふむ（だいたいキールが被ひ害がいに遭あう）ことで、ある意味賑にぎやかだったから、かえって物足りなく感じてしまうほどだった。

　昼過ぎから夕方にかけて雨が降った影えい響きようで、午後は相談者も少なく暇ひまだった。最近は襲しゆう撃げき事件で街全体の雰ふん囲い気きが沈しずんでいる上、空模様まで不安定で気分も晴れない。

　何事もなく閉館時間。帰かえり支度じたくをしていたところ、今日も残業で残るクレア班長から、雑用品の発注を頼たのまれた。

「領収書はいつも通りでお願いね」

「はい。では、お先に失礼します。お疲つかれ様でした」

「はい、お疲つかれ様」

　クレア班長は眼鏡のレンズを拭ふき、書類の束と格かく闘とうを続ける。

　ハローワーク・ギルドを離はなれたキールは、アトリエ・フランチェスタへ。

　道中、人の姿をほとんど見かけなかった。野の良ら猫ねこのほうが多いぐらいだ。

　店に着くと、ニオとキットカットは納品に出かけていて不在だった。しかし、店番をしていたニオの祖母に発注を頼たのんでいたところ、ちょうど帰ってきた。

「あ、いらっしゃいませ、キールさん。ご注文ですか？」

「うん、仕事用具をね。発注書は出しておいたから、よろしく」

「はい。えっと……今日は、お一人なのです？」

　ニオはリアナの姿を捜さがした。二人一組というイメージがついているらしい。

　頭の上からキットカットが言う。

「ダメだって、ニオ。キールは友達がいない寂さびしんぼうなんだから。そんな聞き方したら傷ついちゃうだろ。もう少し空気を読んで言葉を選んであげないと」

「お前こそ空気読め」キールは睨にらみつけるが、独りぼっちは否定できない。「もう仕事終わりだからな。それに、リアナはバスターズ・ギルドの応おう援えんに出ていて、今はいないんだ」

「バスターズ・ギルドってことは、アレ？　例の事件絡がらみ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶでしょうか、リアナさん」

「まあ、剣けんの腕うでは確かだからね。ギルドの仲間も一いつ緒しよだろうし」

　ニオを安心させるために気楽に答えたものの、リアナとの別れ際ぎわに抱だいた不安感がよみがえってきて内心落ち着かない。どうにも気がかりだ。

　他の客が来たので、「じゃあ、これで」と挨あい拶さつをして店を出た。笑え顔がおで接客するニオの姿を外から窓越ごしに見ると心が和なごむ。錬れん金きん術じゆつ師しとして、店主として、一いつ生しよう懸けん命めいに頑がん張ばっている姿が微笑ほほえましい。キットカットも客寄せに役立っているようだし、順調そうでよかった。

　日も沈しずんですっかり暗くなり、街路灯のランプが明かりを灯ともす。日中ほとんど陽ひが出ていなかったせいか、空気が冷ひえ込こんで肌はだ寒さむかった。

　暗がりの中、道の向かいから歩いてくる人ひと影かげが一つ。

　街灯に照らし出されたのは、修道服姿の少女。シスター・マリナだった。小こ脇わきに紙かみ袋ぶくろを抱かかえている。そこから長いパンが飛び出していた。

「こんばんは、マリナさん」

「あら、こんばんは」マリナはキールに気づき、少しホッとした様子。「相棒の子は一いつ緒しよじゃないの？」

「仕事帰りなので。そちらは、お買い物ですか？」

「ええ。最近は物ぶつ騒そうな事件が続いているから、明るいうちにと思ったんだけど、ちょっと遅おそくなっちゃって……ちょうどよかったわ。はい、荷物持ち、お願いね？」

「遠えん慮りよなしですね」

　荷物を押おし付けられたキールが苦笑いすると、マリナは口を尖とがらせ、

「一人じゃ不安だから送ってちょうだいって意味でしょ。言わせないでよ、恥はずかしい。気が利きかないんだから。それとも君は、暗い夜道をか弱い乙女おとめ一人で行かせようっての？」

　そう言って寄り添そうように隣となりに並んだ。少し肩かたが触ふれ合う。傍はたから見れば恋こい人びと同士のような距きよ離り感だが、マリナはそんなことを気にするよりも胸を撫なで下ろしていた。本当に不安で心細かったのだろう。

「失礼しました。では、参りましょうか」

　若じやつ干かん遠回りになるけど、教会までマリナをエスコート。お互たがいの近きん況きようを話しながら、数分程度の道のり。道中、誰だれにも会わなかった。

　無事に送り届け、施し設せつ内まで荷物を運び入れると、帰りを待っていた子供たちがいっせいにマリナに駆かけ寄る。相変わらず「まりなさまー」と慕したわれていた。

「これから夕食だけど、よかったら一いつ緒しよにどう？」

「ありがとうございます。でも、今日はこれで失礼します」

「そうね。あまり遅おそくなると危ないし……送ってくれて、ありがとね」

　子供たちが不思議そうに二人を見比べる。砕くだけた調子のマリナが、いつもと違ちがって見えたのだろう。

「いいんですか？　子供たちの前で、素を出しちゃって」

「いいのよ。シスター・マリナを続けるって言っても、無理して淑しゆく女じよを演じるのはやめることにしたの。もちろん、聖職者としてきちんと振ふる舞まうべきところは振ふる舞まうけど、あまり作りすぎちゃってもね……この子たちに、噓うそを教えるわけにもいかないでしょ？」

　子供たちの頭をくしゃくしゃと少し乱暴に撫なでるシスター・マリナは、以前よりも等身大の彼女かのじよに近づいているようだ。それでいいのだろう。ここで必要とされているのは、聖母ではなくマリナなのだから。

　マリナと子供たちに見送られ、キールは教会を出た。

　広場まで引き返し、帰路に着こうとしたが、少し迷って市場へと続く道を選ぶ。昨日と同じ場所にエルがいるとは限らないが、捜さがさずにはいられなかった。

　店じまいした市場には、人っ子一人いない。キールは昨日と同じルートを辿たどってみた。横道に入り、細い路地裏を抜ぬけ、エルと遭そう遇ぐうした角に差し掛かかる。

「やあ、待ってたよ」

　彼女かのじよはそこにいた。

　路上占うらないの小さな店をかまえて。




　街路灯の明かりも届かない路地裏の片かた隅すみ。エルは満開の笑え顔がおでキールを出で迎むかえる。

　こんなところに客など来ないだろうに……いや、ただ一人の客を待っていたのか？

「どうして、僕ぼくがここに来ると？」

「愚ぐ問もんだね。優すぐれた占うらない師しは、近い未来を予見することだってできるのさ」エルは自じ慢まんげに肩かたをすくめる。「ふふーん？　昨日の続きを御ご所しよ望もうのようだね？」

「……聞かせてもらおうか」

「そう慌あわてないで。女の子にはいろいろ準備が必要なんだから……どうかな？　また一いつ緒しよに食事でもしながら。もっと君とお近づきになりたいな」

「断る。話なら、ここで十分でしょう」

「つれないねぇ。まあいいよ、いいともさ」

　エルは両手を広げ、椅い子すに座るよう促うながす。

　キールは黙だまって応じた。机の上の水すい晶しよう玉だまに互たがいの顔が映り込こむ。左右に置かれた二本の蠟ろう燭そくが風もないのに不規則に揺ゆらめき、二つの影かげが踊おどった。

「さて……闇やみ職しよくから転じる方法を知りたいということは、キールくんもそっち側に足を踏ふみ入いれていると解かい釈しやくしていいのかな？」

「…………」

「沈ちん黙もくは答えなり。まあ、君のことは占うらなうまでもなくわかるけどね。感じちゃうから」

「どういう意味だ？」

「こういう意味だよ」

　突とつ如じよ、エルは自ら服を着崩くずした。肩かたから胸むな元もとにかけて露ろ出しゆつし、白い肌はだが浮うかび上がる。大だい胆たんに開いた胸むな元もとに、黒い印が刻まれていた。

　キールは眉まゆ根ねを寄せる。無反応を装よそおうが、無意識に自分の右手に触ふれている。

「……烙らく印いん」

「そう、闇やみ職しよくの証あかし」

　深い闇やみの光を宿すそれは、蠟ろう燭そくの灯あかりを吸い込こんだ。あたりが暗くなる。決して気のせいではない。二人のいる周辺だけ闇やみが濃こくなっていた。

　エルは胸の印を指先でそっとなぞる。

「昨日の話、覚えてるかな？　職しよく才さいを授かることさえ、叶かなわない者だっている……あれは私のことだよ。十五才の誕生日の日、最後の神しん託たくの儀ぎでも職しよく才さいを授かることができず、絶望した私の前に、闇やみ職しよくの占うらない師しが現れた。年老いた彼女かのじよは自分の死期を悟さとっていて、自らの職しよく才さいを私に譲ゆずると言った。私はその申し出を受け入れた。目の前に差し出された選せん択たくに、すがるしかなかった……君も、同じでしょ？」

「…………」

「君は後こう悔かいしているのかもしれないけど、何も悪くなんかないんだよ。選せん択たくの自由と権利を行使しただけだ。後こう悔かいせず、受け入れればいい。そうして闇やみ職しよくを消化し、己おのれの一部へと昇しよう華かさせてしまえば、他の職しよく才さいを宿す余地が生まれ、転じることも可能になる。あ、今の消化と昇しよう華かはうまいこと重なったね、むふふ……要は、器うつわの中身を飲み干してしまえ、ということさ。そうすれば、次の一杯ぱいを注ぐことができる。それが君の知りたがっている答えだよ」

「闇やみ職しよくを受け入れる？」

「私のようにね。その証しよう拠こに、私は他にも、いくつか職を渡わたり歩いている」

　エルは両りよう腕うでを左右に広げ、手のひらを上向きにかざした。両の手の中空に、異なる彩さい色しきの光が浮うかび、小型の魔ま法ほう陣じんを描えがく。右の魔ま法ほう陣じんからは青白い火の玉が現れて明かりを灯ともし、左の魔ま法ほう陣じんからは小さなミミズクが飛び出してエルの肩かたにとまる。

　魔ま法ほう使つかい。それに、召しよう喚かん士か。

「でも、本当の意味で闇やみ職しよくの呪じゆ縛ばくから解放されるわけじゃないでしょう？　アビスの呪じゆ力りよくに縛しばられ続ける限り、いつ破は滅めつするかもわからない身だ」

「そのときはそのときだよ」エルは天てん真しん爛らん漫まんに笑う。「せっかく授かった職しよく才さいだもん、思う存分に力を振ふるって、やりたいようにやったほうが楽しいし幸せでしょ？　闇やみ職しよくに転じるということはつまり、それを望んだことに他ならない。望まなければ手に入らない、望んだからこそ手に入る力なんだから、我が慢まんするほうがおかしな話だよ。だから、キールくんも自分に素す直なおになってさ……こっちにおいでよ。私たち、いいパートナーになれると思うな」

「……ブラックギルドに入れ、と？」

「違ちがうよ、これは個人的なお誘さそい。ナンパ、いや、スカウト……うーん、告白かな？」エルは陽気に笑い、一いち途ずな眼まな差ざしを向ける。「私は、君が欲ほしい。私たちは同じだよ。職しよく才さいに苦く悩のうする人たちの気持ちがわかる。嫌いやというほどに。だから一いつ緒しよに行こ？　ハローワーク・ギルドにいるよりも、ずっとたくさんの人を職の悩なやみから解放してあげられるよ？」

「暗黒石を使って闇やみ職しよくに陥おとしいれることが、人のためになると？」

「みんな闇やみ職しよくを誤解してるよ。闇やみ職しよくと呼ばれてるものは本来、職しよく才さいを自由に選び取るために研究されていたもので、暗黒石はそのために生み出された。それを帝てい国こくが戦争の道具として利用したにすぎない。もともとは職しよく才さい弱者たちの希望となるものだったんだ。誰だれもが平等に夢見た職を得て、望んだ自分になれる。幸せなことでしょ？」

　エルの言葉には迷いがない。本当に心からそう信じているようだ。神を信しん仰こうするかのごとく微み塵じんも疑っていない。

　だが、その神は、魔ま界かいに巣食う悪神だ。

「…………」

　キールは黙だまって首を横に振ふった。答えに迷いはしなかった。

　なぜなら、知っているからだ。職に悩なやみ、もがき苦しみながらも、自分の足で前に進むことでしかつかめないものがある。困難な道でも、あきらめなければ可能性は開ける。覚かく悟ごと責任なくして誇ほこりは得られない。道を見失おうとも、踏ふみ出した先に新たな希望の光は差す。

　元騎き士しの少女が、錬れん金きん術じゆつ師しの少女が、聖職者の少女が、教えてくれた。

「君のやり方を、認めるわけにはいかない」

　キールはきっぱりと告げた。

「暗黒石で闇やみ職しよくに転じるのは、解決法としては簡単かもしれない。けれど、それは本来あってはならない選せん択たく肢しだ。私利私欲にまみれた道じゃ、どこにも辿たどり着けやしない。いずれ、道を見失って、アビスの闇やみに吞のみ込こまれる」

「それでも、私は──君は、すがるしかなかった。そして救われた。違ちがう？」

「……確かに、他に選せん択たく肢しがなかった、目の前のそれにすがる以外なかった……それは否定できない。でも、どんな職にだって責任は伴ともなう。職しよく才さいの力を、職業として振ふるう以上は。君はさっき言ったね。職しよく才さいの力を思う存分に振ふるうことが幸せだと。だけど、闇やみ職しよくの力は周りを危険にさらしかねない。大だい惨さん事じを招くことだってある。そんな力を、自分の欲望を満たすためだけに使うのは無責任だよ。そんな自己満足を職業とは呼ばない──それは、ただの業ごうだ」

　職しよく才さいと向き合う少女たちの姿を胸に、キールは続ける。

「自分だけじゃない、誰だれかのために、誰だれかの幸せにつなげるために、職しよく才さいはあって、その責任を果たしてこそ、果たせる者こそ、誇ほこりを持って職業を名乗れるんだと思う。だから、闇やみ職しよくという安易な選せん択たく肢しに、逃にげちゃダメなんだ」

　半分は自分に言い聞かせていた。職しよく才さいとは何か。職業とは何か。ハローワーク・ギルドで働き始め、少女たちと出会って見つけた一つの道筋。まだ、どこにも辿たどり着けてないけど、あの深い森の屋や敷しきに囚とらわれていたときほど、今いる場所は暗くない気がする。

「ふふーん？」

　エルは愉ゆ快かい気に肩かたをすくめた。その明るさは底なしで、空くう虚きよだった。こちらの言葉は一いつ切さい響ひびいていない様子。まるで手応えがない。

「そっかぁ……へぇ……なるほどねぇ」

　水すい晶しよう玉だまを見つめながら、エルは笑う。

　純じゆん粋すいな笑え顔がおだ。

　純じゆん粋すいな闇やみに堕おちているのだ。

「どうやら、君と出会うのが、少しばかり遅おそかったみたいだね。私よりも先に、もっと強い運命力を持つ子に出会っているらしい……子たち、と言うべきかな。もうちょっと早く会っていたら、君のほうから私を求めてくれたのかもしれないけど……あーあ、残念だなぁ」

　そう言うわりには笑えみが絶えない。余計に楽しそうに見える。

「さぁて、こうなると、あっちに期待するしかないかな」

「……何をする気だ？」

「何もしないよ。もう仕事はすんでるからね。あとは見守るだけさ」

「……？」

「なに、ちょっとサービスした相手がいるんだよ」

　エルは水すい晶しよう玉だまに手をかざす。

　水すい晶しよう玉だまが仄ほのかに発光し、表面に何か映り込こんだ。

　一人の青年の姿。

「この間、占うらなった客でね……彼かれは、幼い頃ころから騎き士しになるのが夢だったそうだ。幸い、騎き士しの職しよく才さいを授かったんだけど、バスターズ・ギルドの入隊試験に落ちて、今は惨みじめなその日暮らしを送っている。聞けば、試験当日は体調を崩くずして本来の実力が発揮できなかったとか。夢を絶たれ、人生にも行き詰づまっていた彼かれには死相が出ていてね、放っておいたら近々自殺でもしそうだったから、それならばと与あたえてあげたのさ。暗黒石という希望の選せん択たく肢しを」

　水すい晶しよう玉だまの中で、青年は曲刀を振ふるい、人を襲おそっていた。狂きよう気きの赤に染まった瞳ひとみ。アビスの力に魅み入いられた者の目だ。

　映っている場所は、昨日事件が起きた市場の近く。不気味に笑っている青年の顔は、新聞に載のっていた指名手配の……あの犯人か？

　気づいた瞬しゆん間かん、今朝からくすぶっていた不安が再燃した。原因はこれだったのだ。襲しゆう撃げき事件とエルがつながっているのではないかという疑ぎ惑わく、その予感を、自覚できずにいた。

「話には、まだ続きがあってね。自分の力を証明したい彼かれは、入隊試験で負けた相手に勝負を挑いどんでいるんだけど、最後の一人がなかなか見つからないというんだ。どうやら、その相手はすでにギルドを辞やめていたみたいでさ。そこで、ちゃちゃっと占うらなってあげたわけだよ」

　水すい晶しよう玉だまに別の人物が浮うかぶ。キールは驚おどろきに目を見開いた。

「リアナ!?」

　鎧よろい姿で街を巡じゆん回かいする彼女かのじよの姿だ。今この瞬しゆん間かんの様子なのか。

「いつ、どこに行けば、彼女かのじよに会えるのか、占うらないで示してあげたんだ。こうして君と会う少し前のことだよ。そろそろ頃ころ合いじゃないかな？　ふふーん」

　エルは悪戯いたずらに笑う。

　キールは机を叩たたいて立ち上がった。

「どこだ！　場所は！」

「わ、びっくりしたぁ。そんなにムキになるなんて、意外だな。君は、もっと渇かわいた人間だと思ってたんだけど……これも運命力の影えい響きようなのかな？　焼けちゃうね」

「どこだと聞いている！」

「中央の広場だよ」エルはすんなりと答えた。「私の見立て通りなら、ちょうど邪じや魔まが入らない頃ころ合いさ。運命の交差点、衝しよう突とつ不ふ可か避ひ。命運が尽つきるのは、果たして誰だれかな？」

　場所を聞いた時点で、キールは駆かけ出していた。

　エルの言葉を疑わないわけではないが、確信に近いものはあった。

　これは、おそらく──いや、きっと、罠わなだから。

　暗黒石を授けた青年が事件を起こしたのも、その標的がリアナであることも、すべては自分を無理やり舞ぶ台たいに立たせるためのエルの策略。

　だとしても、行かなくてはならない。リアナの身に危険が迫せまっている。その危険がいかなるものか、キール自身が一番よく知っている。

　握にぎり締しめた右手の甲こうが、焼けるように熱く疼うずいた。




　その晩、バスターズ・ギルドの面々は、二人以上の班単位で巡じゆん回かいを行っていた。

　応おう援えんで参加したリアナは、以前お世話になっていた弓術士アーチヤーの先せん輩ぱいと同じ騎き士しの職しよく才さいを持つ声の大きな後こう輩はいと三人でパトロールをした。

　星の見えない曇くもった夜。まだ寝ねるには早い時間。いつもなら仕事終わりに一杯ぱいひっかける酒飲みたちが陽気に行ゆき交かう通りも、虫の音が寂さびしく響ひびくだけ。

　担当ルートを一通り見回るとギルド本部へ戻もどり、別の班と交代して休きゆう憩けいに入る。荷物を置いたリアナは、後こう輩はいと共にギルドに併へい設せつされている食堂へ夕食を取りに向かった。

　そこで、ニオと会った。

「おお、ニオ。と、オマケのキットカット」

「誰だれがオマケだ」妖よう精せいが空中で頰ほっぺたを膨ふくらます。「老ろう若にやく男なん女によ問わない人気者、知る人ぞ知る看板妖よう精せいのキットカット様に対して失礼な。この眩まばゆいオーラが目に入らないか」

「こんばんは、リアナさん」ぺこりとお辞じ儀ぎするニオ。「その姿……バスターズ・ギルドの応おう援えんなのでしたっけ？」

「ああ、ちょうど休きゆう憩けいでな。ニオも食事か？」

「いえ、仕事で商品を届けに」

「こんな時間に？　危ないだろう、特に今は」

「はい……でも、今日中に納品しなきゃいけなかったので」

「まあ、幸運の妖よう精せい様がついてるからね。心配いらないさ」

「帰るなら送っていくぞ、ニオ」

「こらっ、さっきから無視すんなっ。見えてるでしょっ。聞こえてるでしょっ」

「じゃあ、お願いしてもいいですか？　正直、不安だったのです」

「うっわ、ニオまで。ひっどいなー、二人とも。ボク、ぐれちゃおうかなー。グレムリンになっちゃうかもなー。ぐれぐれぐれ、ぐれぐれぐれ」

　キットカットは舌を出して笑う。

　リアナは据すわった目で見返した。

「そのときは、私が喜んで討とう伐ばつしてやるぞ」

「あ、やっぱ今のナシ。貴重な妖よう精せい枠わくが消えたら、キッズたちが悲しむからね」

「調子のいいやつだな」リアナは指先でキットカットの頭を小こ突づく。「じゃあ、幸運の妖よう精せいさんよ、その輝かがやく鱗りん粉ぷんで夜道を照らしていただけるかな？」

「ふむ、任せたまえ……って、ボクは照明係じゃないぞっ」

　リアナは後こう輩はいに事情を説明し、ニオとキットカットと共に食堂を出た。

　実際のところ、今回の事件──犯人の狙ねらいは、間ま違ちがいなくバスターズ・ギルドの人間であるからして、ニオのような一いつ般ぱん市民が襲おそわれる心配はないと思われる。とは言え、こんな遅おそい時間に女の子一人で外を歩かせるのは普ふ通つうに心配だ。

　ひっそりとした夜の空気、靴くつ音おとがよく響ひびく。

「まったく、妖よう精せい使いが荒あらいんだから」

　キットカットが愚ぐ痴ちりながらも鱗りん粉ぷんの光を振ふりまき、二人の前をふわふわと飛んで明かりを提供している。月明かりもなく、場所によっては街路灯の間かん隔かくが長くて暗かったので、大いに役立っていた。

「しっかし、リアナって本当に元騎き士しだったんだねー。心底意外だよ。ボクのこと、オバケと勘かん違ちがいしてビクビクしてたくせに」

「ビ、ビクビクなどしていない！」

「えー、そうだったっけー？　一目散に逃にげてった気がするけどなー？」

「あ、あれは戦略的撤てつ退たいだ。装備も不十分だったからな。剣けんさえ持っていたら、あの場で斬きり捨てていた。つまり、お前は命拾いをしたのだ、キットカット」

「ふーん、まあ、そういうことにしておこっか」

　キットカットはボソッと呟つぶやいて照明係をこなす。これ以上リアナをからかうのは得策ではないとの判断。さじ加減を間ま違ちがえて本気で怒おこらせたら、あとが怖こわいから。

　リアナはムスッとしていた。

　ニオが場を和なごませようと気を遣つかう。

「リアナさんの騎き士し姿、かっこいいのです。風格が漂ただよっているのです」

「ありがとう、ニオ。私も久しぶりだから、身が引き締しまる思いだよ」

「重くないのです？」

「慣れてるからな。それに見た目ほどではない。全身装備の重装兵と違ちがって、私は立ち回り重視の軽装兵だ。鎧よろいのプレートは薄うすめで、代わりに鎖くさりかたびらを中に着ている」

　解説するリアナは意い気き揚よう々よう。職業柄がら、この手の話題には強い。

「戦せん闘とう系職の者にとって、装備はもっとも気を遣つかい、こだわるところだ。自分の職しよく才さいと戦せん闘とうスタイルに合った装備を考えて揃そろえるのが、大変なところではあるが醍だい醐ご味みでもある。私のような軽装兵にとっての理想は、聖騎き士しが身に着ける精せい霊れい銀の鎧よろいとかだな。魔ま法ほう耐たい性せいを持ち、鋼はがねよりも頑がん丈じようでありながら、シルクのように軽い。まさに究極の装備だ」

「精せい霊れい銀の鎧よろい……確か、うちのご先祖様がこしらえたものだと、お婆ばあちゃんから聞いたことがあるのです。今では素材が手に入らなくて、作ることはできないみたいですけど」

「そうなのか、それは残念だな。もっとも、騎き士しを辞めた私にはもう必要ないが」

「そう言えばさ」キットカットが振ふり返り、後ろ向きに飛びながら口を挟はさむ。「リアナは元騎き士しだけど、キールのやつは？　もともとは、何やってたの？」

「さあ……私も、知らない」

「まさか、引きこもりニートだったりして。職しよく才さいのほうは？」

「それも、わからない」リアナは視線を伏ふせる。「私も気にはなっているんだが、なんとなく聞けずにいて……考えてみたら、キールのこと、あまりよく知らないんだ……」

　口にこそ出したことはないが、聞こうとしたことは何度かあった。初めて尋たずねたのは、まだ転職の相談に乗ってもらっていた頃ころ、広場で賊ぞくを退治したときだ。あのとき、微び妙みようにはぐらかされたのは感じていた。たぶん触ふれられたくないのだろう。

　仕事柄がら、職しよく才さいについて話すことはあるが、そういうとき、キールはふとした拍ひよう子しに遠い目になり、どことなく陰かげを引きずっているように感じる。そんな姿を見ると余計に聞きづらくなるけど、余計に気になってもしまう。彼かれのことを知りたいという気持ちは強まる一方だった。

　今度一いつ緒しよに食事するとき、思い切って聞いてみようか。




　広場に出た。薄うす暗ぐらい闇やみ間まの中心で噴ふん水すいがライトアップされている。

　しぶきを振ふりまく噴ふん水すいを横切っていくとき、反対側に赤い点が二つ、妖あやしく光った。リアナはいち早く気配を察し、ニオの袖そでをつかんで止める。

「リアナさん？　どうかしたのです？」

「ニオ……悪いが、今すぐ引き返してギルドに知らせてくれ。ホシを発見した」

　ニオは「え？」と天を仰あおいだ。キットカットも上を見上げる。曇くもった夜空に星はない。次にリアナの視線を辿たどる。その先に浮うかぶ赤い光に気づき、身を強こわ張ばらせる。

「行くんだ」

「で、でも、リアナさんは？」

「騎き士しの職務を果たす。さあ、行け。道中頼たのんだぞ、キットカット」

「お、おう。任せとけ」

　さすがのお調子者も異様な気配を感じ取ったのか、緊きん張ちようの面おも持もち。

　キットカットが発光しながら先導し、ニオがそのあとについて駆かけていく。

　リアナが広場を離はなれる二人を見送った直後、暗がりに浮うかぶ赤い眼光が糸を引いた。

　闇やみの中で影かげが動く。噴ふん水すいを跳とび越こえて一直線。

　最中さなか、雲の切れ間から月明かりが差し、影かげが手にする曲刀が鈍にぶい光を放った。

　リアナは腰こしのブロードソードを抜ばつ刀とう。そのまま、薙なぎ払はらいで一いつ蹴しゆう、刃やいばを弾はじく。

　相手は空中で反転し、野や獣じゆうのようにバランスを取って噴ふん水すいの垣かき根ねに着地した。唸うなるような息いき遣づかい。微かすかに肩かたを上下に揺ゆらす。

　リアナは剣けん先さきを向けて牽けん制せいした。

「貴様は指名手配されている。逃にげ切れると思うな。おとなしく投降しろ」

「ウ、ウゥゥ……見、ツ、ケ、タ……ァァ……」

　返ってくるのは、聞き取れない呟つぶやき。

　雲がちぎれて流れる。月明かりのもと、露あらわとなったのは、ぼろぼろのローブを羽織った青年だ。フードの下で不気味な笑えみを浮うかべるその顔は、指名手配中の犯人に違ちがいない。らんらんと赤い光を宿す双そう眸ぼうは、狂きよう気きと殺気で満ちている。見るからに常じよう軌きを逸いつしていた。

　本来であれば、警備用の笛を吹ふくなり照明花火を打ち上げるなりして他の仲間に知らせるところだ。が、休きゆう憩けいに入ったときにその手の荷物は置いてきてしまっていた。

「オ、オ前、ノ……セイ、デ……ウゥ、ウゥゥ……」

「──？」

「俺おれガ……俺おれノ、ホウガ……強イ……強イィィィーッ！」

　犯人の青年は、ぶつぶつと恨うらみ節のようなものを唱えていたかと思うと、突とつ然ぜん奇き声せいを上げて駆かけ出した。地を這はうように一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめてくる。三日月型の曲刀が風を切って唸うなる。

「問答無用か。ならば、こちらも容よう赦しやはせん！」

　人にん間げん離ばなれした俊しゆん敏びん性を前に、スピードでは遅おくれを取ると見たリアナは、守り主体の静のかまえを取った。両手持ちで正面中段に剣けんをかかげ、意識を集中。

　剣けんが闘とう気きを帯び、一回り大きな刀身を浮うかばせた。振ふりかざせば、尾おを引いた闘とう気きの帯が宙に留まり、障しよう壁へきとなって物理攻こう撃げきを防ぎ弾はじく。言わば、斬ざん撃げきの盾たて。攻こう防ぼう一体のスキル。一振ふりの障しよう壁へきの継けい続ぞく時間は短いが、手数やスピードの遅おくれをカバーするには十分。

　犯人は四方八方に跳とび回り、乱らん舞ぶした。絶え間ない斬ざん撃げきの嵐あらし。まるで数人同時に相手にしているかのように休みなく攻こう撃げきが続く。それでも、リアナの防ぼう御ぎよは崩くずれない。相手の攻こう撃げきは一いつ辺ぺん倒とうで、派手ではあるが、雑で単調だ。さほど脅きよう威いではなかった。

　冷静に太た刀ち筋すじを見切り、斬ざん撃げきの盾たてで曲刀を弾はじき、隙すきを見て踏ふみ込こむ。

「はあああああッ！」

　横一線、水平斬ぎり。

　犯人は曲刀で受ける。刃はがこすれて火花が散る。防がれはしたが、一いち撃げきの圧はリアナのほうが上。犯人は仰のけ反ぞってバランスを崩くずした。チャンスだ。リアナは剣けんを振ふり抜ぬいた勢いに乗って回転しながら、さらに踏ふみ込こみ、二の太た刀ちを振ふり上げた。曲刀を弾はじく。剣けん圧あつに負けた男はバンザイの格好。がら空きの胴どうへ、返す刃はで全力のみね打ち。

「チェストぉぉぉ────ッ！」

　直ちよく撃げき、確かな手応えが伝う。

　吹ふき飛んだ犯人は、背中から大の字に倒たおれ、沈ちん黙もく。

　がっくりと頭が横に垂れる。動く気配はない。

「ふぅ、肋ろつ骨こつを何本かやったか。悪く思うなよ」

　骨を砕くだいた感かん触しよくが手に残っていた。少々やりすぎかたもしれないが、加減をしている余よ裕ゆうはなかった。単純な戦せん闘とう力だけなら、互ご角かくかそれ以上だっただろう。

　勝敗の要因は経験の差だ。犯人の戦い方は単調すぎた。きっと実戦経験に乏とぼしいのだ。バスターズ・ギルドで数多くの戦せん闘とうをこなしてきたリアナのほうが戦い方を知っていた。

　今のうちに武器を取り上げてしまおうとリアナは犯人に近づく。

　だが、傍かたわらに落ちている曲刀に手を伸のばしたそのとき、犯人が急に飛び起きた。同時に曲刀をつかんで振ふるう。ひゅん、と刃はが鳴く。

「くッ──」

　リアナは紙かみ一ひと重えで身を引いた。前まえ髪がみが少し切れた。

　間を置かずに追つい撃げきが迫せまる。リアナは剣けんをかまえるが、重心が後ろに傾かたむいたままでは満足に防ぼう御ぎよしきれない。先ほどとは逆に剣けんを弾はじき上げられ、胴どうに一いち撃げきを浴びてしまう。石いし畳だたみの広場を受け身も取れず派手に横転。全身を強く打ち付けた。

「ぐッ……がはッ」

　呼吸がつまる。大だい丈じよう夫ぶだ、致ち命めい傷しようではない。外装の鎧よろいはひび割れ、中の鎖くさりかたびらまで引き裂さかれていたが、生身にまでは達していなかった。しかし、一いち撃げきの速さも、重さも、さっきまでとは段だん違ちがいだ。肋ろつ骨こつが折れてまともに動けないはずなのに、いったい、なぜ？

「──っ!?」

　応戦のかまえを取ろうとするリアナだが、体に力が入らず、すぐに膝ひざをつく。

　全身が倦けん怠たい感に蝕むしばまれ、手足が鉛なまりのように重かった。感覚が鈍にぶい。引き裂さかれた鎖くさりかたびらが肩かたからずり落ち、半はん裸らになりかけるが、それを直すこともできない。

「な、なんだ……体が、言うことを聞かない……？」

　亡ぼう霊れいのように立つ犯人の背から、黒い霧きりが漂ただよっている。口から血を流す犯人の目が、さらに赤く、そして暗く、狂きよう気きの闇やみに沈しずんでいく。

　額には、不気味な印が輝かがやいていた。

「闇やみ職しよくの、烙らく印いん……っ!?」

　呪のろわれし職しよく才さいの証あかし。この倦けん怠たい感はアビスの呪じゆ力りよくのせいか。

「グオオオオオオオオォォォォォ───ッ！」

　犯人は咆ほう哮こうを上げた。もはや言葉を、理性を、失っている。

　頭上に高く跳とび、曲刀を逆手にかまえ、リアナの心臓を貫つらぬかんと降ってくる。

　リアナは剣けんに手を伸のばすが、手足が麻ま痺ひして力が入らず、握にぎることさえかなわない。

　覚かく悟ごを決める猶ゆう予よも、恐きよう怖ふを感じている暇ひまも、ない。

　迫せまり来る最さい期ごのときを前に胸をよぎったのは、いつも失敗してばかりいる自分を笑え顔がおで支えてくれる相棒のこと。おおらかで気が優やさしくて、でも、どこか陰かげを引きずっていて、たまに遠い目をする。不意に見せる寂さびしげな横顔が、なんだか無む性しように気になって、彼かれのことをもっと知りたくて、気づいたら、いつも目で追っている自分がいて……。

　せっかく、約束したのに──目の前の死よりも、週末の約束が果たせないことを思い、目の奥おくから熱いものが込こみ上あげてきた。

「キール……っ」
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　輝かがやく粉を散らしながら、キットカットは暗い夜道に光の尾おを引いて飛んでいく。分かれ道に差し掛かかると宙を反転し、じれったそうに後ろを振ふり返った。

「速く速く、急げ、ニオ！」

「はぁっ、はぁっ、はぁっ」

　息を切らしながら必死に走るニオではあったが、遅ち延えん魔ま法ほうにかかったように遅おそかった。もともと体が小さい上、運動は大の苦手。かけっこでは幼児にも負ける。体力も限界。へとへとで普ふ通つうに歩いているのと変わらない速さだ。

「キット、カット……先に、行って……」

「でも、ニオを一人で置いてくわけにも」

「私は、平気……それより、リアナさんが……だから、早く」

「うぅ～、わかったっ。んじゃあ、先にひとっ飛びして──」

　キットカットがくるりとひるがえり、勢いよく分かれ道を折れようとしたそのとき、前から歩いてきた女性とぶつかった。小さな体が大きな膨ふくらみに埋うもれる。

「ふもっ……こ、これは、シスター・マリナに負けず劣おとらずの……」

　キットカットがもぞもぞしているうちに追いついたニオは、女性に気づいて息も絶え絶えに助けを求めた。

「あ、あの、すいません……きゃっ」

　足がもつれ、女性に抱だき着つく格好。キットカットが二人に挟はさまれ、押おし潰つぶされる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」女性は朗ほがらかに微笑ほほえんだ。「そんなに息を切らして、どうしたの？」

　豊満な胸の谷間から見上げたニオは、ハッと目を丸くした。

　知っている顔だった。ハローワーク・ギルドで見かけたことがある。キールとリアナの上司の人だ。二人が話すのを聞いたことがある。確か、班長……クレア班長。

　ニオは思わず彼女かのじよにしがみついた。

「たたた、大変なのです！　犯人が、広場で、リアナさんが！」

「あらまあ、それは困ったわね」

「急いで、ギルドに、応おう援えんを！」

　必死に事情を伝えるニオに対し、彼女かのじよはほのぼのとした微笑ほほえみを崩くずさない。

　ただ、状じよう況きようは察したようだ──一いつ瞬しゆん、研とぎ澄すまされた刃やいばのような鋭するどい視線を、広場のほうへ向けた。音もなく微風そよかぜが吹ふき抜ぬける。

「呪じゆ力りよくの気配……残業が必要かしら」

「ふもっ、ふもふもっ、ふもーっ！」

　キットカットが窒ちつ息そくしかけていた。




　血に飢うえた曲刀の切っ先を、リアナは成す術すべもなく双そう眸ぼうに映す。時の流れがやけに遅おそく感じられる。スローモーション。逃のがれようのない状じよう況きようの中で、それは拷ごう問もんに等しい。死神に弄もてあそばれているかのようだ。

　涙なみだで視界が滲にじんだそのとき、一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけた。リアナは目を瞑つぶる。

　まばたきにも等しい刹せつ那なのあと、眼前には、見覚えのある背中があった。

　狂きよう笑しようのごとく唸うなる曲刀を、彼かれは、黒くろ革かわの手て袋ぶくろをした右手で殴なぐりつけた。刃は物もの同士がぶつかるような甲かん高だかい音を上げ、弾はじき合う。衝しよう撃げきで犯人は大きく飛び退のいた。

　死神の一手を退けた彼かれの右手は、闘とう気きを帯びて青白く輝かがやいている。武ぶ闘とう家のような格かく闘とう系の職しよく才さいが扱あつかう体術スキルだ。もっとも彼かれの場合は、剣けん術じゆつスキルの応用にすぎない。

「大だい丈じよう夫ぶ？　リアナ」

「……キール……っ」

　目を丸くするリアナに、キールは小さく笑いかけた。

　間に合った、と安あん堵どしたのは一いつ瞬しゆん。リアナの身にうっすらとまとわりついている黒い霧きりを目にして、アビスの呪じゆ力りよくに毒されていることに気づく。しばらく自力では動けないだろう。抱だいて運ぶという選せん択たく肢しは、敵が許してくれそうにない。

「フゥゥゥゥ……ゲホッ、ガハッ……ガ、ガ、ガァァ……ッ」

　犯人が涎よだれ交じりに吐と血けつしながら、唸うなり声を放つ。リアナの一いち撃げきで折れた肋ろつ骨こつが臓器を傷つけていたが、苦痛に喘あえぐでもなく、赤一色に染まった眼球に次なる獲え物ものを捉とらえていた。

　狂きよう気きの沙さ汰ただ。このままでは死ぬぞ。間に合うか？

　キールはリアナの剣けんを拾った。

「ちょっと借りるよ」

「ダメだ、キール……あれは、普ふ通つうじゃない」

「うん、わかってる」

　憐あわれみの目で見み据すえる。

　戦いに狂くるった者の姿を。

「闇やみ職しよく《狂戦士バーサーカー》……力の誇こ示じ、勝利への執しゆう念ねん、復ふく讐しゆう心……様々な欲望に憑つかれ、戦いに魅み入いられた戦せん闘とう狂きよう。ああなったら手足をもがれても止まらない。アビスの呪じゆ力りよくによって肉体は限界を超こえて酷こく使しされ、我を忘れて戦い続ける。相手を駆く逐ちくするか、自身が破は滅めつするまで」

「そんなやつ、どうすれば……」

「闇やみ職しよくそのものをどうこうすることはできない。あれは一度でも転じたら、二度と抜ぬけ出せない底なし沼ぬまのようなものだ。でも、暴走を止めることはできる。手っ取り早いのは、意識を断って気絶させてしまうことだよ」

「あれを相手に、か？」

「確かに、言うほど簡単じゃないかもだけど、まだ手に負えないほどじゃない。問題は、このなまった腕うでで、どこまでやれるか」

「グオオオオオオオオォォォ───ッ！」

　狂戦士の咆ほう哮こうが言葉をかき消す。

　一直線にキールに迫せまり、曲刀を振ふるう。相変わらずの一いつ辺ぺん倒とう。しかし、リアナが交戦していたときよりも、格段に速く、重い。空間ごと押おし潰つぶすような圧力がある。

　その強きよう撃げきを、キールは軽々といなした。真正面から受けて立つのではなく、相手の刃はに対して剣けんを寝ねかせ、力の矛ほこ先さきを変えて勢いを流す。

　まるで合あい気き道どうのような剣けん術じゆつ。次々と攻こう撃げきをさばく。

「うん、意外と動けるもんだな。体が覚えているのか」

　独り言を呟つぶやく余よ裕ゆうまであった。

　力任せな攻こう撃げきを巧たくみにいなし、ついには剣けん先さきをひるがえして狂戦士の手から曲刀を弾はじき飛ばした。すぐさま踏ふみ込こみ、胴どうに肘ひじ打ち。続けて顎あごに掌しよう底てい。ぐらついた犯人の後ろ首に剣けんの柄つかを振ふり下ろす。流れるような三連撃げき。

「ガッ──」

　静止した男の目から赤い光が失うせ、膝ひざから崩くずれ落ちた。

　圧あつ倒とう的てきだ。狂戦士を完全に凌りよう駕がしたキールの姿にリアナは呆あつ気けに取られる。

「す、すごい……いったい、どこで、そんな剣けん術じゆつや体術を？」

「昔、習い事でちょっとね」

　キールは多くを語らず、リアナに肩かたを貸した。装備が着崩くずれてはだけてしまいそうなリアナは赤面。キールは「ごめん」と慌あわてて目を逸そらしつつリアナを起こし、自分のシャツを脱ぬいでかけてあげた。

「直じきに動けるようになるよ」広場をぐるりと見み渡わたす。「誰だれかに知らせたいところだけど、この場を離はなれるわけにもいかないし……大声を出せば、誰だれか気づいてくれるかな？」

「それなら大だい丈じよう夫ぶだ。今いま頃ごろ、ニオが知らせてくれているだろう」

「ニオが？」

「ああ、家まで送る途と中ちゆうだったんだが……」

　リアナは途と中ちゆうで言葉を失った。キールの肩かた越ごしに何かを見て驚おどろきに目を見開く。

　キールも気配を察して振ふり返った。完全に意識を断ったはずの犯人が、屍し人びとのようにゆらりと起き上がっていた。額の烙らく印いんが暗く輝かがやき、散りかけていた黒い霧きりが再び濃こくなってその全身を覆おおっていく。まるで闇やみに食われていくよう。

　霧きりは、黒曜石のような硬こう質しつな外骨格を形成し、犯人の体に食い込こんだ。二本角の兜かぶとが男の頭を丸まる吞のみして素す顔がおを覆おおう。狂きよう気きを具現化した諸もろ刃はの鎧よろい。全身武装。

　一回り巨きよ大だいになった狂戦士は、落らく雷らいのような咆ほう哮こうを上げ、狂くるい立った。

「な、なんだ、あの姿は……？」

「闇やみ堕おちだよ」リアナの問いに、キールは淡たん々たんと答える。「アビスの呪じゆ力りよくによって心の闇やみに囚とらわれ、精神暴走を引き起こす……闇やみ職しよくの末路だ」

　力を行使するたびに闇やみに吞のまれ、己おのが欲望を満たすだけの壊かい人じんと化す。

　人の道を外れた魔ま道どう、人の形をした別者──魔者マモノ。

　それが闇やみ職しよくの現実。逃のがれようのない呪じゆ縛ばく。

　ああなってしまったら、ただでは止まらない。たとえ止めることができても、堕おちた心は闇やみに囚とらわれたまま、壊かい人じんが廃はい人じんに変わるだけ。

　手て遅おくれか。いや、それ以前に……。

「……凌しのげるか？」

　強圧な呪じゆ力りよくを放つ狂戦士を前にキールは息苦しさを覚える。

　重く冷たいプレッシャーが、忌いま々いましい記き憶おくを呼び起こした。

　──立ちはだかる黒獅し子し。

　──倒たおれ伏ふした仲間たち。

　──目の前に転がる選せん択たく。

　いつか見た光景に気を奪うばわれているキールを目がけ、狂戦士が突とつ進しんを仕し掛かける。見た目は重装兵だが、一いつ瞬しゆんでトップスピードに達した。その速度と重量を乗せて全力で斬きりかかる。曲刀が狂きよう笑しようのような唸うなりを上げる。

　反応が遅おくれたキールは剣けんをかまえるものの受け流しきれず、体ごと弾はじき飛ばされ、石いし畳だたみの上を転がった。素早く起き上がって剣けんに闘とう気きを走らせる。

　狂戦士はすでに間合いを詰つめていた。刃はが交わり、火花を散らす。

　繰くり広げられる光景は、先ほどまでと同じ。攻せめ続ける狂戦士と受け流すキール。

　しかし、たがが外れたように荒あれ狂くるう狂戦士の攻こう撃げきは、もはや武力ではなく暴力。キールは一いち撃げきごとに体力を削けずられ、剣けんに宿る闘とう気きの輝かがやきも衰おとろえていった。消しよう耗もう戦は不利だ。どうにかして状じよう況きようを打破しないことには……。

　だが、それ以前に剣けんがもたなかった。

　ガキィンッ、と甲かん高だかい音が反はん響きようし、刃はが折れる。次の一いち撃げきをいなしきれず、キールは軽々と吹ふき飛ばされた。体勢を整えて着地するものの、勢い余って両足が石いし畳だたみの上を滑すべる。折れた剣けんを突つき立て、火花を散らしながら勢いを殺し、ようやく踏ふみとどまった。

　息つく間も与あたえず、狂戦士は巨きよ体たいを弓のようにしならせ、地を蹴ける。

「くッ──」

　キールは受けて立つかまえ。後ろにはリアナがいた。避さけるわけにはいかない。

　しかし、折れた刃はでは、合気の剣けんも効果半減。暴力の嵐あらしをかろうじて受け流すものの完全にはいなしきれず、狂きよう気きの刃はが全身をかすめていく。徐じよ々じよに押おされ始め、顔や手足に裂れつ傷しようが刻まれる。事務員の制服は瞬またたく間まに赤く滲にじみ、リアナの頰ほおにまで血が飛び散った。

「もういい、キール！　お前だけでも逃にげろ！」

　それはできない。できるはずない。

　だが、このままでは時間の問題だ。

　選せん択たくを迫せまられていた。

　突つきつけられる二に者しや択たく一いつ。デジャヴ。

　これこそが、エルの狙ねらいか。自ら選ばせ、思い知らせたいのだろう。刻きざみ込こまれた呪じゆ縛ばくからは逃のがれようがないのだということを。

　その目もく論ろ見みは、まんまと成功したと言える。

　今この瞬しゆん間かん、キールは嫌いやというほど味わっていた。これは自分が招いたことなのだ。かつての選せん択たくが、巡めぐり巡めぐってこの危機を招き、リアナまで巻き込こんでしまっている。そして、この状じよう況きようを乗り切る方法は、一つだけ……また、あの選せん択たくに、すがるしかないのか。また、すべてを失うことになるのか。

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよ──けれども、時間は待ってくれない。

　キールは奥おく歯ばを嚙かみ締しめ、折れた剣けんを握にぎり直した。

　狂戦士の振ふり下ろしに対し、真っ向から切り返す。

　受け流すのではなく、力に対し、力で迎むかえ撃うった。

　右手の甲こうが手て袋ぶくろ越ごしに暗く輝かがやき、黒こく炎えんに包まれる。

「ガ──ッ！」

　吹ふき飛んだのは、狂戦士の巨きよ体たい。

　キールの右手て袋ぶくろは灰と化し、甲こうに刻まれた印が露あらわに。

「え？」

　リアナが言葉を失う。

　闇やみ色いろに輝かがやくそれは、闇やみ職しよくの烙らく印いんに他ならない。

「……ごめんよ」

　キールは背を向けたまま呟つぶやき、リアナから距きよ離りを取るように前に踏ふみ出した。もう引き返すことはできない。共に働いた日々も今日で終わりだろう。それでも。

　覚かく悟ご──否、諦あきらめを胸に、キールは右手をかざし、呼ぶ。

　己おのれの内に潜ひそむ、闇やみの器うつわを。

「……来い、ディアブロス」

　右手の甲こうに刻まれし烙らく印いんが、仄ほの暗ぐらく輝かがやく。

　黒い霧きりが発生し、狂戦士のときと同じようにキールの身を包んで装そう甲こうを具現化した。憂うれいの表情は仮面に覆おおわれ、その姿は漆しつ黒こくの騎き士しへと変へん貌ぼう──変身を遂とげる。折れた剣けんは闇やみ色いろの光に包まれ、禍まが々まがしい形状の刃はを形成した。冷たい威い圧あつ感が吹ふき渡わたる。
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　向かいで狂戦士が起き上がった。曲刀はどこかに弾はじき飛ばされていたが、かまわず四し足そく獣じゆうのように地面を駆かけて迫せまる。その腕うでに霧きりがまとわりつき、鋭するどい手ク甲ロ爪ーを形成する。

　キールは──漆しつ黒こくの騎き士しは、黒い霧きりをマントのようになびかせ、地を蹴けった。

　月のスポットライトの下、闇やみに転じた二つの影かげが衝しよう突とつし、衝しよう撃げき波はが波打った。




　異形と化した闇やみ職しよく同士の戦いを、リアナは呆ぼう然ぜんと見る。

「まさか……そんな」

　自分の目を疑い、耳を疑った。

　ディアブロス──キールは確かにそう告げた。

　あの禍まが々まがしい刃は。見るだけで悪お寒かんを覚える漆しつ黒こくの魔ま剣けん。

「こいつはびっくり仰ぎよう天てんだ」

　不意に、真横で声がした。

　いつの間にか、隣となりに、誰だれか立っている。

　三さん角かく帽ぼう子しにローブマントを羽織った魔ま法ほう使つかい風の少女。

「ディアブロス──かつての魔ま王おう帝てい国こく軍四天王《暗黒騎き士し》の魔ま剣けんだね」少女は陽気に笑えみをこぼしている。「帝てい国こくが敗れ、暗黒騎き士しの亡なき後、その闇やみ職しよくを宿す魔ま剣けんディアブロスは何ど処こかへ消えた。昨年になってその所在が明らかとなり、白はく鳳ほう騎き士し団とブラックギルドが激しい争そう奪だつ戦を繰くり広げた挙句、再び消息不明に──てっきり白はく鳳ほう騎き士し団が公表しないまま破は棄きしたものだと思っていたけど……よもや、こんな形でお目にかかるとは。闇やみ職しよくの担にない手てだったのは予想通りだったけど、まさかのスーパーレアに笑いが止まらないよ。ふふふふふーん」

　鼻歌交じりで御ご機き嫌げんな少女。その唐とう突とつな登場と異様なテンションに、リアナは違い和わ感かんを通り越こして不気味さを覚えた。どこかで会っている気がするが、思い出せない。

「な、何者だ？」

「名乗るのは初めてだね。私は、占うらない師しのエルクウェイド・ドレイク。エルでいいよ。ざっくり言えば、今回の一件を仕組んだ黒幕さ。君にとっては……恋こい敵がたきといったところかな」

　恋こい敵がたき？　黒幕？

　リアナは混乱しながらも警けい戒かいして顎あごを引く。

　とは言え、アビスの呪じゆ力りよくに蝕むしばまれている今、対応のしようがない。

「やだなぁ、そんな怖こわい目で睨にらまないでよ。まるで私が悪者みたいじゃないか」エルは心外そうに肩かたをすくめ、顎あごをしゃくる。「それより、ほら、早くも決着がつきそうだよ」

　視線の先、暗黒騎き士しが狂戦士を圧あつ倒とうしていた。

　激しく乱らん舞ぶする狂戦士を、暗黒騎き士しは悠ゆう々ゆうと片手一本で魔ま剣けんを操あやつり、さばく。傍はた目めには狂戦士がヒット＆アウェーを仕し掛かけているようにも見えるが、外骨格の鎧よろいは衝しよう突とつするたびに魔ま剣けんに打うち砕くだかれ、破は壊かいされていく。一方の暗黒騎き士しには傷一つない。

　狂戦士の動きは、明らかに鈍にぶっていた。全身に食い込こんだ外骨格の鎧よろい、魔ま剣けんで砕くだかれたその隙すき間まから、とめどなく血が滴したたり落ちる。諸もろ刃はの力と常人離ばなれした激しい動きに、生身がついてこないのだ。アビスの呪じゆ力りよくをもってしても限界ということだろう。それはつまり生命の限界ということ。いや、あの出血量からして、とうに……。

「アァ……ア……ア……ァ」

　弱りながら、壊こわれながら、それでも立ち上がる。

　戦いを欲ほつして。戦いに狂くるって。心さえも失って。

　これが闇やみ堕おちか。なんて恐おそろしく、哀あわれなのか。

「……深しん淵えんに還かえれ」

　暗黒騎き士しが、おもむろに魔ま剣けんを振ふり上あげる。刀身が闇やみよりも暗く輝かがやく。

　そして、音もなく空を斬きった。

　何の変へん哲てつもないただの一振ふり。

　刹せつ那な、暗黒の輪が波は紋もんのように広まる。

　広場一帯が闇やみに吞のまれ、何も見えない。何も聞こえない。

　完全なる暗黒と静せい寂じやく。

　一いつ瞬しゆんの後、闇やみは魔ま剣けんの切っ先に収束し、空間は元通りに。

「────」

　すべてが静止したような時の中、狂戦士の巨きよ体たいに一筋の切れ目が入り、ずるりと左右に裂さけて崩くずれた。声を上げることなく真っ二つになりながら黒い霧きりと化して散っていく。後には何も残らない。犯人の影かげも形も残らない。

　命を絶つというより、存在そのものを断たち切ったかのようだった。

　せめてもの慈じ悲ひだったのか──いや、暗黒騎き士しの剣けんに、そんな感傷はない。騎き士しとして培つちかわれたリアナの目には、心が通っていないように見えた。何の感情もなく、邪じや魔まな石ころを蹴け飛とばすように、ただ目の前の敵を排はい除じよしただけだ。

　あれは、本当にキールなのか？

　あんな心無い剣けんを、彼かれが……？

「狂戦士が戦いに狂くるった獣けものなら、暗黒騎き士しは自動的に障害を取り除く人形さ」エルはうっとりと暗黒騎き士しを見つめている。「聞くところによると、魔ま王おうに対する異常なまでの忠誠心を根源として生まれた闇やみ職しよくらしいけれど、魔ま王おうの亡なき後は、敵とみなしたものを片かたっ端ぱしから駆く逐ちくする殺さつ戮りく兵器に変わり果てたという。さて、今はどうなのかな？」

　敵を失った暗黒騎き士しは、でくの坊ぼうのように動かなくなった。全身を覆おおっていた漆しつ黒こくの鎧よろいが霧きりと化して散っていく。魔ま剣けんもその形を失っていく。

　リアナは孤こ独どくな背中を見た。

「キール？」

「…………」

　言葉もなく振ふり向むいたキールの目は、しっかりと意思の光を宿していた。しかし、リアナの隣となりに立っている占うらない師しの姿を見て驚おどろきに見開かれると、スッと暗く沈しずむ。

「エルクウェイド・ドレイク……ッ」

　揺ゆらめき立つ敵意にアビスの呪じゆ力りよくが呼応する。散りかけていた黒い霧きりが息を吹ふき返して彼かれの全身を覆おおい、魔ま剣けんディアブロスは禍まが々まがしい刃はを復活させた。




　暗黒騎き士しは兵器としての活動を再開した。一歩、また一歩、魔ま剣けんの切っ先を引きずりながら二人の少女へ向かっていく。

　呪じゆ力りよくに蝕むしばまれているリアナは動くに動けない。

　エルは後ろ歩きで距きよ離りを取る。臆おくした様子はない。何かを試ためすような足取りだ。

　暗黒騎き士しは成す術すべのないリアナの眼前に到とう達たつした。しかし、漆しつ黒こくの仮面は足元の彼女かのじよに見向きもせず、後退したエルのほうを見み据すえ、歩みを続ける。

「ふふん、なるほど」エルは納なつ得とくした様子。「今この瞬しゆん間かん、リアナちゃんが主君、私は害敵とみなされているわけか。自動的だとは言え、その意思が反映されているあたり、まだ堕おち切ってはいないようだね。一度心を空っぽにさせて、それを埋うめてあげれば、主導権を握にぎれると思ったんだけど……ちょいと考えが甘あまかったかな」

　じりじりと迫せまる暗黒騎き士しを前に、エルは逃にげるどころか距きよ離りを取るのをやめた。

「まあいいよ、いいともさ。魔ま剣けんを振ふるうたびに君の心は闇やみ堕おちに近づく。その瞬しゆん間かんはいつ訪れるかもわからない。あるいは、これが決め手になるかもね……さあ、斬きるといい」

　その身を捧ささげるように、彼女かのじよは大きく両手を広げ、笑う。

　あくまでも陽気に。

　あくまでも無む邪じや気きに。

　悪あく魔までも取り憑ついているように。

　自分の命すら出しに使おうというのか。

　リアナは戦せん慄りつを覚えた。暗黒騎き士しが魔ま剣けんを振ふり上げる。とっさに叫さけぶ。

「やめろ、キール！」

「…………」

　暗黒騎き士しの動きが、ピタリと止まる。

　声は届いているのか。リアナはさらに呼びかけた。

「もういい！　これ以上戦うな！」

「……グッ、アァッ」

　暗黒騎き士しは頭を抱かかえ、苦しみもがく。

　アビスの呪じゆ力りよくが暴れ、闇やみ風かぜが暴れた。




　──真っ暗だ。

　自分が今どこにいるのか、わからない。

　どこに向かえばいいのか、わからない。

　このまま、暗くら闇やみに同化して消えていく。そんな気がした。

　それも悪くないか。考えたり、迷ったり、悩なやんだり、しなくて済むし。

　でも……何か、忘れている気がする。とても大事なことだったような。

「やめろ、キール！」

　突とつ然ぜん、声が響ひびいた。この声は、リアナ？

　ああ、そうだ、一いつ緒しよにごはんを食べにいく約束をしてたんだった。

「もういい！　これ以上戦うな！」

　戦う？　そう言えば、戦ってたんだっけ。

　何と？　わからない。敵がいたのか。それで……そうか、魔ま剣けんを呼んだのか。闇やみ職しよくの力に頼たよって、全部リアナに見られて……もう全部台無しになったのだ。約束も何もかも。

　どうして、こんなことになってしまったんだろう？

「ふふん、どうしたんだい？　私を斬きりたいんだろう？　ほら、好きにしなよ。自分の心に素す直なおに従うといい」

　この声、誰だれだ……わからない、けど、敵だ。

　敵は駆く逐ちくする。障害は取り除く。邪じや魔ま者は消し去る。

　それが、暗黒騎き士しとして果たすべき……。

「ダメだ、キール！」リアナが叫さけんでいる。「お前は何者だ！　お前の職業は！」

　職業？　僕ぼくは、暗黒騎き士し……いや、そうじゃない。

　それは職しよく才さいであって職業ではない。

　職業は……そう、ハローワーク・ギルドの、ただの事務員。

「職しよく才さいは資質にすぎず人生を決めるものではない、だろ？　お前は私に教えてくれた。自分の可能性を信じる勇気を与あたえてくれた。私があきらめそうになったときも応おう援えんしてくれた。そのお前が、どうして簡単に自分をあきらめる！　ハローワーク・ギルドの職員なら、ちゃんと自分のことも応おう援えんしてやれ！　闇やみ職しよくなんかに負けるな！」

　ピシッ、と。

　暗くら闇やみがひび割れ、一筋の光が差した。

　か細い。けれど、温かい。手を伸のばせば届きそう。

　やれやれ、とキールは思った。まったく、自分のことになると、どうしてこうも偏へん狭きようなのだろう。闇やみ職しよくからは逃のがれられない。だから、あきらめていた。けれど、どんな暗くら闇やみにだって光は差す。そのことを、彼女かのじよから、彼女かのじよたちから、学んだはずなのに。

　顔を上げれば、こんなにも近くに光はあったのに──。




　リアナの言葉が暗黒騎き士しを苦しませる。キールが闇やみの淵ふちで耐たえている証あかしと信じ、リアナは自由の利きかない体を引きずって彼かれのもとへ向かいながら声をかけ続けた。

「闇やみ職しよくなんかに負けるな！」

「うぅぅッ……うぐ、ぁ、ぁぁ、ぁぁあああああああッ！」

　苦く悶もんの声を上げながら、暗黒騎き士しは仮面に手をかける。

　力ずくで、自ら、引きちぎるように剝はがしたその瞬しゆん間かん、魔ま装そうは形を崩して霧きりと化し、魔ま剣けんも姿を失った。アビスの呪じゆ力りよくが霧む散さんする。

　霧きりが失うせた後には、眩まぶしそうに月を見上げるキールの姿があった。

「……職に悩なやむ人たちを応おう援えんするのが、ハローワーク・ギルドの役目」

　キールは呟つぶやき、リアナを見て微笑ほほえむ。

「一番厄やつ介かいなやつを忘れていたよ。最後まで面めん倒どうを見てやらないとね」

　烙らく印いんの輝かがやきが失うせ、同時にキールは意識を失う。

　闇やみ職しよくの気配が引いた。膝ひざから倒たおれ込こんだ彼かれを胸に抱だき受け止めたリアナは、その安らかな寝ね顔がおを見て、ホッと胸を撫なで下ろした。

　だが、まだ安心はできない。

　パチ、パチ、パチ。緩かん慢まんな拍はく手しゆ。占うらない師しが不敵に笑っている。

「さすがだよ、リアナちゃん。私としたことが、とんだ見み込こみ違ちがい……見誤っていたね。彼かれを取り巻く運命力の中でも、君は一等突つき抜ぬけている。キールくんをどうこうする前に、まず君をなんとかするべきだった。君が、君こそが……私の一番の、敵だ」

　エルは人差し指を立てた。

　魔ま法ほう陣じんが浮うかび、業ごう火かが渦うず巻まいて一点に収束する。

「力ずくは趣しゆ味みじゃないけど、しかたないかな。これほどの運命力、放っておいたら手に負えなくなりそうだ。今ここで断たち切って──」

　そのとき、一いつ瞬しゆんの風が吹ふき渡わたり、エルの言葉が途と切ぎれた。

　見上げたリアナは驚おどろきに言葉を失う。

　エルの身に光こう刃じんが突つき刺ささっている。幾いく多たもの光の剣けんに串くし刺ざしにされていた。

「ありゃ？」それでも彼女かのじよは笑う。「ちょっと長居しすぎたかな。こいつは、さすがに相手が悪すぎる。引き際ぎわというやつだね」

　エルの周りに黒い霧きりが漂ただよい、輪りん郭かくがぼやけていく。

　実体ではなく、魔ま法ほうで生み出された思念体だ。用意周しゆう到とう。どこまでも計算高い。

「じゃあね、リアナちゃん。またそのうち遊びに来るよ。キールくんによろしく」

　夜風が一ひと吹ふき。

　エルの幻げん影えいは霧きりと共に薄うすれて消えた。

　標的を失った光の魔ま法ほう剣けんが、星ほし屑くずのように砕くだけ散ちる。

　そして響ひびく靴くつ音おと。一人や二人ではない。気づけば囲まれている。広場のすべての出入り口を塞ふさぐようにして立つ騎き士したち。月明かりを受けて輝かがやく白銀の鎧よろいや純白の衣ころも。その胸に刻まれているのは、この王都の最強機関の証あかしである鳳ほう凰おうの紋もん章しよう。

「白はく鳳ほう騎き士し団……？」

　正面、一ひと際きわ美しい鎧よろいに身を包んだ騎き士しが片手を上げると、白騎き士したちの半数が広場から身を引いた。エルクウェイド・ドレイクの捜そう索さくに移ったのか。

　だが、もう半数も残った意味とは？

「まだアビスの気配が漂ただよっているな……汚けがらわしい」

　光の剣けんを手にした麗れい人じんが、吐はき捨てるように言う。

　白はく鳳ほう騎き士し団を率いる聖騎き士し、モニカ・ローゼン・ラインハルトだ。実際にその姿を目にするのはリアナも初めてだった。新聞や雑誌に描えがかれた姿を見たことはあったが、実物はもっとずっと清らかで美しく、ずっと冷たくて刺とげ々とげしい感じ。氷の薔ば薇らを思わせる。

「あ、あの、助かりました。ありが──」

　礼を言おうとしたリアナの前で、聖騎き士しモニカは聖剣けんエクスキャリバーを振ふり上げた。

　同時に、数あま多たの魔ま法ほう剣けんが空中に生まれ、眩まばゆい白光で広場を照らし染めた。数百数千の光こう刃じんの切っ先がいっせいにキールに向けられる。白騎き士したちも剣けんを抜ぬいている。

「な、何を……っ!?」

「何を？　愚ぐ問もんだな。この世から闇やみ職しよくを消し去るのが我々の職務だ」

「ま、待ってください。彼かれは──」

　違ちがう、とは言えない。リアナは必死に言葉を探すが、聖騎き士しはどんな文句も寄せ付けない気配だ。まるでゴミ屑くずでも見るような蔑さげすみの視線をキールに向けている。

　リアナは、せめてもの抵てい抗こうでキールを強く胸に抱だいた。

「かばい立てする気か？　我々に対する反逆とみなすぞ」

「それは職権乱用じゃないかしら？」

　穏おだやかな声が言い返す。

　リアナはハッと後ろを振ふり向むいた。

「は、班長？」

　いつの間にか、背後にクレア班長が立っていた。

　まったく気づかなかった。いったい、どのタイミングで現れたのか。周囲を取り囲んでいる白騎き士したちにも動どう揺ようが見られる。動じていないのは聖騎き士しだけだ。

　驚おどろき戸と惑まどうリアナに優やさしく微笑ほほえみかけ、クレア班長は前に歩み出た。いつもと変わらない柔にゆう和わな姿勢で聖騎き士しと対たい峙じする。

「闇やみ職しよくの討とう滅めつは、白はく鳳ほう騎き士し団の至上命題──それは確かでしょうけれど、今は管かん轄かつ外。あなたたちの捜そう査さ対象は彼かれではないはず。相手を間ま違ちがえているのではなくて？」

「一度でも転じれば、死ぬまで脅きよう威いとなり続けるのが闇やみ職しよくだ。後こう顧この憂うれいを断たつためにも早々に始末しておくべきだろう」

「彼かれに関しては、管理局が特別措そ置ち法を講じているわ。たとえ白はく鳳ほう騎き士し団でも、許可なしに手を出すことは許されない。知らないはずがないわよね。それとも……事件に乗じて始末するつもりだったのかしら？　天下の白はく鳳ほう騎き士し団がそんな汚きたない真ま似ねをするとは思いたくないし、聖騎き士し様のプライドが許すとも思えないのだけど」

「……相変わらず、口が達者なやつだ」

「どーも」

　クレア班長はにこやかに微笑ほほえむ。

　聖騎き士しモニカは無表情に見返す。

　静せい寂じやく──二人の視線が交差する。

「時間の無む駄だだな」

　やがて聖騎き士しは剣けんを下ろし、鞘さやに納めた。

　数あま多たの魔ま法ほう剣けんが消え去り、広場一帯に夜の暗がりが戻もどる。

　リアナの目が暗くら闇やみに慣れるまでの間に、白はく鳳ほう騎き士し団は去っていた。クレア班長が小さく吐と息いきを漏もらすのが聞こえる。

「あ、あの、班長……」

「話はあと。行きましょう。ここに残っていると何かと面めん倒どうだし、一応、専門家に診みてもらったほうがいいでしょうから」

　そう言ってキールを軽々と右みぎ肩かたに担かつぎ、まだ自由に動けないリアナも片手一本で引き上げて左ひだり肩かたに担かつぎ上げる。

　そして跳とんだ。一気に民家の屋根上に到とう達たつ。

「ふぇぇっ!?」

　すさまじい跳ちよう躍やく力に、リアナはびっくりしすぎて変な声が漏もれる。眼下に広がる広場を目にした途と端たん、すっと血の気が引いた。若じやつ干かん、高所恐きよう怖ふ症しよう。

　クレア班長は二人を担かついだまま、屋根伝いに移動を開始。背中に翼つばさでも生えたように軽々と宙を駆かり、放物線を描えがく。

「は、班長……その、私、高いところは、ちょっと……」

「うん？　何か言った？」

　風を切る音で聞こえていない。屋根の途と切ぎれた先へ、躊ちゆう躇ちよなく跳とび下りる。

「ひゃああああああああああああっ!?」

　リアナの絶ぜつ叫きようが夜の空にこだました。
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　日付も変わった深夜。教会の仮か眠みん室。シスター・マリナがベッドに横たわるキールに回復と浄じよう化かの魔ま法ほうを施ほどこしていた。青き清せい浄じようなる光に包まれている。

　先に浄じよう化かを受けたリアナは、体も自由を取り戻もどし、クレア班長と共に見守っていた。

「……ふぅ、終わりました」シスター・マリナは少々疲ひ労ろうした様子で腰こしを上げる。「表面的な呪じゆ力りよくは抑おさえました。ですが、根本的な解決にはなりません。わたくしの力では……いえ、おそらく、どのような魔ま法ほうや万ばん能のう薬をもってしても難しいと思われます。何やら底知れない暗黒のような、得体の知れない力を感じるのですが……いったい、彼かれの身に何が？」

「申し訳ありませんが、お話できません」

　クレア班長が丁てい重ちように断ると、シスター・マリナは物もの腰ごし柔やわらかに引き下がった。

「いいえ、よいのです。聖職者たるもの、秘密を打ち明けられることはあっても、暴あばくことは致いたしません。今夜ここにいらしたことは、わたくしの胸にしまっておきましょう」

「お心こころ遣づかい、感謝します」

「それでは、失礼いたします」

　一礼して仮か眠みん室を出るマリナは、去り際に心配そうな眼まな差ざしをキールに送っていた。

　キールは静かに眠ねむっている。右手にはハンカチが巻かれている。クレア班長が教会に入る前に巻いたものだ。烙らく印いんを隠かくすために。

「さて、これで一安心かしらね。事後処理は残っているけれど、適当に誤ご魔ま化かせる範はん疇ちゆうだから問題なし。白はく鳳ほう騎き士し団のほうは……まあ、大だい丈じよう夫ぶでしょ。あれは、様子見、本気じゃなかったと思うわ……たぶん。そうそう、錬れん金きん術じゆつ師しの子だけど、今いま頃ごろはバスターズ・ギルドに送ってもらっているでしょうから、安心して」

　クレア班長は窓を開けて外の空気を入れる。犬の遠とお吠ぼえが聞こえた。

　リアナはベッド横の椅い子すに腰こしかけた。

「班長、キールは、どうして闇やみ職しよくに？　それも暗黒騎き士しだなんて」

「…………」

「私は、首を突つっ込こむべきではないのでしょうか」

「いいえ、そんなことないわ。リアナちゃんがいてくれたから……」クレア班長はキールの寝ね顔がおを見て頷うなずいた。「うん……そうね。リアナちゃんには知る権利があるし、知ってもらったほうがいいかも。本当は本人の了りよう解かいを得るべきところだけど、キールくんも覚かく悟ごしてのことだったでしょうから」

　クレア班長は窓辺に寄り掛かかり、夜空を見上げる。

「最初に、ひとつ……彼かれの名前だけど、キールというのは、本名ではなくて愛あい称しようなの。昔からのね。本当の名前は、キルシス。キルシス・ローゼン・ラインハルト」

「ローゼン・ラインハルト……え？　それって確か、聖騎き士しの……」

「ええ、そう。聖騎き士しモニカは、彼かれの実の姉よ。彼かれ自じ身しん、以前は白はく鳳ほう騎き士し団に所属する白騎き士しだった。ラインハルト家は、代々王国直属の騎き士し団に名を連ねてきた名家なの」

　リアナは驚おどろきのあまり言葉を失う。元白騎き士しであることは、まだ腑ふに落ちる。これまで目にしてきたキールの剣けん技ぎや身のこなしにも、それなら納得がいく。ただ、あの聖騎き士しが彼かれの姉であるという事実は、信じがたかった。

　彼女かのじよは、弟を手にかけようとしたのか。クレア班長が言うには、本気ではなかったということだけれど、だとしても、あれが血を分けた肉親に対する態度か。

　想像が及およばない。リアナは首を振ふり、今は話の続きに耳を貸す。

「それが、なぜ、闇やみ職しよくに？」

「ある任務がきっかけでね……白はく鳳ほう騎き士し団の主な任務は、暗黒石や闇やみ職しよくの器うつわである遺物の捜そう索さくと回収。そのため、狙ねらいを同じとするブラックギルドとの衝しよう突とつも避さけられない。あのときも遠えん征せい先で戦せん闘とうになって、彼かれがいた小隊は遺物の運うん搬ぱんを担当していたんだけど、ブラックギルドの罠わなにかかって孤こ立りつしてしまって、全ぜん滅めつの危機に陥おちいったの。彼かれは仲間を守るため、そのとき運んでいた遺物に手を出した──それが、かつての魔ま王おう帝てい国こく軍四天王の一角、暗黒騎き士しの闇やみ職しよくを宿した魔ま剣けん、ディアブロス」

　そして堕おちた。白から黒へ。

「部隊は無事に帰き還かんできたけれど、闇やみ職しよくに転じた彼かれは騎き士し団にいられなくなったわ。家も追い出され、街外れの森深くにある屋や敷しきに幽ゆう閉へいされた。宮く内ないでも彼かれの処しよ遇ぐうに対する意見がまとまらずにいたの。闇やみ職しよくに転じた彼かれを厳げん罰ばつに処すべきか、仲間を救うためだった事情を考こう慮りよして情じよう状じよう酌しやく量りようを認めるか、なかなか結論が出ないまま幽ゆう閉へい状態で放置され続けた。私が後見人となって迎むかえに行くまで、半年以上一人で引きこもり生活を送っていたわ。誰だれからも忘れ去られたように……あるいは、暗あん黙もくのうちにそういう落としどころになっていたのかもしれない。彼かれが死ぬまで、その存在をなかったことにしておきたかったのかも」

「そんな……あんまりです。仲間を守るためにしたことではないですか」

「しかたないよ」

　答えたのは、キールだった。

　途と中ちゆうから意識が戻もどっていたようだ。ぼんやりと天てん井じようを見上げ、続ける。

「確かに、ブラックギルドの襲しゆう撃げきから仲間を守ることはできた。でも、本当の問題はそのあとだった。僕ぼくは、アビスの呪じゆ力りよくに吞のまれ、見境を失った。後で聞いた話では、一週間以上も騎き士し団と衝しよう突とつを繰くり返していたらしい。その間の記き憶おくはまったくない。先生が──班長が、力ずくで止めてくれて、運よく我を取り戻もどせたけど」

「班長が？」

「当時、私も白はく鳳ほう騎き士し団の一員だったの。これでも武ぶ闘とう家のマスタークラスなのよ」

　な、なるほど。リアナは納なつ得とくしてクレア班長のすらっとした容姿を見る。細くしなやかな線からは想像もつかない怪かい力りきや跳ちよう躍やく力は、武ぶ闘とう家の職しよく才さいによるもの。マスタークラスともなれば疑問を挟はさむ余地もない。

　外から冷えた風が吹ふき込こむ。クレア班長が窓を閉める。

　リアナはハンカチを巻かれているキールの右手を見た。

「キール……どんな形であれ、お前は私を助けてくれた」

「違ちがうよ」キールは目を合わさずに苦く笑しようする。「一歩間ま違ちがえたら、この手で殺していた。そもそも、今回の事件だって原因は僕ぼくにある。彼女かのじよの狙ねらいは、僕ぼくだった。全部、僕ぼくに力を使わせるために仕組んだことなんだ」

「彼女かのじよ……？」

　三さん角かく帽ぼう子しの占うらない師し、エルクウェイド・ドレイク。

　結局のところ、あの子一人にいいように振ふり回されて終わった格好だ。

「キールは悪くない。それに、ちゃんと闇やみ職しよくに打ち勝ったじゃないか」

「呪じゆ縛ばくが消えたわけじゃない。また同じようなことが起きるかもしれないし、そのときもうまくいくとは限らないよ」

「何かあったら、また戦って、抗あらがって、勝てばいい。私も及およばずながら力を貸そう」

「え？」

「なんだ、その意外そうな顔は」

「だって、僕ぼくは闇やみ職しよくで、そのせいで……」

「だから、もう一いつ緒しよには働けない、辞めさせてもらう──とでも言うと思ったか？」リアナはあっけらかんと笑い飛ばした。「言ったろ？　どんな職しよく才さいを宿していても、キールはハローワーク・ギルドの事務員で、私はその相棒だ。それに、あの約束だって、なかったことにはしたくないし……いや、その、言い出しっぺは私だからな、ちゃんと守らないと」

「でも、これ以上、巻まき込こむわけには」

「それについては、手て遅おくれというやつだな。もう十分に巻まき込こまれているし、望むところでもある。あのエルとかいう占うらない師しにも宣戦布告されてしまったし」

「宣戦布告？」キールが目を丸くする。「なんで？」

「なんでって……なんでだろうな。私もまだちょっと整理しきれていないんだが、とにかく敵対宣告されて、私としても因いん縁ねんができてしまったようで……私が一いつ緒しよでは、迷めい惑わくか？」

「いや、そんなことは」

「なら、よかった」

　リアナは小さくはにかんだ。

　目と目が合い、なんとなく自然と見つめ合う。

　窓辺のクレア班長がぱちんと両手を合わせた。二人は慌あわてて目を逸そらす。

「はい、そこまで」クレア班長は邪じや魔まして申し訳なさそうな笑えみ。「今日のところはこれぐらいにして、もう休みましょう。リアナちゃんは私が送っていくわ。キールくんはこのまま泊とまっていって。教会には話を通してあるから」

「班長、僕ぼくは……」

「明日も仕事よ。体のほうは大だい丈じよう夫ぶそうね。怪け我がも浅いようだし、午後からでいいから、ちゃんと出勤するように。いい？」

　クレア班長の言葉に、リアナは呆あつ気けに取られた。あんなに大変なことがあったばかりなのに明日には仕事だなんて……いや、これは、班長なりの激げき励れいなのか。

　キールもそれがわかったのか「はい」と素す直なおに応じた。

「おやすみ、キールくん。行きましょう、リアナちゃん」

「はい……じゃあ、キール。また明日」

　クレア班長と共に廊ろう下かに出る。

「リアナ」

　閉じかけたドアの向こうからキールが呼んだ。

　沈ちん黙もくの間。言葉を探した彼かれは、一言。

「ありがとう」

　リアナは、なぜだか胸が詰つまって言葉にならなかった。




　虫も寝ね静しずまった真夜中の道。二人の靴くつ音おとが重なり響ひびく。

　とても長い夜だったが、朝までにはまだ十分な猶ゆう予よがある。家に帰ってゆっくり眠ねむる時間はありそうだ。けれど、リアナはまったく寝ね付つける気がしなかった。

　白騎き士しから暗黒騎き士しへと堕おちたキール。闇やみ職しよくは忌いみ嫌きらわれる力だが、仲間を助けるためにすがるしかなかった事情を考えれば、その選せん択たくを責める気にはなれない。今回だって私を守るために無理して……けれど、闇やみ職しよくが危険なのは事実。その呪じゆ縛ばくからは逃のがれられない。キールはこの先もずっと呪のろいを背負い続け、戦い続けなければならないのだろう。

「あの、班長……キールは大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？　その、白はく鳳ほう騎き士し団とか」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。彼かれのことに関しては、私に一任されてるから。良くも悪くもね」

「どういう意味ですか？」

「何か問題が起きたときは、私が責任を持って彼かれを止めるということよ。たとえ、その命を奪うばうことになっても──それが後見人になるための条件だったの。だから本当なら、白はく鳳ほう騎き士し団がわざわざ横やりを入れる必要のない話なのよ」

「そんな……キールは、そのことを？」

「知ってるわ。最初に全部伝えたから。まあ、今回は心配いらないわよ。明日からも彼かれにはハローワーク・ギルドの事務員として働いてもらう。それより……リアナちゃんは、本当によかったの？」

「よかった、とは？」

「ハローワーク・ギルドに残ること。その選せん択たくに後こう悔かいはない？」

　教会での発言は、正直なところ、勢い任せなところもあった。直情的というか、条件反射というか、もともとそういう気質なのは自分でも承知していて、反省するところだ。考えるよりも先に言葉が出ていた。

　でも、だからこそ、あれが自分の本音──本心だったと言える。

　これからもキールと共に働きたい、と。

「騎き士しに二言はありません……あ、いや、もう騎き士しではないんですけど、とにかく後こう悔かいはしません。後こう悔かいしたくないから、そう決めました。ただ……」

「ただ？」

「キールは、私のこと、快く思っていなかったのではないか、と」

「どうして？」

「キールが闇やみ職しよくのせいで失ってしまった騎き士しの職を、私は身勝手な理由で簡単に辞めてしまいました。だから……」

「考えすぎよ。そりゃね、心残りがないって言ったら噓うそになるでしょうけれど、彼かれは騎き士しの職に執しゆう着ちやくはしていないと思うわ。彼かれの場合、ちょっと環かん境きようが特とく殊しゆでね、その道を行くことが当たり前で、他に選せん択たく肢しのない中で育ってきたから……」

「ラインハルト……王国騎き士しの名家だそうですが？」

「ええ、先祖代々受け継つがれている騎き士しの職しよく才さいを継けい承しようし、白はく鳳ほう騎き士し団に入ることを運命づけられている名門。彼かれは、そのことに不満があったわけでもなく、疑問を抱だくこともなく、それが自然な生き方だと受け止めていた。闇やみ職しよくに堕おち、騎き士し団を除名され、家も追われ、そこで初めて自分の道を自分で選せん択たくする機会を得たの。私の監かん督とく下という条件付きではあるけれど、彼かれはハローワーク・ギルドの事務員として働く道を選び、そして、リアナちゃんを誘さそった。それが彼かれの選せん択たく。だから、あなたが後ろめたく感じる必要はないのよ」

　リアナはキールにチラシをもらった夜のことを思い出した。何をやっても失敗ばかりで自信を失い、途と方ほうに暮れてしまった自分に、彼かれは手を差し伸のべてくれた。あの瞬しゆん間かん、真っ暗くら闇やみに光が差したかのようだった。

「今の私があるのは、キールのおかげです」

「今の彼かれがあるのは、リアナちゃんのおかげよ」

「そうでしょうか……私は、何もしていません。今でも失敗ばかりで、いつも迷めい惑わくをかけてばかりです。まだ、何も返せていない……私は……」

　きゅん、と不意に胸が締しめ付けられる。別わかれ際ぎわにも感じた切ない痛み。胸に手を当てながら天を仰あおいだ。

　雲が流れ、銀の月が顔を出す。その傍そばにきらめく一点の星を見つけたとき、自分の中の素す直なおな気持ちにリアナは気づいた。
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　翌日の朝刊、紙面には事件解決の文字が踊おどった。

　昼間近になって教会の仮か眠みん室で目を覚ましたキールは、シスター・マリナに朝食兼けん昼食のトマトとチーズのサンドイッチをごちそうになりながら、その新聞を目にした。

　闇やみ職しよくに手を出した青年の犯行。バスターズ・ギルドが討とう伐ばつしたことになっている。表面的な情報しか並んでいないが、多くの人々にとっては、街に平へい穏おんが戻もどった事実こそが重要で、詳しよう細さいを気にする者は少ないだろう。

　キールは後味の悪さを感じずにはいられなかった。犯人も闇やみ職しよくの犠ぎ牲せい者だ。自じ業ごう自じ得とくではあるし、引導を渡わたしたのは自分で、もう救いようのない闇やみ堕おちではあったが……。

　自分も二にの舞まいになっていたかもしれない。昨晩はなんとか乗り越こえたが、今後もああならない保障はないのだ。闇やみ職しよくは消えないのだから。

　テーブルの向かいではマリナが黙だまってハーブティーを飲んでいる。

「何も聞かないんですか？」

　尋たずねるキールに、

「懺ざん悔げしたいことがあるのなら、お聞きいたしますわ」

　彼女かのじよは聖職者として受け答えた。しかし、すぐに姿勢を崩くずして、

「っていうのは、建前。本当は気になってしかたないけど、無理に聞きだすのもね。そこそこヘビィな問題みたいだし？」

「すみません。散々お世話になっておきながら」

「別にいいけど、一人で抱かかえ込こまないほうがいいわよ。あたしが言うのもなんだけど、吐はき出したほうが楽になれることもあるし。聖職者としてじゃなくても、個人的に話を聞いてあげることはできるし？　頼たよってくれてもいいんだからね？」

　突つっ張ぱった心配のされ方に、キールは苦く笑しようしつつ感謝した。

「ありがとうございます。いずれ、話せるときがくるかもしれません。そのときは、よろしくお願いします。今日のところは、もう仕事に行かないと」

「昨日の今日で？　随ずい分ぶんと人使いの荒あらい職場なのね」

「いいんです。そのほうが、気が楽ですから」

「そう……じゃあ、気をつけて。ああ、そう言えば、今朝、君の上司が着き替がえ一式持って来たわよ。そこのテーブルに置いておいたから」

　キールは礼を言って部屋に戻もどり、新しい制服に着き替かえた。手て袋ぶくろも用意してあった。巻いてあったハンカチを取り、消せない烙らく印いんの上にそれを装着する。

　改めてマリナにお礼を述べてから、教会をあとにした。

　事件解決を受け、街は活気を取り戻もどしている。昨日までは昼でも陰いん鬱うつとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていたが、今は雨上がりの空に虹にじがかかったように晴れ晴れとしている。

　賑にぎやかな空気に触ふれながら広場へ出ると、頭にちょこんと何かが乗った。

「おっす、キール。今日も元気に独りぼっちか？」

「なんだ、キットカットか。鳥のフンかと思った」

「誰だれがフンだ。フンフンッ」

　地じ団だん駄だを踏ふむキットカット。毛根を刺し激げきされる程度だったので好きにさせていると、前からてくてくとニオが駆かけ寄ってくる。「こら、やめなさい」とキットカットを叱しかってからキールに親愛を込こめて笑いかけた。

「こんにちは、キールさん」

「こんにちは、ニオ」

「すみません、キットカットが失礼を。お昼休みですか？」

「ああ、うん」

「事件のこと、リアナさんから聞きました？　昨日の夜、大変だったのです」

「あー、なんか、そうだったらしいね」

「ボクたち、この広場でバッタリ犯人に出くわしちゃったんだよ。まあ、幸運の妖よう精せいがついていたからね、ちょちょいのちょいでやっつけてやったけど」

「違ちがうでしょ。リアナさんが残って、わたしたちはギルドに知らせに向かったのです。途と中ちゆうでキールさんの上司の方に会って、ギルドにも知らせて……でも、広場に戻もどったときにはリアナさんも犯人もいなくなっていたのです。今朝の新聞を見たところ、犯人は逃とう走そう中に他の騎き士しの方がやっつけたそうですけど、昨日はそのままバスターズ・ギルドの方々に家まで送ってもらったので、リアナさんとは会えずじまいで、ずっと気になっていたのです。今日も忙いそがしくてまだ会いにいけなくて……リアナさん、お元気です？　怪け我がしてなかったです？」

「えーと、うん、大だい丈じよう夫ぶ。元気だよ」

「それならよかったのです」

　ニオは安心して笑う。愛らしい笑え顔がおに、こちらも頰ほおが緩ゆるむ。

「いや、それはそれで大だい丈じよう夫ぶじゃないんじゃない？　天性のドジっ娘こだし？」キットカットが悪戯いたずら顔で横やりを入れる。「ドジな相棒を持つと大変だよね。ボクも苦労が絶えないよ。最近のニオは気が緩ゆるんでてさ、調合中によだれ垂らして居い眠ねむりするし。僕ぼくが起こしてあげなかったら何度爆ばく発はつしてたことか」

「ちょ、変なこと言わないでっ。噓うそなのですっ。よだれなんて垂らしてないのですっ」

　顔を赤くして抗こう議ぎするニオ。居い眠ねむりは否定しないのか。

「まあ、それだけ信しん頼らいしてもらえているってことじゃないのか？」

　キールが言うと、今度はキットカットの顔が少し赤くなった。照れている。

「ま、まーね。アトリエ・フランチェスタは、もうボクがいないと成り立たないからね」

「そんなことないのです。いつでも出て行ってもらっていいのです」ニオはぷくっと頰ほっぺたを膨ふくらます。「それじゃあ、わたしはこれで。またお店にも顔を出してくださいね」

　そう言ってキットカットを置いて行ってしまう。

「ちょ、待ってよー、ニオー」

　キットカットは慌あわててキールの頭から飛び立った。「じゃあな」と手を振ふってニオを追いかけていき、その肩かたにとまる。ニオはムスッとしながらも拒こばまない。

　なんだかんだ言って仲は良さそうだった。

　二人のおかげで気持ちが和なごんだキールは、広場を渡わたってハローワーク・ギルドへ。

　通い慣れた職場。今日も仕事がある。そのことが、とてもありがたい。本当にクレア班長には頭が上がらないな。それに……。

　また明日──昨日、リアナはそう言ってくれた。

　自分はここにいていいのだと認めてもらえたようで、許されたようで、嬉うれしかった。

　かつての白騎き士し時代、闇やみ職しよくに手を出したあの瞬しゆん間かんから、自分はこの世界に生きていてはいけない存在になった。それまで背中を預け合ってきた仲間は一人残らず去っていき、家族には絶ぜつ縁えんを突つきつけられ、本当の名を名乗ることも許されなくなった。それからは生きながら死んでいるような引きこもりの日々。もうどこにも居場所なんてないと思っていた。

　だけど、今はちゃんと生きている。居場所がある。

　赤レンガの館が見えてきた。

　従業員用の裏口から入ると、廊ろう下かでクレア班長と会った。いつも通りの柔にゆう和わな微笑ほほえみ。眼鏡をかけて書類の束を抱かかえている。

「おはようございます、班長」

「おはよ。もう午後の業務は始まってるわ。窓口、よろしくね」

　それだけ言うと忙いそがしそうに資料室へ向かった。昨日の件には一いつ切さい触ふれずに。あえてそうしてくれたのかもしれない。

　職場に到とう着ちやく。キールはひとつ深呼吸をしてドアを開ける。

　年配の従業員たちが仕事をしている。見慣れた顔ぶれ。いつもの光景。その中にリアナの姿を捜さがしたが、見当たらなかった。

　──いない？

　ズキンッ、と心臓に杭くいを打たれたような痛みが走る。

　頭が真っ白になった。何も考えられない。疑ぎ問もん符ふすら浮うかばない。

　足元が音を立てて崩くずれる感覚。ふらっと揺ゆらめいたそのとき、背後でドアが開いた。

「お、キール」

　振ふり返れば、リアナが大きくまばたきして立っている。事務員の制服姿。片手をドアノブにかけたまま、もう一方の手には紙かみ袋ぶくろを抱かかえている。

「あー、えっと」リアナは紙かみ袋ぶくろを持ち上げて見せた。「買い物に行ってきたところでな。コーヒーとか紅茶の買い足しに。うっかり領収書をもらうのを忘れて途と中ちゆうで戻もどったんだが、今度は荷物を置き忘れて二度手間が三度手間で、帰りが遅おそくなってしまった。お使いもろくにできなくて恥はずかしい限りだ……キールのほうは、もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「…………」

「どうした？　まだ、どこか痛むのか？」

「あ、いや」心底、ホッとしている自分がいた。「なんともないよ。全然平気」

「そうか、よかった」

　リアナはにこっと微笑ほほえむと照れ臭くさそうに視線を逸そらし、職場を見み渡わたす。カウンターを挟はさんで向かいにロビーが広がる。職員だから見える景色。リアナは懐なつかしそうに目を細めた。

「転職先を探してここに来たとき、私は、自分のことは自分でなんとかしないといけないと思っていた。でも、何ひとつうまくいかなくて……心が折れそうになったとき、お前が手を差し伸のべてくれた。そのおかげで今こうして働くことができている。職しよく才さいに囚とらわれず、自分の可能性を信じて、あきらめずに……だから、キールもあきらないでほしい。お前が私を応おう援えんしてくれたように、私もお前を応おう援えんするから。今のところ、助けてもらってばかりだけど」

「もう十分、助けてもらってるよ」

　昨日、あのとき、どんなに救われたことか。

　今日、この瞬しゆん間かん、どれほど救われているか。

「なら、改めてよろしくだ」

　右手が差し出される。烙らく印いんの刻まれた手でそれに応えることにキールが躊ちゆう躇ちよすると、リアナが自分から手を伸のばし、キールの手を取ってしっかり握にぎった。

　手のひらから伝わる温ぬくもりが、体の芯しんまで染しみていく。

　こんな手でも、まだ誰だれかとつながることができるのだ。過去の選せん択たくをなかったことにはできないけれど、その道の続きに今があって出会いがある。その出会いまで否定したくない。だから、ちゃんと前を向こう。この先、後こう悔かいしない選せん択たくをしよう。

「あ、あの、キール？」リアナはもじもじ。「私から求めておいてなんなのだが、ずっとこうしているわけにも……周りの目もあるし、だな」

「あ、ああ、ごめん」

　つないでいた手を放す。ちょっと名残なごり惜おしかった。

「お、お茶汲くみに行ってくる。仕事しないと班長に怒おこられてしまうからな、うん」

　リアナは早口に言って、そそくさと給湯室へ向かう。

　キールも自分の席に着き、窓口を開く準備を始めた。

　今日もまた職に悩なやめる人たちが頼たよりを求めて訪れる。道に迷える人々に職の選せん択たくを。その背中を後あと押おしするのが、ハローワーク・ギルドの役目。

　さあ、仕事だ。古時計の鐘かねが鳴り、キールは襟えりを正して窓口を開く。

　さっそく一人の相談者が訪れた。

　ブロンドの長ちよう髪はつから細長い耳が覗のぞく、エルフの少女。

　話を伺うかがうその後ろ、給湯室から出てきたリアナが、飲み物を載のせたトレーを持って近づいてくる。危なっかしい手取り足取り。折り紙付きの不器用さは相変わらず。いつも通り何もないところで躓つまずき、キールの頭に熱々のコーヒーが降りかかるのは、数秒後のことである。


了















　　　　　あとがき







　こんにちは。初めまして。毎度お久しぶりの小こ林ばやし三み六ろ九くです。




　今作は、ファンタジー世界の職業を題材としたお仕事物語になります。いろんな職業にスポットを当てていこう、というコンセプトで始めました──ええ、噓うそです。白状すると、いろんな職業の女の子を書きたかった、というのが本音です、はい。

　さすがに一度に登場させられる職業には限界がありまして、まだまだ書き足りない、もっといろんな女の子を書きたい、という意欲ないし欲望がくすぶっております。それ以前に、もうちょっと読みやすい文章を書けるようにならないと……。

　ちなみにファンタジーものは久しぶりになりますけども、自分はファンタジーというと小説よりもゲームのほうが馴な染じみ深いです。昔はファンタジー系のＲＰＧばかりやっていて、転職やクラスチェンジなどの要素には優ゆう柔じゅう不ふ断だんな性格も手伝ってよくハマったものです。今作を書きながら夢中になって遊んでいた当時を思い出しました（遠い目）。

　もしかしたら、あのときの楽しい気持ちを、今作を通じて自分なりに形にしたかったのかもしれないなんて思ったりします。

　様々な職業少女を描えがくＲＰＧ──ロールプレイング・ガールズというわけです。

　はい、ちょっとうまいこと言ったつもりになりました。すみません。そもそもＲＰＧ要素はそんなにありませんでした。いろんな職業の子たちが、どんなふうに仕事をし、どんなふうに暮らしているのか、そんな日常を、時に真面目に、だいたいはのんびり描えがけたらと思って書いたので、気軽に楽しんでいただけたら幸いです。

　それでは、この辺で。




　本作の出版に携たずさわったすべての方々に感謝を。

　読んでくださった皆みな様さまに心からありがとうを。

　またお会いできますように。


小こ林ばやし三み六ろ九く
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小こ林ばやし三み六ろ九く

新タイトルです。

よろしくお願いします。
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イラスト／和かず武たけはざの

好きな食材は？　と訊かれたらじゃがいもと即答できる北海道民。好きな動物は？　と訊かれたら猫と即答できる愛猫家。特にメインクーンが好きと言うとメークインと間違われます。流石にじゃがいもを撫でたりはしない。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「小林三六九先生」係

「和武はざの先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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《ハローワーク・ギルド》へようこそ!
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